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「君はいつも理由を欲しがるな、傭よう兵へい」

　どこか困ったような表情で言われて、俺は目を瞬またたいた。

　いつかの記憶だ。──いつだったかは覚えてない。

「どういう意味だ？」

「覚えていないか？　最初に我わが輩はいと会ったとき、君は〝なぜ俺を選ぶ〟と聞いた」

「それを言うなら、お前だって〝なぜ魔女を嫌う〟って聞いたじゃねえか」

　俺が切り返すと、ゼロは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「覚えているのか？　あの日の会話を？」

「忘れようにもな……」

　ゼロは俺の人生に、突然降ってわいた落石事故みたいな存在だ。のんびり道を歩いていたら、突然大岩が降ってきて、そこから先見知らぬ道をずっと全力で走らされてる。

「〝降ってきた〟のは君の方だがな」

「だから、心を読むんじゃねえって」

「だから、読んでいるのは表情だと」

　出会ってから何度目か分からない会話を繰り返して、俺とゼロはお互いに肩を竦すくめ合う。

「無論、我わが輩はいも疑問を抱く事は多い。理由を求める事もあるだろう。だが、君と我わが輩はいで決定的に違う部分がある」

「へぇ？」

「君は〝好意〟に理由を求めるのだ。なぜ君と一緒にいたがるのか、なぜ君と話したがるのか、なぜ君を守りたがるのか」

「そりゃ──」

「そして、なぜ我わが輩はいが君を好きなのか」

　俺は黙った。

　するとゼロは続けて言う。

「〝なぜだ〟、傭よう兵へい。君は〝なぜ好意に理由を求める〟？　我わが輩はいは悪意に疑問を抱く。なぜ我わが輩はいを憎み、我わが輩はいを攻撃するのか。理由が分かれば改善の道もあるだろう。だが、好意に理由が必要か？　知って、それで何になる？」

　ますます、俺は言葉が見つからない。

　俺が顔を顰しかめて黙っていると、ゼロは俺の背中に乗りかかってきた。

「思うのだが、傭よう兵へい。〝嫌い〟な理由は一つで足りる。だが〝好き〟な理由は複雑だ。我わが輩はいは君の毛皮が大好きだが、毛皮があれば誰でもいいわけではない。我わが輩はいは君の料理が好きだが、料理ができれば護衛に選ぶわけでもない。逆に聞くが、傭よう兵へいよ」

「うん？」

「君は〝なぜ我わが輩はいが好き〟なのだ？」

「んぐ!?」

　反射的に「好きじゃねえよ」と言いかけて、今更それも間が抜けてると思いなおしてしばし黙る。かといって明確に肯定するのは、なんだかしゃくだ。

「まあ……嫌いではねぇが……」

「つくづく強情な男だな、君は……では、聞き方を変えよう。君は〝なぜ、我わが輩はいの事が嫌いじゃない〟のだ？」

「前にも言っただろう。お前が俺にとって、特別無害な魔女だからだよ」

「〝なぜそう思う〟のだ？　なぜ我わが輩はいが、君にとって無害だと？」

　いよいよ、俺は言葉に詰まった。

　背中に感じるゼロの重さと、体温と、慣れ親しんだ甘い香り──それらを心地いいと感じる理由はなんだ？　危ない魔女だと思わない理由はなんだ。

　今まで裏切らなかったから？　これは理由にならねぇな。本能的に危険を感じない？　魔女相手に獣けもの堕おちの本能がどれだけ通じるかって話になってくる。

「分からないだろう？」

「……分かんねぇな」

　俺は認める。

　何度となく、俺はゼロに「なぜだ」と理由を求めた。そのたびに、ゼロはあれこれと理由を用意して俺を納得させてきたが、こうして逆に聞かれると、俺には答えようがない。

「では、明確な理由などないのだ、きっと。君も覚えがあるのではないか？　特に理由はないが、何となく気に入ったナイフや、鍋なべ、服に、鎧よろい」

「物と人は違うだろうよ」

「そう違わない。忘れたか、傭よう兵へい。我わが輩はいは君の抱き枕で、君は我わが輩はいの寝床。お互いにとって、なんとなく理由はないが気に入った唯ゆい一いつ無む二にの愛用品だ」

「つまりお前は、俺を寝床として気に入ってるから一緒にいるのか？」

「かもしれない。それでは不満か？　君という寝床を失えば、我わが輩はいはきっと永遠に安らかな眠りを失う。だから我わが輩はいは君が惜しい。なんとも明確な理由ではないか。君も同じだろう？」

「何がだよ」

「我わが輩はいを失えば、安らかに眠れない。なにせ我わが輩はいは、他に類を見ないほど極上の、そして特別無害な抱き枕なのだからな」

　ゼロは俺の背中に全体重をかけて、楽しそうに足をゆらゆらと揺らした。

　その後の会話は覚えていない。

　ただ、好意に理由などいらない──そう言われた事に、妙に安心した事を覚えていた。
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　朝方、激しく木戸を叩たたく音が部屋に響く。

　開けろ、出せと叫ぶ男の声も止まらない。

　昨夜から夜通し叫んでいまだに衰おとろえる気配のない体力の怪物に、〝隠いん匿とく〟は呆あきれ交まじりに感心しつつ、ぶらぶらと自室を出た。

　傭よう兵へいが人間の姿に戻り、雪の森に放置され、町に運び込まれてから三日が経った。

　自分が人間に戻った事実に気づくなり、傭よう兵へいは気を失ってしばらく眠り、目覚めたと思ったら「ゼロを追う」と言い出して譲らない。

　仕方なく部屋に閉じ込めたら、開けろ、出せと暴れて喚わめいてこの始末だ。

　教会騎士団の宿舎に一室を借りているというのに、こう騒がれては肩身が狭くて仕方がない。

　傭よう兵へいとゼロが町を離れた大本の原因が、教会騎士団所属のオルルクスにある事を思い出せば、多少は気分も軽くなるが──。

「……あ、神父様」

　暴れ狂う傭よう兵へいの部屋に近づくと、リーリの不安げな声が〝隠いん匿とく〟を出迎えた。

　ずっと、部屋の前で座り込んでいたらしい。

「ここで何を？」

「わかんない……でも心配」

「お優しい事ですね。下がりなさい。──戸を開けます」

　これは、傭よう兵へいに聞かれないように小声で言った。

　リーリはぱっと立ち上がると、〝隠いん匿とく〟が片手にぶら下げていたパンと水入りのカゴを抜け目なく受け取り、廊下の壁かべ際ぎわまで下がる。

〝隠いん匿とく〟は杖つえを軽く握り直し、傭よう兵へいが殴り続ける振動で揺れている木戸に手をかけた。

　一気に開くと、勢い余って一人の男が廊下に転がり出てくる。どこへ向かう気なのか、すぐさま走り出そうとする男の足を杖つえで引っ掛けて転倒させ、〝隠いん匿とく〟は男を引きずるようにして室内に足を踏み入れた。

　その後ろをリーリがチョロチョロと付いてきて、これまた抜け目なく木戸を締める。

　傭よう兵へいの体を部屋の真ん中に押し戻し、神父は溜ため息いきを吐ついた。

「まったく……よくもまあ、そんなに休みなく暴れ続けられますね。獣けもの堕おちの姿だろうが、人間の姿だろうが、化け物じみた体力は依い然ぜん変わらず、ですか」

〝隠いん匿とく〟が呆あきれて言うと、唾つばを吐く不快な音が耳を汚した。

「だから部屋に閉じ込めるのか？　せっかく人間になったんだ、人間らしい扱いをしていただきたいもんだがな」

　殺意と憎ぞう悪おと悲哀と絶望と焦しよう燥そうと──よくもここまで負の感情を込められたものだな、という声で傭よう兵へいは〝隠いん匿とく〟を威い嚇かくする。

　今にして思えば、この男は随ずい分ぶんと穏おだやかな声で話す獣けもの堕おちだった。

　アクディオスで初めて傭よう兵へいと会ったときも、聖女の立場を脅おびやかす危険な存在だと思いはしたが、傭よう兵へいの中にある人間らしさを無視できなかったのも事実である。

　相対した瞬間に命の危険を感じるのは、間違いなく今の──獣けもの堕おちだった頃の半分も力を持っていない人間の傭よう兵へいだ。

「あなたが人間だから、こうして保護しているのだと説明したでしょう。あなたは人間の体について何も知らない。この寒さの中、まともな防寒もせずに出歩けば凍死しますし、今までの調子で攻撃を受ければ即死します」

「んな事分かって──！」

〝隠いん匿とく〟は杖つえを振り上げ、傭よう兵へいの横よこ面つらを殴りつけた。

　あぐ、と呻うめいた傭よう兵へいは大きくよろけ、頭を押さえてその場にうずくまる。

「今ので、普段私が殴っている半分の力です。痛いですか？　でしょうね。立ち上がれないでしょう？　普通の人間なら当然です」

　傭よう兵へいは答えない。

「私が普段の力であなたを殴れば、あなたは気を失うか、最悪の場合は死んでいます。少なくとも額は割れて流血ですね。それが〝普通の人間〟です。認めたくはないでしょうが、人間のあなたが私に正面から挑いどんでも絶対に勝てません」

「認めねぇ！」

「そしてあなたは、その弱さを認めなければこの部屋から出られない」

「ッ──！　くそ……！」

　傭よう兵へいは吐き捨て、握り締めた拳こぶしで床を殴った。

「くそ、くそ、くそ！　ちくしょう、こんな体──！」

　ぐちゃりと、生々しい音とともにぱっと血の臭いが広がった。

　木戸と床を殴り続けた傭よう兵へいの手が──脆ぜい弱じやくな人間としての皮ひ膚ふと肉が、ついに潰つぶれて破けたのだ。

　その事実に呆ぼう然ぜんとしたように、傭よう兵へいの動きが止まる。

　リーリが〝隠いん匿とく〟の服を引っ張った。

「……あの、リーリ……お薬と包帯、もらってくる……」

「いいんですよ。多少怪け我がをしていた方が大人しくなるでしょう。いっそ足を折ってもいい。人間の体の弱さを、この男は少し知るべきだ」

　淡たん々たんと言いながら、〝隠いん匿とく〟は杖つえの先端をリーリに差し出した。すぐに察して、リーリはパンの入ったカゴをその杖つえの先に引っ掛ける。

〝隠いん匿とく〟は傭よう兵へいとの間に杖つえ一本分の距離を保ったまま、パン入りのカゴを傭よう兵へいの眼前に静かに置いた。

「人間に戻った以上、獣けもの堕おちであった時のように、自分の体に無む頓とん着ちやくではいられません。傷を放置しても治らないし、食べなければ傷の治りはますます遅くなる。薬がなければ痛みで苦しみ、悪くすれば熱を出す。普通の人間が赤子の頃から学び、思い知ってきた自らの弱さを、あなたは今から学ぶんです。それをあなたは望んできた」

「俺はこんな事望んでねぇ！」

　絞しぼり出だすような否定だった。

　床に伏したまま顔を上げない傭よう兵へいに、〝隠いん匿とく〟は現実を突きつける。

「ですが、ゼロと契約をしたのでしょう？　護衛をする代わりに、人間の姿に戻してくれと。そしてゼロは契約を果たした。ゼロが律りち儀ぎな魔女で助かりましたね」

「やめろ……違う……！　俺は……俺達は……！」

「夢を見るのはやめる事です。ゼロがどれほどの力を持つ魔女か、あなただって知っているはずだ。彼女に必要とされていたなどと思い込み、美しい女の尻を追いかけ回すなんて、身の程をわきまえない愚かな男の典型です。とても見ていられない」

　ゼロと傭よう兵へいはただただ、契約で縛られていただけの関係だった。

　情や絆きずななど存在せず、ましてや愛などがあるはずもない。

　それが「ある」と思う方が異常だったのだ。こうしてゼロが傭よう兵へいを捨てて去ってみれば、むしろ安あん堵どさえして「やはりそうか」と言える。

「お兄ちゃん、泣いてるの……？」

　はっと、リーリが息をのんだ。

　両目を眼帯で覆おおった神父の目では、傭よう兵へいがどんな顔をしているかは分からない。だが、息いき遣づかいでどんな悲惨な顔をしているかは想像がつく。

「よせ、くるな！　チビ……！」

　傭よう兵へいの威い嚇かくをものともせずに、リーリは駆け寄った。

　スカートのすそを持ち上げて、ごしごしと傭よう兵へいの顔を拭ぬぐう。そんなリーリを振り払わない理性が、まだ傭よう兵へいにも残っているようだ。
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　人間の姿になったとは言え、リーリのような小さな獣けもの堕おちからすれば、傭よう兵へいは十分な体格を持った男であり、殴られれば痛いだろう。

「ちくしょう……！　なんでこいつ、勝手に出てくるんだ！　涙なんて、今まで一度も……どうやったら止まるんだよこれ……！」

「わかんないの。リーリも、泣いた事ないから。あ、でも、神父様なら……」

「分かりませんよ。普通、成人男性は涙を流しません」

「そ、そうなの!?」

　無論噓うそだが、〝隠いん匿とく〟に関して言えば、涙の存在を忘れて久しい。泣き方も忘れてしまったので、涙を止める方法も当然知らない。

　こうして泣なき崩くずれている傭よう兵へいを前にしてみると、自分がいかに化け物じみているかを実感せざるを得なかった。

　人間の姿に戻った傭よう兵へいは、怒り、傷つき、泣き、その中身の人間らしさを惜しみなく発はつ露ろしている。

　泣けるだけ、いい。

〝隠いん匿とく〟は内心そう呟つぶやく。

　感情を失うほど心の傷が深ければ、傭よう兵へいは命を絶っていたかもしれない。

　だが、暴れ狂う感情に振り回されながらも、ゼロを追うと息巻く傭よう兵へいから、死の気配は感じられない。

　だからこそ、今傭よう兵へいに必要なのは冷静さだった。

　激情に流されて町を飛び出し、捨てる気のない命を失ってしまわないよう、憎まれてでも誰かがこの男を押さえつけておかなければならない。

　そしてその役目にふさわしいのは、間違いなく〝隠いん匿とく〟だった。

「館長が言っていましたが、獣けもの堕おちから人間の姿に戻ってすぐに、それだけ動けるのはむしろ驚異的だそうです」

「なら外に出せよ！」

「だからこそ、むしろ興奮状態で体に無理を強いている可能性もある。あと三日は様子を見ます。我々はゼロの護衛なしでウェニアス王国まで撤退しなければならない。あなたには、せめて足手まといにならない程度まで動けるようになってもらわないと困るんですよ」

「勝手に決めてんじゃねえ！　俺はウェニアスには戻らねぇぞ！」

「では縛って引きずっていくしかありませんね。主教様は、犯罪者すら残さず、ともにウェニアスに撤退する意向です。誰も置き去りにはしない。──リーリ」

「ん」

　傭よう兵へいによりそい、二人のやり取りをはらはらと眺めていたリーリは、声をかけられてぴょんと立ち上がった。

　いまだに泣き止み方が分からない傭よう兵へいを気にしながらも、〝隠いん匿とく〟の後に続いて部屋を出る。

　──と、部屋の外に人が集まっていた。

　教会騎士団長のジェマと、破は竜りゆう王おうのゴーダだ。奇妙な組み合わせだが、生真面目な性格同士で馬が合うのかもしれない。

「どうだろうか、神父殿。傭よう兵へいの様子は……」

「戸と床を殴りまくって、拳こぶしの肉が潰つぶれました。多少大人しくなるんじゃないですか？」

　さらりと答えた〝隠いん匿とく〟に、ジェマがさっと青ざめる。

「た、大変じゃないか！　手当は？　したのか？」

「しませんよ。手当なんかしたところで、また戸を殴り始めたら終わりですから」

「そんな……」

「いっそ、縛っておいた方が安全なんじゃないか？」

　こう提案したのはゴーダだ。よかれと思っての発言だろうが、ジェマに睨にらまれて「最善だろう」と言い訳のように口にする。

「暴れる囚人を拘こう束そくするのは、そう珍しい話ではない」

「傭よう兵へいは囚人ではないだろう、破は竜りゆう王おう！」

　神父は肩を竦すくめた。

「落ち着いてください。破は竜りゆう王おうの言い分はもっともですよ、ジェマ隊長」

「しかし、神父殿──！」

「ですが、早く人間の体で動く事に慣れさせたいんです。縛っていては意味がない。自殺の心配はなさそうですので、とりあえずは様子見です」

　神父の説明で、二人は黙った。

　二人とも、傭よう兵へいの身を案じているのは同じなのだ。

「ずっと監視していられれば一番なんでしょうが、ウェニアスの撤退に向けての準備がありますからね。暴れる馬鹿のために人手を割いてもいられません」

「リーリ！　リーリ見てられるよ！」

「止める方法を〝殺す〟以外持っていない獣けもの堕おちに、監視は任せられません」

　リーリが人間をひと咬かみすれば、どんな人間も伝染病の餌え食じきだ。リーリはしゅんと落ち込んで、「かまないもん」と心ばかりの反論を口にする。

「咬かまないあなたは、無力なチビです。この寒さであらかたネズミが死滅しているこの土地では、あなたの〝お友達〟の力も頼れません。黙って愛らしさでも振りまいてなさい」

「あう……」

「人手の問題に関しては──」

　ゴーダが眉み間けんの皺しわを深くして切り出した。

「神父にも、少しは反省してもらいたいものだがな。お前がオルルクスとかいう近衛このえ騎士隊長を使い物にならなくしたせいで、近衛このえ騎士隊が潜せん在ざい的てきな敵と化している。表面上は従順にふるまっているが……」

「さすが、もと敗戦国の王子ですね。敗北者の心の機微に鋭い」

「喧けん嘩かを売っても俺は買わんぞ。苛いら立だちを発散したいならよそでやれ」

「称賛したんですよ。確かに近衛このえ騎士隊の動きは気になります。岩の下で増える虫のような雰ふん囲い気きだ。ジェマ隊長」

　応じて、ジェマは頷うなずく。

「こちらでも、一応目は光らせているが……なにせ、我々には土と地ち勘かんがない。近衛このえ騎士隊を完全に任務から除外するわけにもいかず、正直に言わせてもらえば、完全に管理できている自信はないな」

「弱気になられては困ります。これから我々は、その不ふ穏おん分子を連れ、なおかつ大勢の無力な民を抱えて長い行軍を乗り切らなければならない。しかも護衛にゼロがいないんです。きた時よりも、はるかに苦しい戦いを強いられるでしょう」

〝隠いん匿とく〟が口にする現実は、直視に耐えがたいほど厳しく、死に直結しているようにさえ感じられる。

　口にした本人もまた、自分の言葉の重さに耐えかねたように息を吐いた。

「それでも、我々は生きて戻らなければならない。まあ、教会はそもそも悪魔の力に対抗するために立ち上がった集団です。主教様が民を守るべく行う行軍に、神の加護がないわけもありませんしね」

　ゴーダもジェマも〝隠いん匿とく〟と同じ──出自からすれば〝隠いん匿とく〟よりもよほど年ねん季きの入った教会信者だ。

　だからこそ、〝隠いん匿とく〟の言葉に苦笑いが浮かぶ。

　教会を作ったのが、一人の魔女であった事。

　そして教会が信仰する神も、いわば悪魔の一種にすぎない事。

　それを知ってしまった今、神の加護とは一体何を指すのか──。

「ゼロ殿が裏切った事……まだ、現実味が湧かないな。私は人を見る目がある方ではないようだが……それでも、彼女は信頼できると思っていた」

「魔女は人を騙だます術に長たけています。あるいは、途中まで我々に味方をしてみたが、ある日気が変わったのかもしれない。そういう気まぐれで移り気なところも、いかにも魔女らしい。私は別に、彼女の裏切りになんの驚きもありませんよ」

「さすが、心が強いな。〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官は」

　ジェマは軽く頭を振って姿勢を正した。

「神父殿の言う通りだ。とにかく、失ったものについて考えても仕方ない。どちらにせよ、我々はやらねばならないのだからな」

　そうだな、とゴーダも顰しかめ面つらのまま同意する。

「すべき事を考えるだけで、頭が痛い。主教様が聡そう明めいな方でよかった。教会の神に疑いを抱いても、あの方になら剣を捧ささげられる」

「レイラント副隊長も有能な方だし……館長と少し話してみたのだけれど、さほど絶望的な行軍にはならないかもしれない。少なくとも、悪魔の力はある程度回かい避ひできる。悪魔が作り、野に放った化物どもがうろついているが、これには、さすがに教会騎士団も慣れてきた。ちょっとした猛もう獣じゆうとして対処できるだろう」

「いざとなったら、俺がヒースに乗って敵を引き付ける事もできる。ある程度ウェニアスに近づけばまともな動物も増えるから、ネズミ集団の助力も期待できるだろう」

「できるよ！」

　話から置いていかれていたリーリが、自分の名前が挙がって嬉うれしそうに飛び跳ねる。

〝隠いん匿とく〟はそれぞれの力強い言葉に何度か頷うなずき、ふと傭よう兵へいがいる部屋に意識を向けた。

　さすがに暴れ疲れたのか、静かな息遣いだけが聞こえてくる。




　このまま、大人しくなってくれればいいのだが──。
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〝隠いん匿とく〟達がそれぞれの仕事に戻るために立ち去ったあとも、リーリは傭よう兵へいの部屋の前に座り込み、中の様子をうかがっていた。

　潰つぶれた拳こぶしの痛みに呻うめく声、立ち上がる音、引きずるような足音、よろけて壁にぶつかる音、傭よう兵へいが歩くたびにチャリリと上がる高く澄んだ音は、自分の姿を受け入れられなかった傭よう兵へいが叩たたき割わった鏡の破片を踏む音だ。

　──と。

　部屋の内側からコツコツと戸を叩たたく音がして、リーリはぎくりとして立ち上がった。

「……まだ、誰かいるか？」

「リ、リーリ！」

　慌あわてて答えた声が上ずった。

　そうか、と答えた傭よう兵へいの声は、先ほどより随ずい分ぶん落ち着いたように聞こえる。

「ちょうどよかった。お前を呼ぼうと思ってた」

「リーリ？　なんで？」

「味のあるものが欲しい。パンを齧かじっても、何の味もしねぇんだ……やたら固いしよ。とても食えたもんじゃない」

「わ、分かった！　リーリ、作ってくる！　美味おいしいのたくさん、作ってくる！」

　傭よう兵へいは笑った。

「少しでいい。この体じゃ、どうせそんなに食えねぇだろうしな。俺がいつも作ってた、芋いものスープあるだろ？　あれがいい。お前なら、俺の味に似せて作れるだろ？」

　味覚の変化を恐れているのだと気づいて、リーリは胸が苦しくなった。

　酒場生まれの傭よう兵へいは、いつか自分の店を持つ事を夢見ていた。

　いろんな国や町を巡って様々な料理の作り方を覚え、旅の仲間に振る舞っては「美味うまい」と言われる事を喜んでいた。

　だというのに、もし味覚が根底から変化していたら、傭よう兵へいは二度とまともに料理を作れなくなるかもしれない。

「あの、リーリ……でも、ちょっとだけ味、違っちゃうかも……お兄ちゃんみたいに上手につくれないかも……」

「それでもいい。……頼む」

　リーリは拳こぶしを握り締めた。

「分かった！　リーリ、作る！　あのね、待ってて。すぐ作ってくる！　すぐだからね！」

　リーリは厨ちゆう房ぼうを目指して駆け出した。

　だが、ネズミの獣けもの堕おちが厨ちゆう房ぼうで「食材を分けてくれ」と言ったところで、承諾してもらえるわけもない。

　途方に暮れていると、ちょうど厨ちゆう房ぼうに顔を出した教会騎士──ジェマの従卒バルセルが、リーリの話を聞いて融ゆう通ずうを利きかせてくれた。

　なんとなく信用ならない存在だと思っていたが、意外と優しいのかもしれないと思い直す、単純なリーリである。

　厨ちゆう房ぼうからは追い出されたので、寒空の下、たき火で料理を作る事になった。バルセルはこれにもくっついてきて、リーリが料理をする様子をしげしげと観察している。

「リーリ、一人で平気だよ」

「はあ……いや、ついつい見入っちまって。ちっちゃい手なのに、よく器用に動くもんだなぁと……あ、ちょっとその目！　なんでそんな、事あるごとにあたしを変質者みたいに！」

「だって、汚いし」

「き……きたな……あのねぇ！　お嬢さんに言ってもわかんないでしょうが、あたしは弓兵で、風景に紛れて獲物を狙ねらうのが仕事なんです！　それが教会騎士団のピカピカした制服なんぞまともに着てたら、目立っちまってしょうがないでしょうが！」

「でも汚いし」

「確かにそりゃ事実なんですけど……！」

　ぎぎぎ、と悔しげに顔を顰しかめるバルセルから、リーリはつんと目を逸そらす。

　清潔感があり、見み目め麗うるわしい存在を無条件に正義だと感じ、その逆の存在を悪と見る──年頃の少女としては自然とも言える冷れい酷こくさを、バルセルは溜ため息いき一つで許容した。

　さすが、心の清らかさを美徳とする教会騎士団員である。

「ていうか、ここであたしを追い払うのはまずいですよ、ネズミのお嬢さん。傭よう兵へいの旦那に食事を届けるって事は、戸を開けるって事でしょう？　お嬢さん一人じゃ、旦那が逃げようとしたとき押さえられねぇ」

「お兄ちゃん、逃げないもん」

「一晩中、部屋から出せって喚わめいてたのに？」

「リーリにごはん作ってって、お兄ちゃんが言ったの。だからリーリがお料理もってけば、お兄ちゃんはそれを食べるの。だから逃げないの」

「いや、ですからね。それがそもそも、旦那の作戦って可能性は──」

「知るかバーカ」

　傭よう兵へいが自分を騙だまそうとしている可能性など、リーリは少しも考えていないのだ。疑いを促うながす言葉に耳を傾ける事すら我が慢まんならない様子に、バルセルは頭を抱えた。

　本来ならば、ここで「ならご勝手に」とでも言って立ち去ればいいのだろうが、それで実際に傭よう兵へいが逃げ出したら大ごとだし、リーリが受ける心の傷も計り知れない。

　ならばこのままリーリについて行って、自分の心が少しだけ傷つく方が遥はるかにマシだろうという事を考えれば、嫌がられながらも立ち去れないのがバルセルの立場であり、性格であった。




　かくして、リーリは完成したスープを鍋なべごと抱え、傭よう兵へいの部屋に急いだ。

　しかし具沢山のスープで満たされた鍋なべは巨大で重く、リーリは小さく非力だ。結局バルセルに鍋なべを運んでもらう事になり、リーリは食器を運ぶ事で落ち着いた。

「ね？　あたしがいてよかったでしょう？」

　と笑うバルセルに、リーリはしぶしぶ頷うなずく。

「……でも汚い」

「だから、手と顔は洗ったじゃねぇですか……」

　かんぬきを外して戸を開けると、数本のろうそくで申し訳程度に照らされた部屋の寝台で、傭よう兵へいが大人しく座っていた。

「こうして改めて見ると、完全に囚人扱いって感じですねぇ」

「お兄ちゃん！　スープ！　できた！」

　バルセルが食卓に鍋なべを置くと、リーリは小さい体でいそいそと椅子によじ登り、三枚の皿にそれぞれスープをよそって並べる。

　あれ？　とバルセルは声を上げた。

「あたしも食っていいんで？」

　てっきり追い出されると思っていた、と表情だけで語るバルセルに、リーリは「本当はそうしたいけど」という気持ちを隠しもせずに答える。

「リーリ、仲間外れきらい」

「ははぁ。ご立派な博愛精神だ」

　穏おだやかに、嫌味なく頭をぽんぽんと叩たたかれて、リーリは渋しぶい表情を浮かべた。

　頭を押さえてキッと睨にらむと、困ったような笑顔で返される。

「えぇ……？　あたし何か嫌われるような事しましたかね……ちょうどいいところに頭があるんで、つい撫なでたくなるんですよ……」

「だめ！　おじさん、リーリのお父さんじゃないからだめ！　お父さんじゃないのにお父さんみたいな顔するから絶対だめ！」

「ちっとも意味がわからねぇ……！　はいはい、もうしませんって！」

　キーキーと文句を言うリーリを軽くあしらって、バルセルは傭よう兵へいに歩み寄る。

　実のところ、バルセルも傭よう兵へいに用があったのだ。

「これ、神父殿に頼まれて用立てた着替えと防寒着です。体が縮んだといっても、人間としちゃ十分でかい部類なんで、体に合う服を見つけるの大変でしたよ」

「……こいつは？」

　袋に詰め込まれた服を一通り見分して、傭よう兵へいが動きを止める。

「防寒着って言ったでしょう？　熊の毛皮です。頭の部分はフードになってるんで、それ一枚でかなりあったかいでしょうし……まあ、多少なりとも気がまぎれるんじゃないかっていう、ちょっとした茶目っ気でさ」

　頭付きの、敷しき物ものにでも使われそうな巨大な黒熊の毛皮だった。

　傭よう兵へいはその毛並みをひと撫なでして、

「俺の毛並みの方が上等だったな」

　と苦笑する。

　そんな冗談を言える程度には、心も落ち着いてきたらしい。

「もー！　スープ！　冷めちゃう！」

　傭よう兵へいは頭から毛皮を被かぶって立ち上がった。熊の毛皮を頭から被かぶってしまうと、傭よう兵へいの顔は口元くらいしか見えなくなる。

　普通なら不気味に感じるだろうが、むしろバルセルは安心した。

　人間の顔は、表情が細かく分かりすぎる。傭よう兵へいの、絶望に耐えてひきつっているような表情を見ているよりは、毛皮で隠されてしまう方がましだった。

　食卓に座ると、リーリが「はやくはやく」と、傭よう兵へいがスープを食べるのを急かす。

　傭よう兵へいは、まだ上手く動かせないうえ自らの暴挙で負傷した手で匙さじを摑つかみ、慎重にスープをすくった。それを口に入れる様子を、バルセルとリーリが固唾かたずをのんで見守る。

　──と、傭よう兵へいが動きを止めた。

「……なんでそんなに注目してんだ、お前ら」

　食いにくいだろう、と嫌そうに言われて、二人は慌あわててそれぞれの皿に取り掛かる。

　それでも、傭よう兵へいがスープを口に入れ、その喉のどが上下すると、その表情をじっと観察せずにはいられなかった。

「ど、どう？　美味おいしい？　いつもとおんなじ？」

　不安げに尻尾を揺らし、リーリはバルセルにも視線を送る。

「あたしは普通に美味うまいっつーか、旦那の作るスープと同じだと思いますけど……」

「これが……いつもと同じ味？」

　確認するような問いかけに、リーリはますます不安げな表情になる。

　傭よう兵へいは匙さじを食卓に放った。

　あ、と声を上げる間もなく器を手に取り、そのままごくごくと飲み干してしまう。

「お、お兄ちゃん？」

「数倍美味うまく感じる。あと、熱いのが平気だ」

　たちまち、リーリは満面の笑みを浮かべた。

「ほんと？　ほんとにほんと？　美味おいしい？　ちゃんと美味おいしい？　あのね、お兄ちゃんの作るごはんね、本当にすっごく美味おいしいの！　だからお兄ちゃん、早く動けるようになって、一緒にご飯作ろうね！　ウェニアスに戻って、ごはんのお店開くんだもんね！」

「別に傭よう兵へい稼か業ぎようを続けたっていいんですぜ、旦那。今もって、あたしは相棒を募集中ですからね」

「だめー！　お兄ちゃんはお店やるの！　リーリ、そこでお手伝いする！」

「いやぁ、こう言っちゃなんですが、ネズミの獣けもの堕おちが飲食店に出入りするのはあまり……いってぇ！」

　傭よう兵へいに拳こぶしで殴りつけられ、バルセルは頭を押さえつつ自分の失言を悔いた。明らかに傷ついた様子のリーリが、暗い表情で項垂うなだれている。

「知ってるもん……リーリ、ネズミだから……病気、運ぶから……ほんとはこうやって、みんなでご飯食べるのも……ダメだって……分かってるもん……お兄ちゃん、人間になっちゃったし……リーリが作ったごはんなんて、ほんとは食べたら危ないって……」

「あ、あぁあぁ～！　いや、そういうつもりじゃなくて……！　一般論と言いますか、売り上げへの不安と言いますか……！」

「あーあ。知らねぇぞ、下したっ端ぱ。この話を神父が聞いたら、裏ですげぇ嫌がらせされるからな」

「なんで神父殿が!?」

「あいつはチビの保護者ぶってるからだよ。お前が隊長さん侮ぶ辱じよくされたとき、何をするか想像すりゃ分かりやすいんじゃねえか？」

　自力で鍋なべからスープのお代わりをよそいながら、傭よう兵へいは肩を竦すくめる。

　バルセルは青ざめた。

「死ぬ……社会的に殺される……！」

「そうか、お前が大勢を社会的に殺してきた事はよく分かった。だが安心しろ、あいつはどっちかっていうと物理的に殺す方だ」

「あぁあそうだったぁ！　オルルクスの両りよう膝ひざ問答無用で叩たたき折おったの、あたし目の前で見てたんだったぁあ！　ね、ネズミのお嬢さん。この件は内密に……反省してますんで！」

　祈るような必死の謝罪に、心優しいリーリは「許してあげる」と寛かん容ようだ。

　傭よう兵へいはそんな二人のやり取りを見て、ふと穏おだやかな笑みを零こぼした。

「……旦那？」

「いや……なんでもねぇ。あったかいもん食って、こうやって話してりゃ、多少はマシな気分になるもんだな、と思ってな」

　バルセルは苦笑する。

「残念ながら、そして幸いにして、人間なんてそんなもんです。よかった。みんな、旦那が今日にでも首をくくるんじゃないかと心配して、落ち着かねぇったらありゃしねぇ。今の言葉を聞いたら、さぞほっとするでしょうよ」

「なんで俺が自殺なんざすると思うんだよ」

「人間が単身の丸腰で、氷点下の中悪魔の群れに突っ込もうとしたら、そりゃ自殺願望があると思われて当然なんですよ」

　丸腰という言葉を聞いて、傭よう兵へいはふと、壁に立てかけてある大剣を見た。

　スープのお代わりを胃に流し込んで立ち上がり、人間の手には大きすぎるそれを握ってみる。

　片手で持ち上げようとして上がらず、両手で持ってどうにか構えた。──だが、以前のように軽々振り回すのは難しそうだ。

　剣を戻して、傭よう兵へいは肩を落とす。

　熊の毛皮ごしに首の後ろを撫なでて、嘆息した。

「人間の体に慣れる……か。確かに、武器の一つも握れないんじゃな……」

「その大剣はあたしでも振り回せませんよ。訓練用に木の剣を用意します。出発までに、旦那がある程度でも剣を振れるようになってりゃみんな大助かりだ」

「──馬にも乗れるんだよな、普通の人間は」

「まあ、運動神経にもよりますがね。落馬すると大おお怪け我がですよ、普通の人間は」

　バルセルは、乾いた血がべったりと張り付いている傭よう兵へいの右手に視線を注ぐ。

　傭よう兵へいは右手を胸の辺りまで上げて見せ、

「反省したんで、傷の手当をしていただいてもよろしいですかね？　剣を持ったら傷が開いた」

　といつもの調子でおどけてみせた。
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　三日間が無事に過ぎた。

　目覚めた直後の恐きよう慌こう状態が噓うそだったように落ち着きを取り戻した傭よう兵へいは、今一つおぼつかない足取りながら、今日も積極的に町の中を歩き回っている。

「正直言って、ちょっと心配になるくらい前向きなんだ」

　喜ばしい状況ではあるが、ジェマは浮かない表情を浮かべて〝隠いん匿とく〟に言った。

　場所は教会騎士団兵舎の一室──ウェニアスへの撤退に向けた作戦会議室とでも言ったところだろう。

　指揮官であるジェマはこの部屋に常じよう駐ちゆうしており、〝隠いん匿とく〟も頻ひん繁ぱんにこの部屋に出向く。今日もまた、〝隠いん匿とく〟はジェマに呼び出されて会議室に来訪していた。

「剣の訓練にも熱心に取り組んでいるし、夜には町を散策したり、リーリと料理を楽しんでいるらしい。初日の暴れぶりから考えると、まるで別人だ。あまり無理をしていないといいんだが……」

　豹ひよう変へんはかえって不安を煽あおる。

　それがたとえ好転であってもだ。

　特に理由のない好転は危険だと、経験上〝隠いん匿とく〟は知っている。

「早く人間の体に慣れろとは言いましたが、人間の体の脆もろさに慣れろ、という意味でもあったんですがね……」

「それだけじゃない。館長が読よみ漁あさっている教会の書物にまで興味を示しているらしんだ。あの傭よう兵へいがだぞ！　読書というだけでも不気味なのに、教会の書物だなんて……！」

　傭よう兵へいはそもそも字を読むのが苦手な男だ。

　面白おかしい冒ぼう険けん譚たんならまだしも、小難しい教会の書物に興味を示すのは、なるほど不気味と表現してしかるべきだろう。

「ウェニアスへの撤退のために、少しでも悪魔の力に対抗する知恵を付けておきたい、という事らしいんだが……」

「結構な心構えですし、活動的になっているのを無理に抑え込むのも得策ではありません。とはいえ、揺り戻しで衝動的な行動をとらないとも限らないですしね」

　うん、とジェマは同意する。

　神父が自分と同意見で、少し安心できた気がする。

「一応、バルセルを補佐につけているから、そう無茶はしないと思うんだが……耳に入れておこうと思って。神父殿は、傭よう兵へいと付き合いが長いようだから」

〝隠いん匿とく〟は肩を竦すくめる。

「長いというほどではありませんけどね。ここ数日は、向こうも私の顔を見ないように動いているようですし……」

「うん、気持ちは分かる」

「なんですって？」

「あ、いや、悪い意味ではないんだ！」

　咎とがめるように聞き返されて、ジェマは慌あわてて首を振る。

「ただ神父殿は辛しん辣らつだし、傭よう兵へいを部屋に閉じ込めたのも神父殿だし、傭よう兵へいとしては顔を合わせづらいだろうという意味で……つまり、神父殿が嫌われ役を買って出てくれているので、とても助かっているわけだが……その……」

「馬鹿正直に答えないでください。からかっただけです」

　しれっと言われて、ジェマは微妙な表情になった。

「〈女神の浄火デア・イグニス〉は、そういう冗談を言わないものだと思っていた」

「普通は言いませんよ。ですが、あなたも私もいささか気を張りすぎている。多少の冗談くらい、神もお許しになるでしょう。──どの神が、かは知りませんがね」

「そういう冗談は、教会騎士団として聞き流せない」

「これは冗談じゃありません」

　ジェマは神父と顔を──神父は両目を眼帯で覆おおっているが──見合わせ、お互いに一瞬笑みのような表情を浮かべた。

　その時、慌あわただしく走ってくる音が二人の意識を廊下に向けさせた。

〝隠いん匿とく〟はその足音で、次の瞬間に誰が部屋に飛び込んでくるのかが分かる。

　よくない雰ふん囲い気きだった。

　今まさに、傭よう兵へいの補佐につけていると話題に出たバルセルが、こうも慌あわてて会議室を目指しているという事は──。

「お話し中、申し訳ありません！　あの、傭よう兵へいの旦那が、近衛このえ騎士の奴やつと武器庫で取っ組み合いになって……！」

「なんだと!?　無事なのか!?」

「ええ、まあ、旦那は大丈夫なんですが……その、近衛このえ騎士の方が……」

　とにかくきてくれと促うながされ、ジェマと〝隠いん匿とく〟は騒動が起きたという武器庫に向かった。

　なんでも、傭よう兵へいが剣の訓練のために武器庫に向かうと、たまたま居合わせた近衛このえ騎士が難なん癖くせをつけてきたらしい。

　曰いわく、「貴様のような穢けがれた存在に使わせる武器はない。人間の姿になったからと言って、我々は騙だまされないぞ。あの日、オルルクス隊長の温情を振り切ってでも、魔女ともども貴様を殺しておくべきだった」と。

　その瞬間、傭よう兵へいが切れて近衛このえ騎士に殴り掛かった。

　人間の体を使い慣れていない、という事は、力の加減が分からないという事だ。

　獣けもの堕おちには劣るが、一般的な人間に比べれば十分に大おお柄がらな体格を持っている傭よう兵へいが、「今の自分は弱い」という思い込みのもとで振り下ろす拳こぶしの力は、ともすれば人の命を奪いかねない。

　事が起こった武器庫に急いで駆けつけると、複数人に押さえつけられている傭よう兵へいと、顔中から血を流しながら呻うめいている教会騎士を、大勢が取り囲んでいるという最悪の光景が視界に飛び込んできた。

「殺せ！」

　血まみれの仲間を抱きかかえ、教会騎士の一人が叫ぶ。

「今までなんとかやってきてたのに、そいつらが来てから悪い事ばかりだ！　魔女と獣けもの堕おちが災いを持ち込んだんだ！　今すぐそいつを殺せ！　人間の皮をかぶったケダモノだ！」

「ケダモノはどっちだ！」

　傭よう兵へいも叫び返す。

「てめぇらが台無しにしたんだ！　てめぇらがあいつに、人間を疑わせた！　世界を救ったところで、どうせまた教会に裏切られるってな！　あいつが人間に対してしてきた事を数えてみろ！　てめぇらがあいつにした事を数えてみろ！　てめぇらみたいなのを人間だって言うなら、俺はケダモノで結構だ！」

「殺せ！　そいつを殺して森に投げ捨てろ！　そうすればすべてよくなる！　主教様は魔女とケダモノに心を乱されておいでなんだ！」

「そこまでだ！」

　ジェマの恫どう喝かつは、武器庫に満ちていた危険な熱気を吹き散らし、その場に冷たい静せい寂じやくを呼び戻した。

　しんと静まり返ったやじ馬の集団が、さっとジェマに道を開ける。

「いかなる理由があろうとも、教会の法は私し刑けいを許しはしない。バルセル、怪け我が人にんを医務室に運べ。確か我が隊に、守護の章に秀ひいでた者がいたはずだ。行軍の手て慰なぐさみに習ったつけ焼き場の魔法でも、気休め程度にはなるだろう」

「は！　ただちに！」

「神父殿。傭よう兵へいを部屋に戻し、外から錠じようを。頭が冷えるまで外に出さないでくれ」

「ええ、喜んで」

　ジェマの指示でバルセルと〝隠いん匿とく〟がそれぞれ動くと、凍り付いていた空気が再び熱を持ち始める。

「教会騎士を手にかけたケダモノに、何の罰も与えないというのか!?」

　険しい表情で詰きつ問もんする近衛このえ騎士に、ジェマも険しい表情で返す。

「怪け我がをした仲間を思う気持ちは分かるが、先に傭よう兵へいを刺激したのはそちらであると報告を受けている。反論があるならば、当人が回復次第事の事実を聞くとしよう」

「馬鹿げている！　あまりにも公平さを欠く采さい配はいだ！　一方を血まみれにした者が、何の処罰も与えられずに、一晩頭を冷やすだけだと？　ユードライト騎士団長は、とんだ木偶でくの坊ぼうを遠征部隊長に任じたものだな！」

「ウェニアス撤退後に改めて沙さ汰たを下す、と言っている。今は怪け我が人にんを増やすわけにはいかない。人手を減らす事もできない。罪人に至るまで、すべての民をウェニアスに連れて行くと決定したのは主教様だ。ならば我々教会騎士団はその決定に従い、問題を起こした傭よう兵へいだろうと、教会騎士団員だろうと、分わけ隔へだてなく連れて行く」

　無礼な批判に冷静に切り返すジェマに、近衛このえ騎士の表情が苦々しげに歪ゆがんだ。

「オルルクス隊長さえ万全ならば、貴様など、のさばらせてはおかなかった。そしてそのオルルクス隊長を害したのは、貴様の傍そばにはべっている汚けがらわしい〈女神の浄火デア・イグニス〉だと言うではないか！　魔法国家を自称するウェニアスは、教会の最高権威であるノックス大聖堂に混乱をもたらすために、貴様らを送り込んだのだろう！」

　ジェマは内心頭を抱えた。

〝隠いん匿とく〟が近衛このえ騎士隊長であるオルルクスの膝ひざを叩たたき折おり、騎士として再起不能にした結果、ノックス大聖堂の近衛このえ騎士達はウェニアス王国からやってきた教会騎士団を毛嫌いするようになった。

　膝ひざを折られたオルルクスは、ノックス大聖堂の主教に〝隠いん匿とく〟の邪じや悪あくさを訴えたが、これを主教が退しりぞけた結果、オルルクスは見る間に精神を病み、今は自室に引きこもって一歩も外に出てこない。

　オルルクスを信奉していた近衛このえ騎士隊は半ば統率を失い、それぞれの感情の赴おもむくままにあちこちで問題を引き起こしていた。

　何より頭が痛いのは、それでもこの町の民は近衛このえ騎士隊の言葉に強く左右される事だ。

　主教の決定の下に動いている以上、ウェニアス王国撤退の準備は粛しゆく々しゆくと進んでいるが、その実水面下で蠢うごめく黒い感情が、人々の表情ににじみ出ている。

　みな、不安で仕方がないのだ。

　突然世界に悪魔があふれ、助けがきたと思ったら、教会の敵である魔女が護衛としてついてきた。

　住み慣れた街を捨てる決断を迫られるさなか、〈女神の浄火デア・イグニス〉によってオルルクス隊長が害され、町で信頼を集めていた近衛このえ騎士隊が瓦が解かい──だというのに主教はウェニアスからきた異い邦ほう人じんの肩を持つ。

　民からの絶対的な信頼を得ている主教がいなければ、この町の人間はとっくに恐きよう慌こう状態に陥おちいっていただろう。

　教会騎士団と近衛このえ騎士隊が殺し合い、それに民が巻き込まれ、同士討ちで全滅するという最悪の結末さえ見える。

　一番賢い方法は、ゼロと傭よう兵へいを追放したオルルクスを咎とがめない事だった。そして事ここに至っては、きっと傭よう兵へいを処刑する事が最善に違いない。

　あたかも、魔女を絶対の悪と定めて焼き殺す事で民に安息をもたらした、かつての教会のように──。




「なるほど、あまりよくない状況のようですな」

　ジェマから報告を受けた、教会騎士団北部遠征部隊副隊長こと、レイラント・タンガーは、書き物の手を止めて重々しく呟つぶやいた。

「実際問題として、余所よそ者ものである我々が撤退の指揮を執るのはあまり好ましい状況ではありませんな。この地で信頼を集めている者の協力があれば最善でしたが……」

「協力どころか、あまりにも否定的です。かといって、彼らに指揮を任せれば、まず行われるのは傭よう兵へいの公開処刑でしょう」

「かつての私なら、それを選択したでしょう。分かりやすい悪を処刑し、民の心を一つにまとめ、一丸となってウェニアスを目指す。実に理想的だ」

「副隊長殿！」

「かつての私なら──です。獣けもの堕おちと魔女を悪であると疑わず、処刑すればするほど世界がよくなると信じていた私ならば」

　老兵は表情を曇らせる。

「今まで信じてきた事を否定し、捨てさせるのは難しく、時にひどく残ざん酷こくだ。悪だと信じて殺した者が、悪ではなかったと知る事に、多くの者は耐えられない。民の平へい穏おんのためにも、そして傭よう兵へいのためにも、ウェニアスまでは傭よう兵へい殿を監禁しておくのが最善かもしれませんな」

「そんな……」

「言いたい事は分かりますが、今はすべてがあまりに不安定だ。彼も自衛できる状態ではないでしょう。民が迂う闊かつに闇やみ討うちでもすれば、今度こそどちらかが死ぬ事になる。それだけは避けなければ」

「きっと……傭よう兵へいは納得しないでしょうね……」

「彼が獣けもの堕おちのままならば、みな彼を恐れて近づかなかっただろう事を思うと、複雑な心境になりますな。なに、出発まで数日の辛しん抱ぼうです」

　レイラントが苦心して作った笑みに、ジェマも合わせて苦笑する事しかできなかった。





４






「というわけで、出発当日まで監禁という運びになりました」

〝隠いん匿とく〟からの通達を、傭よう兵へいは寝台に横たわったまま表情も変えずに聞いた。

　不平を口にするかと思ったが、

「へえ、てっきり公開処刑かと思ったぜ」

　と傲ごう岸がん不ふ遜そんに言い放つ。

〝隠いん匿とく〟は眼帯の下で顔を顰しかめた。

「言い争いから発展した殴り合いで圧勝したからと、公開処刑が行われた例ためしはありません」

「〝人間〟に対しては、そうかもな」

「そして今のあなたは〝人間〟です」

　傭よう兵へいは失笑した。

「そう思われてないから、こういう扱いなんだろ？　獣けもの堕おちから人間に戻った奴やつがどういう扱いを受けるか、前にウェニアスで見た事がある。別に驚きゃしねえさ」

「あなたが近衛このえ騎士を半殺しにしたりしなければ、こんな扱いはせずに済んだんですよ」

「侮ぶ辱じよくされて黙ってろって？」

「口には口で対応しろと言ってるんです。ずっと、あなたはそうしてきたはずだ」

〝隠いん匿とく〟の言葉に、傭よう兵へいは不機嫌そうに拳こぶしを眼前に突き出した。

「こんな小さい手で殴ったところで、大した怪け我がはしねぇと思ったんだよ。人間の手は脂肪も皮も薄すぎる。むき出しの骨で殴ってるみてぇだった」

　本当は、と傭よう兵へいは続ける。

「ずっとこうしたかったんだよ、俺は。どいつもこいつも、ずっと殴ってやりたかった。何か言われるたびにな。だが、俺が殴れば人が死ぬ。だから我が慢まんしてたんだ」

「それで？　今回殴ってすっきりしたんですか？」

「……笑うなよ？」

「内容によります」

「殴ると拳こぶしがいてぇ」

〝隠いん匿とく〟の失笑に、傭よう兵へいは「笑いやがった」と忌いま々いましげに吐き捨てて、眼前に突き出していた拳こぶしを胸の上に落とす。

「近衛このえ騎士隊の連中が、俺を公開処刑にしたがってんだろ？　ここ数日出歩いた感じだと、町の連中は大体オルルクスや近衛このえ騎士隊の味方って感じだった」

「それに気づいていたのに、暴力沙ざ汰たを起こすとは……あなた、いよいよ馬鹿ですね」

「処刑しろよ、俺を。町からの追放処分でもいい。俺を結界の外に送り出せば、町の連中も安心する」

「そして我々はまた、平和への道を魔女狩りに求める。あなたを追放すれば、次の標的は誰になると思います？　オルルクスを再起不能にした私か、獣けもの堕おちのリーリか、竜を操る破は竜りゆう王おうか、悪あく魔ま憑つきの館長か──」

　傭よう兵へいは声を上げて笑った。

「そう聞くと、見事にはぐれ者ばっかりだな」

「気づいていなかったんですか？　人間に戻った今、一番まともなのはあなたです。そしてそのあなたを追放すれば、我々全員の危険に繫つながる。だから大人しく、ここに閉じ込められていなさい」

「そりゃお願いか？」

「そうですよ。丁てい寧ねいに頼んでいるうちに大人しく受け入れないと、いささか乱暴な命令をする事になる」

　そりゃ怖こえぇな、と傭よう兵へいはまた笑い、寝台に横たわったまましっしと〝隠いん匿とく〟を追い払った。

「閉じ込めたいなら、好きにしろ。どうせこの体じゃ、俺はお前に逆らえねぇ。せいぜい、撤退の当日に俺が縄で縛り上げられないよう、周りの連中を上手い事言いくるめといてくれ。せっかく馬に乗れるようになったのに、縛られて護送なんて笑えねぇからな」




　そして、ウェニアスへの撤退を開始する日がやってくる。

　人々は家財道具を荷車に積み込み、家畜を連れ、持てるだけの水と食糧を準備して町の広場に集った。

　ジェマは紙に書きつけた市民の一覧を睨にらみ、町のすべての住民がきちんと広場に集まっているかを確認する作業に忙殺される。

「館長の目が結界内部まで届けば、残っている住民がいないか一瞬で確認できるんだがな……」

「悪魔の力に頼りすぎるのは、さすがにどうかと思いますよ」

〝隠いん匿とく〟にさらりと釘くぎを刺されて、ジェマは「分かっている」と唇くちびるを尖とがらせる。

「だが、民を指揮するのは統率された部隊を指揮するのとはあまりに違いすぎる。泣き言くらい言ったって、神もお許しになるはずだ」

「隊長のおっしゃる通り。この際、神が許さない事なんて何一つないと思って生きていきましょうや──で、ご報告なんですが」

　ひょこりと顔を出したバルセルが、二人の会話に割り込んでくる。

「出発準備、ほぼ完了しました。あとは傭よう兵へいの旦那を部屋から出すだけなんですが、出発ぎりぎりまで待った方がいいですよねぇ？」

　緊張状態にある民がひしめいている広場に、緊張の原因の一つである傭よう兵へいを長時間おいておくのは愚策以外のなにものでもない。

　出発し、隊列が伸びてしまえば、自分以外を気にかけている余裕もなくなるはずだ。

「ジェマ隊長と館長を先頭に隊列を出発させ、最後尾を私が警戒します。主教様は隊列の中心で、レイラント副隊長を護衛に。傭よう兵へいは私の出発と同時に部屋から出しましょう」

　バルセルは首しゆ肯こうした。

「それじゃ、旦那の事は神父殿にお任せします。あたしは人手の足りないところの補佐に入って、隊長達と一緒に先頭につきますんで。──あ、それと一つ報告が」

「なんです？」

「馬が一頭逃げちまったみたいで、編成に変更が。馬に引かせる予定だった荷物を人間に引かせるか、荷物を減らすかで悩んでまして……」

「一頭足りない？」

　ぴりりと〝隠いん匿とく〟の表情に緊張が走った。

　それに対し、バルセルは「はあ」と気の抜けた声を上げる。

「どっかの編成に紛れ込んでる可能性もあるんですが、なにせ急いで進めましたし、いろんなところで微妙にゴタゴタしてる感じで」

「破は竜りゆう王おうを呼びなさい！　今すぐに！」

　突然声を荒あらげた〝隠いん匿とく〟に、ジェマは目を丸くした。

「な、なんだ突然。破は竜りゆう王おうなら今、大聖堂で祈っているはずだが……」

「ではすぐに竜を連れて広場にくるように伝えなさい。私は傭よう兵へいの部屋に」

　まさか、とジェマは息を吞のんだ。

　バルセルもさっと青ざめる。

「旦那が逃げたって思ってらっしゃるんで？　なんで今更、今まで大人しくしてたのに、そんなはず──！」

「考えすぎならそれで結構。確認しますが、傭よう兵へいの旅支度は終わってるんですか？」

　バルセルは渋じゆう面めんになる。

「そりゃあ……出発直前ですから、装備は昨晩から全部部屋に置いてありますが……」

　ジェマに破は竜りゆう王おうを呼びに走らせ、〝隠いん匿とく〟とバルセルは傭よう兵へいの部屋に急ぐ。

　外から錠じようのかかった戸を開けると、ひやりとした空気が二人を包んだ。

　開け放たれた窓から冷気が吹き込み、雨戸がきぃきぃと音を立てている。

「窓から……って……ここは三階ですよ!?　飛び降りたってんですか!?」

　バルセルは窓に飛びつき、どこかに人影がありはしないかと目を凝こらした。

　だが、何の痕跡も見つからない。

　三階の窓から一階まで下りるのに、何の道具も使わなかったという事だ。外から見ても窓が開いているようにしか見えず、気づかれにくい。

「もともと、図体によらず小回りの利く男でしたが……」

〝隠いん匿とく〟もバルセルも、傭よう兵へいがナイフと爪だけで断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきをよじ登った話は聞いた事がある。

　しかしまさか、人間の姿に戻って間もない傭よう兵へいに、そんな芸当ができるとは──。

　最初など、歩く事さえままならない様子だったのだ。あの男の執念を、いささか侮あなどっていたと認めざるを得ない。

「人間の体に慣れさせるべきじゃありませんでしたね……」

〝隠いん匿とく〟は自分の失策を吐き捨て、広場に戻るべく踵きびすを返した。

　館長の〝世界を見渡す目〟を使えば──そして竜の機動力があれば。




　まだ、追いつけるはずだ。




　そしてまだ、救えるはずだ。










【幕まく間あい　磊らい落らくの大団円】










　言ってしまえば、極めて大規模な必要悪だった。

〝泥どろ闇やみの魔女〟が悪として世界に君臨し続けている限り、教会と魔女は結束を強めるだろう。教会だけでは勝てなくとも、魔女だけでは勝てなくとも、魔女と教会が力を合わせれば打ち倒せる。

　そして世界が一つになった時、〝泥どろ闇やみの魔女〟は倒され、世界には真の平和が訪れる。

　恐ろしく気の長い、だが確実な計画だった。

　そして──。

「我わが輩はいが協力する事で、その計画は盤ばん石じやくとなる。そうだろう？　我が師よ」

「いかにも、そうだ。話が早くて助かるぞ、我が子よ」

　凍り付いた海に浮かぶジェネロス島──その中心に座す小さな聖堂で、ゼロは自分の師匠であり、母である〝泥どろ闇やみの魔女〟と対たい峙じしていた。

　戦うためではない。世界を平和に導くべく、互いに手を取り合うためだ。

　まったく、とゼロは苦笑めいた表情を浮かべる。

「恐ろしい魔女だな、貴様は。我が母、我が師にふさわしい、まったく恐ろしい魔女だ。我わが輩はいに生を与え、育て、【ゼロの書】を書かせた。それを十三番に強ごう奪だつさせ、世界に広めさせ、戦える魔女を生み出した。何より恐ろしいのは、そられすべてを、我わが輩はい達自身の意思で行わせた事だ。操られているなどとは微み塵じんも思わせずにな」

「ただ、時間をかけたにすぎぬよ。貴様が【ゼロの書】を書き上げられねば、動きもしない計画だった。貴様こそが我が計画の要かなめであり、我が望みそのものだった。今こそ思うぞ、ゼロ。貴様が心から愛いとしいと」

　穴ぐらで育った日々で、ゼロは一度も〝泥どろ闇やみの魔女〟が楽しげに話す姿を見た事がない。いつも退屈そうで、眠たそうで、だが底知れぬ何かを抱えている──そんな不気味で奇妙な存在だった。

　それが、どうだ。

　まさかこれほど愛情のこもった目で、この魔女に見つめられる日がこようとは──。

「さあ」

〝泥どろ闇やみの魔女〟が手招きした。応じて、ゼロは足を踏み出す。

「ともに悪となろう。我々の愛する世界のために」
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　ウェニアス王国への撤退当日に、馬を奪ってジェネロス島に向かう馬鹿が一人出たところで、今更全体の予定は崩くずせない。

　特に神父は防衛の要かなめだ。隊列を離れるわけにはいかず、俺を追ってくる事もできないだろう。

　あの殺人神父を出し抜くために、七日も時間を無駄にした。

　おかげでまともに歩けるようになったし、片手剣程度なら振り回せるようになったわけだから、完全に無駄な時間を過ごしたってわけでもないが──。

「ま、馬も手に入ったしな」

　ひとりごちて、俺は馬首を凍り付いた海に向ける。

　凍った海の上に雪が積もって、一面雪原だった。積もった雪は砂のようにさらさらとしていて、風に吹かれて奇妙な波模様を描いている。

　空も、地面も、どこもかしこも白かった。

　その白い世界の中で、俺が頭からかぶっている熊の毛皮だけが、異質な染しみのように浮いているのが自分でも分かる。

　白い毛並みのままなら、きっと景色に溶け込めただろうに──。

　吐き出した息の水分が凍り付いてはらはらと落ちていき、指先はかじかんで赤かった。目鼻と口を布で覆おおっても、その冷気は人体を内側から凍り付かせる。

　神父が事あるごとに「人間の体は弱い」「自殺行為だ」と俺に繰り返していたが、なるほど大げさに言っていたわけでもなさそうだ。

　きっと、神父なりに本気で俺を心配してたんだろう。

　長い付き合いってほどでもないが、あいつの性格は知っている。

　それでも、俺は黙って撤退する事はできなかった。

　自分だけ安全なウェニアスに撤退して、ゼロをこんな寒々とした景色の中に置き去りにするなんて。

　分かってくれと説明したところで無駄だろう。

　だから騙だまして逃げ出した。

　きっと神父は怒り、呆あきれ、ののしり声を上げながらも予定通りに撤退を進めるだろう。個より集団を優先するのが、教会の基本理念だ。

　──そう、思っていたんだが。

「……竜」

　俺は白い景色に落ちた黒い影にぎょっとして、空を見上げてさらに顎あごを落とした。

　破は竜りゆう王おうゴーダが手た綱づなを握る竜が、俺の真上を旋せん回かいしつつ、じりじりと高度を下げてくる。

　竜が完全に着地する前に、細身の影が、馬の進路を妨害するように飛び降りてきた。

　神官服の長い裾すそをはためかせ、見事に着地するその姿は、場違いな口笛を贈りたくなるほど様になっている。

〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官──その肩書きだけで十分恐ろしいってのに、神父の全身から立ち上る怒りの気配は、それだけで周りの雪を溶かしそうに見える。
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「まさか、傭よう兵へい一匹追いかけるのに、竜まで借り出すとは思わなかったぜ」

　強がり交じりの軽口だった。人間の顔ってのは表情が出過ぎる──自分が今どんな顔をしてるか分からねぇが、せめて苦笑いですんでる事を祈りつつ、俺は毛皮を深く被り直す。

「なんだって駆り出しますよ。犬死にしようとする友を連れ戻すためならね」

　友、と明確に口にされ、内心俺は怯ひるんだ。

　自分が何を捨て、何を裏切ってこの場にいるのかを急に思い知らされた気分だ。

　それでも───。

「そんな風に思ってくれてたとは、光栄至極で気色悪いな」

　俺は憎まれ口を叩たたいた。

　神父は表情を変えないまま、杖つえに両手を置いたまま微動だにしない。──その、威圧感。

　人間に戻ったと言っても、体格では俺の方が勝っている。それでも長年の傭よう兵へい生活で培つちかった本能が、神父を格上だと認めていた。

「ええ」

　神父はゆっくりと口を開いた。

「どうやら、そう思っていたのは私だけだったようですがね。──竜に乗りなさい。その馬は私が預かります」

　俺は騎乗したまま、神父と睨にらみ合あった。

　睨にらみ合あったのは数秒──それは苛いら立だちのこもった神父の溜ため息いきで打ち切られる。

「どうやったら、あなたの頭は理解してくれるんですかね……追ったところで意味はないと。あなたはゼロに捨てられたのだと」

「違う」

　即答した。

　断言した。

　ゼロが俺を置き去りにしたのには何か理由があるはずだと、確信している俺がいた。

　そしてその理由を確認するまで、俺に平へい穏おんはやってこない。

「現実を受け入れなさい。事実、あなたは極寒の森に置き去りにされたんです。館長の知らせで私が駆けつけなければ、あなたは凍死していました。直接的ではないにせよ、ゼロはあなたを殺そうとしたんです」

「違う」

「最初から利用されていたんですよ！　玩具おもちやとしてか、隠かくれ蓑みのとしてかは知りませんが、あなたとゼロの間に絆きずななんてものは存在しなかった。ゼロはウェニアスに座す詠よみ月つきの魔女からの連絡を無視し、危険を承知で教会騎士団をノックス大聖堂まで行軍させた。祭壇までの道のりを楽にするため、数千人の命を危険にさらしたんです。まさに魔女だ」

「違う！」

「なぜ違うと言い切れるんです！」

「俺があいつを信じてるからだ！　ほかに理由なんか必要ねぇ！」

　神父が口にした事は、置き去りにされた最初の夜に全部十分考えた。

　最初から利用されていたんだと。ゼロにとって俺なんて──人間なんてなんの価値もないと。追いかけても無駄だと。拾った命をありがたがって、ウェニアスに撤退するのが正解だと。

　だが、違うと感じる。

　確信できる。

　ゼロは俺に「一緒に逃げよう」と訴えた。俺を守ると言って微笑ほほえんだ。美味うまいものを食っては喜び、血を分けた兄弟の死に涙を流し、オルルクスの傲ごう慢まんさに激怒した。

　あれは──。

「人間だ、神父。あいつは多少長く生きてて、異常に強くて、世間知らずで、食い意地が張ってて、自分一人でなんでも解決できると思ってるだけの人間だ」

「なら、祭壇に向かう道中でもう死んでいるでしょう。追っても無駄です。引き返しなさい」

　俺は黙って首を左右に振った。

　引く気はない。絶対に。

　俺は馬を降りて、剣を抜いた。

「引いてくれ、神父。お前があいつを死んだと思うなら、それでいい。だが俺の事も死んだと思ってくれ。今すぐノックス大聖堂に引き返して、ウェニアスへの撤退を始めろ」

　神父も首を左右に振った。

「誰も置いては行きません。決して自ら死なせたりはしない。剣をおさめなさい。人間の体で、私と戦って勝てるとでも？」

「さぁな。だが、ここで大人しく戻るくらいなら、馬を奪ってこんな所まできちゃいねぇと思わねぇか？」

　神父は何度か口を開きかけ、言葉を探しては頭かぶりを振って見つけた言葉を片端からおいやった。そして、最後に杖つえを構える──舐なめられた事に、刃は展開させないつもりらしい。

　俺は剣を握りこみ、一気に踏み込んだ。

　振り上げた剣は重く、思い通りには振り下ろせない。

　神父は俺の一撃をやすやすと避よけ、杖つえで俺の背中を強く打つ。

　よろけた体をどうにか立て直し、振り向く勢いに体重を乗せて切り上げると、一瞬前までそこに立っていたはずの神父の姿がない。

「それで？」

　死角から声がした。

　背後を取られたと気づくと同時に、杖つえで膝ひざ裏うらを小突かれる。

　たったそれだけでこらえきれず、地面に膝ひざをついた俺の首筋に神父が杖つえの先端を宛あてがって、勝負は一瞬で決した。

「次はどう出ます？　得意の爆薬でも使って心中しますか？」

　心底つまらなそうな言い草に、俺は床に膝ひざをついたまま思わず笑った。

「勝てねぇなあ、やっぱ。手も足も出やしねぇ……」

「あなたが普通の人間である以上、勝てないでしょうね。永遠に」

「お前、すげぇ奴やつだったんだな。この体になってつくづく思う。よく、あんな化け物の俺と互角に戦えてたな……」

「笑わせないでください。あなたと私が互角だった事など一度もない。私はあなたに負け続けでした。──分かるでしょう、傭よう兵へい。それでもゼロは、あなたを足手まといだと断じた。獣けもの堕おちのあなたでも役には立たないと。だというのに──」

　俺の首を捕らえていた神父の杖つえが下ろされる。

　振り向くと、険しい表情の神父が俺を睨にらみ下おろしていた。

　空ではゴーダの乗る竜が、ゆるゆると旋せん回かいしている。

「今のあなたを、ゼロが必要としていると思いますか？　祭壇にたどり着けたとして、ゼロがあなたを歓迎するとでも？」

「まあ、しねぇだろうな」

「では、どうして！」

「なあ、神父。前に俺が言った事覚えてるか？　俺の言葉や意見が、魔女の行動を変える事はないってやつ」

　質問に質問を返した俺に、神父は眉まゆをはねさせた。

　神父が「ゼロに祭壇行きをやめさせ、ウェニアスへの撤退の護衛に同行させてほしい」と俺にかけあってきたときの事だ。

　俺は「あいつの意見を変えさせる力は、俺にはない」と答えた。

　覚えているのか、神父は怪け訝げんそうな表情のまま軽くうなずく。

「俺も同じだ。あいつが何を考えて、どう行動したところで、俺の知ったこっちゃねぇ。俺は自分のやりたいようにやるし、あいつがどんなに迷惑だと言ったって、あいつの後を追ってやる」

「殺されるかもしれないんですよ？」

「このまま退ひけば、どのみち俺は死ぬ。──分かるか？」

　俺は自分の胸を叩たたいた。

「あいつは俺の胸にナイフを刺して、獣けものの心臓と一緒に生きる気力をむしり取って行きやがった。もう一度あいつに会ってそれを取り戻さない限り、俺は生きていられない」

　さすがに、神父が呆あきれて顎あごを落とした。

　俺も自分で自分に呆あきれる。それくらい馬鹿だと思う。

　だがもう、なぜだ、どうしてだと嘆くのは飽き飽きだ。

　なぜあいつが俺を選んだのか。

　なぜあいつが俺を捨てたのか。

　あいつが何をしたいのか。

　そんな事、考えたって絶対に分かりっこない。最初からだますつもりだったのかもしれない。何か理由があったのかもしれない。俺には何一つ分からない。

　だがったひとつだけ確かな事がある。

　俺はあいつを選んだ。

　それだけは揺るがない。これは「裏切られてもいい」という覚悟だ。

「……言ってて恥ずかしくないんですか、それ」

「森に置き去りにされた時点で、十分過ぎるくらい恥ずかしいっつーの。ここまできたらどうにでもなれだ。恥の上うわ塗ぬり上等だ」

　神父は空を見上げた。

「まったく……救いようのない……」

　眼帯を通して灰色の空を仰ぎ、上空を旋せん回かいしている竜に合図を送る。

「おい！　俺は戻らねぇって──！」

「ええ、止めませんよ。好きにしてください。止めるのも馬鹿らしい。あまりにも馬鹿らしいので、あなたの罪を神の意思に委ゆだねる事に決めました」

「──なに？」

　神父は苦々しげに吐き捨てる。

「あなたは神聖の象徴である竜によって、悪魔の園に追放される。そこから自力で戻ってこられれば罪を許し、戻れなければ永久追放です。一度町に戻って、民に大々的に布告します。これから長い行軍が始まるというのに、〝余所よそ者ものの教会騎士団と〈女神の浄火デア・イグニス〉はまんまと罪人に逃げられた〟などと噂うわさが広まっては、纏まとまるものも纏まとまらない。せめてそれくらいの協力はしてもらいますよ」

　俺はぽかんとして神父を──そして高度を下げる竜を見上げた。

　神聖な竜によって、悪魔の国に追放。

　それは、つまり。

「……俺を祭壇まで運んでくれるのか？」

「追放です」

　言葉の選び方に気を付けろとでも言うように、神父が鋭く牽けん制せいする。

　その時俺は、初めて「友」という言葉の意味を理解した気がした。
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　大の男を三人乗せると、さすがに竜も長くは飛べない。

　なので俺は形式上〝馬泥棒〟として縛り上げられ、馬に乗って町に戻る神父に先んじてゴーダとともに町へ戻った。

　道中、ゴーダにもくどくど小言を言われたが、まったく反論の余地はない。俺は仲間の信頼やら心配やらを踏みにじったクソ野郎だし、貴重な馬を盗んだ泥棒だ。

　おまけに神父のおせっかいで俺への対応のために出発を一日遅らせたらしく、民衆の不満の視線は俺に突き刺さるようだった。

「傭よう兵へい！　無事だったか！」

　竜が広場に舞い降りて、縛られた俺がゴーダに連れられて歩いていると、俺達の帰還を聞きつけたジェマが大おお慌あわてで現れた。

　そして、縛られている俺の姿にぎょっとして、ゴーダに食って掛かる。

「なぜ傭よう兵へいを縛るんだ、破は竜りゆう王おう！　これではまるで罪人だ！」

「罪人として連行しているんだ。館長に状況を聞いていなかったのか？」

「聞きたかったが、私とてそれなりに多忙だ。常時館長に張り付いているわけにはいかないし、あの虚弱体質を常時連れ歩くわけにもいかない。一体なんの罪で──！」

「馬泥棒」

　ぐぬ、とジェマが言葉を詰まらせる。

　俺は苦笑した。

「いいんだ、隊長さん。俺が頼んだんだよ」

「頼んだ……？」

　険しかったジェマの表情が、困惑に揺れる。

「……縛られるのが好きなのか？」

「違ちげぇよ！」

「ではなぜ……！」

　俺は天を仰いだ。

「神父といい、お前といい、やたら理由を求めたがるな……逆に聞くが、俺が〝縛られるのが好きなんだ〟って答えたら、お前どうする気だったんだよ……」

「趣味は人それぞれだが……誤解を招くので、人目を忍ぶようにと進言しただろう」

「そりゃ寛大かつまじめなご対応だこって……」

　俺が微妙な表情で肩を落とすと、ゴーダが横から口を挟んだ。

「この馬鹿は、どうしてもゼロのところに行きたいのだそうだ」

「魔女殿の……？　それで、どうして縛る事に繫つながるんだ」

「殺されてもかまわないから、ウェニアスに撤退するのは嫌だとごねてな。あの神父がとうとう折れた。しかし、あのまま見逃しては部隊の統率にかかわる。一度引っ立てて、改めて追放する形をとる事になったんだ」

　ジェマはあんぐりと口を開き、その間抜け面のまま俺とゴーダを交互に見た。

　誰かに怒りと不満を表明したいが、その矛ほこ先さきが定まらないといった感じだろう。

　なので、

「俺のせいだ」

　と表明しておく。

　ジェマはますます複雑そうな表情を浮かべ、

「私なら……傭よう兵へいがどれほど望んでも、決して追放処分になどしない」

　と唇くちびるをかんだ。

「だろうな」

　俺は頷うなずく。

「神父殿も同意見だったはずだ！　今の状況で、民の望むままに傭よう兵へいを追放したりしたら、それこそ魔女狩りと変わらない！」

「無実の人間を追放するのとは違う。俺は馬泥棒だ。追放するのに十分な理由がある」

「だが、ほかの罪人も連れて行くのに──！」

「その罪人連中のなかに、処刑や追放を望んでるやつがいるのか？　大人しくするから、どうか一緒に連れてってくれって奴やつばかりじゃねえか？　言っておくがな、隊長さん。俺を一緒に連れてったら、また問題を起こすぞ。どんなにがんじがらめに縛られてようが、自分の手足切り落としてでも逃げ出してみせる。確実にだ」

「そんな……しかし……」

　ほらな、とばかりにゴーダが息を吐いた。

「見ての通りだ。救われる事を望んでいない以上、救いようがない。だったら最大限、我々の役に立つように利用させてもらおう。〝調和を乱す者は容よう赦しやなく追放される〟という実例としてな」

　しかし、とゴーダは続けた。

「救いの道もある。追放された傭よう兵へいが、自力で町まで戻ってこられればその罪は許される。教会騎士団なら、この意味が分かるな？」

　ジェマは一瞬きょとんとし、あ、と声を上げた。

「神意裁判だと!?　馬鹿な！　百年も前に教会が禁じた悪法だ！」

「神意裁判？」

　聞いた事のない言葉に、俺が首を傾かしげると、ジェマはさらに語気を荒あらげる。

「罪の有無を神の意思に委ねるという、馬鹿馬鹿しい裁判だ。銀貨の裏表で罪の有無の決めるような……」

「決闘裁判みたいなもんか？　あれも結構前に禁止されたよな」

「決闘裁判は、少なくともお互い平等に勝利の可能性が与えられている。助っ人を呼ぶのもよくある話だ。だが神意裁判は、聖なる水で満たした水みず桶おけに一時間沈めて、生きていれば無罪というようなものだ。追放して、無事に生き延びれば無罪だなんて……！」

「俺が戻れないと思うか？」

「あたりまえだ！」

　俺が問うと、ジェマは即答した。

　やっぱりそうか。そういうもんだよな。

　だが、少なくとも──。

「俺はそうは思わない」

「なっ……！」

「賭かけてもいいぜ。俺が戻ってきたら酒の一杯でもおごってくれ」

「馬鹿！　もし戻ってきたら、外食は生涯私のおごりだ！」

　そいつは楽しみだ、と俺が笑うと、ジェマは泣くのを堪こらえるように唇くちびるを引き結ぶ。

　そして、

「傭よう兵へいが賭かけに負けた場合、ジェマには何が支払われるんだ？」

　というゴーダのまったく空気が読めていない発言に、本気の拳こぶしを振り上げた。




　俺達のところに神父が戻ったのは、渋しぶるジェマをなだめすかし、どうにか罪人の追放を納得させた正午過ぎだった。

「その様子だと、あの堅かた物ぶつ騎士は上手く丸め込めたようですね」

　俺が放り込まれているのは、町の外に作られた石造りの牢ろう獄ごくだ。ちょうど結界の外にあり、町の人間も近づかないので、秘密の会合にはもってこいといったところだろう。

　神父は馬を預けたその足で牢ろう獄ごくにきたらしく、服についた雪を払いながら言う。

「今は俺の追放について民に広く知らしめるべく、副隊長のジジイと話してる頃だろうよ」

「それで？」

　雑談もそこそこに、ゴーダが本題を切り出した。

「傭よう兵へいを祭壇に送るとは言うが、方法はあるのか？　祭壇のあるジェネロス島の周辺には悪魔がうようよいるんだろう？」

「館長が言うには、そうらしいですね」

「さすがにヒースで飛んでも、無事にたどり着けるとは思えないんだが……むしろ失敗する可能性の方が高いだろう。策はあるのか？」

「私の嫌いな言葉は〝無策〟と〝馬鹿〟です。当てもないのに傭よう兵へいを祭壇に追放するなんて言い出しませんよ。続きの説明は、彼が」

　促うながされて、松明たいまつの光が揺れる薄暗い牢ろう獄ごくに、バルセルが顔を出した。

「なんで下したっ端ぱが」

　と俺が顔を顰しかめると、

「いえ、あたしじゃなくて」

　とバルセルが顔の前で手を振って、車輪を付けた椅子を牢ろう獄ごくに引っ張り込む。

　なんだその妙な椅子は、と突っ込みたかったが、座っている人物を見ればその気も失せた。

　虚弱体質の悪あく魔ま憑つき──館長こと、〝万ばん里りを掌しよう握あくせし千せん眼がんの哨しよう〟だ。

「あ、便利でしょう、この椅子。車椅子ってんですけどね？　以前、足の悪い教会関係者が、特別に作らせた椅子らしいんでさ。倉庫でホコリかぶってたそれが、撤退準備のゴタゴタで出てきましてね。館長をいちいち背負って移動するのも面倒だなと思ってたんで、主教様に許可いただいて失敬したんですよ」

　俺がわざわざ突っ込むのを控えたってのに、勝手に全部説明しやがったな……。

　しかしまあ、椅子と車輪を組み合わせれば、座ったまま移動ができるってのは、単純だが画期的だ。

　自力で車輪を回して移動もできるらしく、館長はバルセルが車椅子の解説を終えるのを律りち儀ぎに待ってから、自ら車椅子を操って牢ろう獄ごくの中心まで進む。

「それで？　館長がどうだと？」

　ゴーダが促うながすと、館長は口を開いた。

「あ、悪魔の力を、か、借りればいい」

「……はぁ？」

　俺とゴーダの声が重なった。

　何を言い出すんだこいつは、という気持ちを込めて神父に視線を投げると、神父はあくまで涼すずしい顔をしている。

　そうか、別に館長が妙な事を言ったわけじゃないのか。

　なら最後まで聞くとしよう。

「し、知っているだろう……？　に、二種類だ。祭壇に集う、悪魔は。魔女を殺す、魔女を守る、その二種類が、い、いる」

　ああ、とバルセルが声を上げた。

「確かに、魔女を殺せば悪魔が消えるってんなら、地獄に戻るため魔女を殺したがってる悪魔と、この世界に留まりたいがために、魔女を守っている悪魔が存在するって事になりますねぇ」

「だから、魔女を殺したがってる方の悪魔の力を借りればいいって事か？」

「キ、ヒヒ……ああ、そうだ。その通り。賢い、賢い」

「正気か？　神父」

　ゴーダが眉み間けんの皺しわを最大限に深くして神父を見た。

「少なくとも、自分の正気を主張するほど狂ってはいませんね。つまるところ、泥どろ闇やみの魔女によってすでに召喚されている悪魔と契約を結ぶ──という事です。悪魔と人間の契約は魔女の得意とするところですが、最も困難なのは〝召喚〟の工程。交こう渉しようし、契約するだけならば、魔術の知識がなくても可能だと館長が」

　そうだ、そうだと館長は繰り返す。

「わ、ワタシは、そうして……きた……ま、魔術の知識を持たない、む、無知蒙もう昧まいの主達と契約を継承し……い、今この時、ここにいる……」

　確かに、〈禁書館〉で司書を名乗っていたマディアという魔法使いも、館長と契約していながら、魔術やら結界やらに関する知識は一切持っていなかった。

　──とは言え、だ。

「どうやるんだよ、契約って……そもそも、敵の悪魔と味方の悪魔をどうやって見分けるんだ？」

「ワ、ワタシが」

「なるほど、そいつぁ完璧に見分けられそうだが……そもそもてめぇはなんでそんなに俺に協力的なんだ？」

　俺の問いに、館長は口こう角かくを吊つり上あげて笑った。

「ク、クハハ……キヒ、キヒハハ……お、お前に……協力？　違う、違う。わ、ワタシが力を貸すのは、も、もっと偉大で……お、恐ろしく……力強い者だ……お前は、コマだ」

「俺が誰のコマだって？」

「い、いずれ分かる……いや、今もか……？　すでにお前は、し、知っている。そ、そうだろう？　違うか？　〝ゼロの傭よう兵へい〟」

　ぎしりと、頭が軋きしむような感覚があった。

　忘れた夢を思い出そうとするような、もどかしい違和感。

　俺が黙っていると、館長はさも愉快そうに肩を揺らして笑い続ける。その笑いが、急にぴたりと止まった。

「き──きたぞ……きたぞ……ち、力を求める気配を察し、悪魔どもが闇の底から……」

　は？　と声を上げたのは、館長を除いたその場にいる全員だ。

「え？　ちょ、きたって何がです？　あたしにも心の準備ってもんがあるんで、いきなりそんなん始められても困るって言うか……！」

「静かに！　足音が──！」

　最初に反応したのは神父だった。人間に戻っちまった俺にはまったく何も聞こえなかったが、さすが〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官、超人的な聴力を持っている。

　続いて、ゴーダが申し訳程度の小さな窓に飛びついて外の状況をうかがい、愕がく然ぜんと呟つぶやいた。

「なあ、みんな……今は昼で間違いないか？」

　聞かれて、神父は顔を顰しかめる。

「なんの話です？」

「真っ暗だ……何も見えない」

　まさか、とゴーダに続いて窓を覗のぞき込こんだバルセルも息をのむ。

「なんだこの暗さ……！　あたしがさっき入ってきたときは、確かに日が──！」

「落ち着きなさい！　悪魔が操る幻覚は、ウェニアスからの行軍中に何度も体験したはずです。慌あわてる事はない。館長、相手の数は？」

「無数だ」

　館長は歌うように答えた。

　この状況を予想していたのか、楽しんでいるようにさえ見える。

「お、おびただしい数の悪魔が、いる。光に群がる、虫のよう……ね、願いの気配に、集まってくる……さあ、出ろ。外に出ろ……！」

　俺は牢ろう獄ごくの鉄てつ扉ぴを睨にらんだ。

　その外に広がる闇を想像して、足がすくまないと言ったら噓うそになる。

　それでも、足は自然と前に出た。

「ちょ、ちょっと待ってください旦那！　まさか本気で外に出る気じゃ──！」

「出なきゃ始まらねぇだろう」

「始めたくねぇんですよこっちとしては！」

　俺を止めようとするバルセルを押しのけて、俺は鉄てつ扉ぴに手をかける。

　神父とゴーダは俺を止めず、ただ武器を握り込んだ。──はたして、無数の悪魔相手にそれがどれだけ役に立つか。

　俺は鉄てつ扉ぴを押し開く。

　外には闇が広がっていた。
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　牢ろう獄ごくから一歩踏み出すと、泥に踏み込んだように足首まで沈み込んだ。

　ぎょっとして足を泥から引っこ抜くと、魚が腐くさったような生臭さが鼻を突いた。もっと単純に言えば、血と死体の臭いだ。

　金属がこすれあうような、神経にさわるさざめき笑いが広がる。

　血泥の広がる足元から。

　月のない頭上から。

　俺は再度気合を入れなおし、血泥に足を取られながら足を進めた。




　──出テキタ。出テキタゾ。

　──結界モ無イ無力ナ人ガ、無防備ニ出テキタゾ。

　──殺セ。殺セ。

　──内臓ヲ引キズリ出シテ首飾リニシヨウ。

　──選定ダ……ソノ前ニ、選定ダ。

　──契約者ノ選定ダ。




「……なるほど、こいつは大歓迎だな」

「眼帯を外しても何も見えない……暗い、というわけではないようですね。黒一色に囲まれてるような……」

　俺の後から神父とゴーダが出てくると、バルセルが館長の車椅子を押しながら嫌々牢ろう獄ごくから出てくる。

「別にお前らは中にいてもよかったんだぞ？」

「ご、ご冗談でしょう？　この状況じゃ、一人で中にいた方が逆にこえぇって話ですよ。あたしはただ館長を連れてきただけだってのに、なんで急にこんな……！」

「お忘れのようですが、館長は悪魔ですよ。連れているだけで十分脅きよう威いに遭そう遇ぐうする理由にはなるでしょう」

「しぃ」

　館長が、人差し指を口元にもっていった。

「声を落とせ。息を控えろ。──くるぞ。〝腐ふ蝕しよくを孕はらむ黒くろ霧ぎりの葬そう者しや〟だ」

　そりゃまた大おお仰ぎような名前だこったな、とは心の中で呟つぶやいて、俺は闇の向こうからじりじりと近づいてくる気配に神経を研ぎ澄ました。

　そして、姿を現した極ごく彩さい色しきの毛の塊に、文字通り呼吸を控える。

　全身毒を持つ体毛で覆おおわれた、八つの目を持つ蜘蛛くもの獣けもの堕おち──。

「もう獣けもの堕おちって呼び方変えた方がいいんじゃねえのか!?　これ……！」

「同感ですね。毛が生えていれば獣けものというわけじゃないんですよ……！」

　吐き捨てた神父も、口元を袖そでで覆おおう。

　蛇やら虫やらの獣けもの堕おちがいるってのは知ってたが、こいつの禍まが々まがしさは俺の知る中で群を抜いてる。

　人間に戻る前の館長がマシに思えてくるほどだ。

　ラウルと同じで、下半身は完全に蜘蛛くもだった。蜘蛛くもは普通四対八本の手足があるが、こいつはそのうち六本が足で、二本が腕になっている。

　目は八つあるが鼻と口は人間で、見ようによっては目から上に不気味な仮面をかぶっているようにも見える。

「いやに堂々と姿を見せると思ったら……〝万ばん里りを掌しよう握あくせし千せん眼がんの哨しよう〟か。なるほどこちらの名が最初から知られているわけだ。それでは迂う闊かつに手は出せない」

　口の形が人間と同じだからか、ぎょっとするほど流りゆう暢ちような言葉が蜘蛛くもの化け物から滑り出した。

　だが、その動きは全体的にぎこちなく、表情もまったくない。人形が動いてるのを見ている気分だった。

　しかしまあ、俺や館長が新しい体を動かすのにあれだけ苦戦した事を考えれば、悪魔も獣けもの堕おちの体を操るのに多少は難儀するのかもしれない。

「館長、あの悪魔の能力は？」

　ゴーダが恐る恐る口にした問いに、館長は冷酷なほどあっさり答える。

「ふ、腐ふ蝕しよくだ……」

「あまり詳細な説明を聞きたくない能力だな……」

　ゴーダが呻うめくと、館長はまた含み笑いで喉を震わせる。

「そうだ、そうだ……お、おぞましい力だ。や、奴やつの名が示す通り、あ、あ、あらゆるものを、く、腐くさらせる。瞬またたく間まに、すべてを……」

「つまり奴やつがその気になれば、我々は即死か？」

　館長は嗤わらった。

「恐れるな……奴やつの名を知っている。名を知れば、縛れる。そういうものだ、悪魔とは」

「そうだな」

　館長の言葉を受けて、〝腐ふ蝕しよくを孕はらむ黒くろ霧ぎりの葬そう者しや〟──蜘蛛くも野郎が答えた。

「名を知られては迂う闊かつに手が出せない。しかし悲しいかな、ここにひしめく悪魔の数はどうだ？　十か？　二十か　それとも百か？　あるいは千か？　お前の目なら見えるだろう〝万ばん里りを掌しよう握あくせし千せん眼がんの哨しよう〟。お前がそこの人間どもに悪魔の名を教えるのと、我々がそこの人間を殺すのと、一体どちらが早いだろうな？」

　神父達が、退路を意識するのが分かった。

　牢ろう獄ごくは、結界からギリギリ外れた場所にある。わき目を振らずに走れば、数十秒で結界に飛び込む事ができるはずだ。

　だが、それを見越して悪魔どもが地面に細工をしたのか、足場があまりに悪すぎる。

「まいりましたね……」

　神父が溜ため息いきを吐ついた。

「こういう状況を避けるため、傭よう兵へい一人で行かせるつもりだったんですが」

「お前な……しれっと残ざん酷こくな事言うんじゃねえよ」

「当然でしょう。ここで我々が全滅したら、ウェニアスへの撤退は絶望的です」

「横から口を挟んで悪いが、この数の悪魔に待ち伏せされたら、我々が生きていようがウェニアスへの撤退は絶望的だったと思うぞ……」

　苦笑交じりに、ゴーダは続けた。

「むしろ、ここで我々が全滅すれば、ジェマは撤退を思いとどまるだろう。結界内部にいれば少なくとも安全だ……彼らはあの町で生きられるさ」

「いきなり死を覚悟するの、やめてもらいてぇなあ……！　あたしはまだ死にたくねぇんですけどね」

　緊きん迫ぱくはしているが、緊張感はない──そんな死を目前にしたいつも通りの会話に、俺は少しだけ気が楽になる。

　俺は顔を上げ、正面から蜘蛛くも男おとこを睨にらんだ。

「そうは言っても、まだこうして俺達が無事って事は、そちらさんとしても取引をする気があるって事だろう？」

　蜘蛛くも男おとこがぎこちない動きで首を傾けた。

「取引……取引、取引、取引か。そうだな、我々は取引が大好きだ。何かを得て、何かを与える。お前が取引を望み、我々はきた。お前が契約者に足る存在であるかを知るために」

「お前ら悪魔は祭壇の結界に入れないが、俺なら中に入って泥どろ闇やみの魔女をぶっ殺せる。そのために、祭壇を守ってる悪魔を蹴散らすのに力を貸してくれ。一瞬道を開けるだけでいい。そうすれ──がはっ！」

　衝撃が俺の体を突き抜けた。

　何かに吹っ飛ばされた俺の体は背後の牢ろう獄ごくにぶち当たり、顔面から血泥に落ちる。

「傭よう兵へい!?」

　何が起こったのか分からなかったのは俺だけではないらしく、神父とゴーダが愕がく然ぜんと声を上げた。俺を助け起こそうとした神父の体も軽々と吹き飛ばされ、ゴーダとバルセルも瞬またたく間まに泥に沈む。

　手も足も出ない。

　軽口も叩たたけないほど、圧倒的な敗北だった。愕がく然ぜんとする事しかできない俺達を、車椅子に深く腰を下ろした館長が眠たげに眺めている。

　俺がどうにか体を起こすと、蜘蛛くも男おとこの腕が伸びてきて俺の首を摑つかんだ。そのままずるずると引きずり起こされ、立ち上がり、つま先が宙に浮く。

　なんだこの馬鹿力──と思ったが、人間に戻る前の俺でもこれくらいはできたので、そう驚く事でもないだろう。

　とはいえ、首を摑つかんで持ち上げられたら命の危険を感じるのは間違いない。

　首というか、ほとんど顎あごを摑つかまれてる感じなので、今すぐ窒ちつ息そくして死ぬって事もなさそうだが──。

「お……ろせ……！」

「それで？　お前が結界に入り込み、稀き代だいの魔女をどうすると？」

　逃れようともがく俺の顔を、蜘蛛くも男おとこの八つの目が至近距離で覗のぞき込こんできた。光沢のある、つやつやとした蜘蛛くも男おとこの目は不気味なばかりで、完全に硬直している表情筋と同じくなんの感情も感じられない。

「我々が悪魔の力を行使するまでもなく、ただこの手で首を絞められただけで死んでしまいそうなほど脆ぜい弱じやくなお前に、なぜ、かの者が殺せると？　お前が結界に入り込んだら最後、かの者に殺されるとは思わないのか？」

「ぐ……ぁ……！」

　俺の首を絞める指に力が込められた。

　途端に、完全に呼吸ができなくなる。

　──おい、噓うそだろ？

　マジでか、これ。

　マジでこのまま死ぬ流れか？

　俺は懐ふところの投げナイフを引き抜き、蜘蛛くも男おとこの腕に突き立てた。──だが、首を絞める指の力は緩ゆるまない。

「示せ。取引をするに足る存在だと。お前がかの魔女を殺せると。我々が力を貸すに値する存在だと。そうでなければ──」




　死ね。




　意識を失う寸前、その言葉を聞いた瞬間自然に俺の体が動いた。

　俺の首を締め上げる蜘蛛くも男おとこの手首を摑つかみ、骨ごと握力で握りつぶす。

「ギ──ィ……！」

　突然の反撃に、蜘蛛くも男おとこが声を上げてのけ反ぞった。握りつぶした蜘蛛くも男おとこの手が腕から捥もげ落おちるのと同時に俺の体も血泥に落ちたが、頭から落ちずに自然に足から着地する。

　その一連の動作は、俺の意識とまったく無関係だった。体が勝手に動くとよく言うが、まさにそれだ。

　まるで、俺以外の誰かが俺の体を動かしてでもいるようで──。




「下ガレ」




　無意識に俺の口から飛び出たその一声で、蜘蛛くも男おとこが顔色を変えた。

　今まで人形のように張り付いていた表情が恐怖に歪ゆがみ、大きく後じさる。すべての悪魔が、同じく後退するのが分かった。

　今この瞬間、明らかに力関係が逆転した。

　俺は何度か首を鳴らし、腕を回して掌てのひらを正面にさし伸ばした。

　指を鳴らすと、かろうじてまだ戦闘意欲を保っていた蜘蛛くも男おとこの右腕が黒い霧に包まれて、あっという間に腐くさり落おちる。

「ぎ……ぎあぁああぁあぁあ！」

　蜘蛛くも男おとこが叫んだ。

「こ、これは……この霧は、私の……！　私の力だ！　私の……！　お、お前は……人間ではない……のか!?　我らと同じ……悪魔の……！」

　背後で館長が忍び笑いを響かせる。

「違う、違う……同じ、違う。もっとおぞましく、もっと偉大で、もっと強大な者だ。思った通り、思った通り。こうすれば……で、出てくると、ワタシが思った通りになった」

　俺は締め上げられて痛む首を撫なでた──俺の意思とは関係なく。

　それどころか、俺の意思ではもう体が動かなかった。

　喋しやべろうとしても声が出ない。

　ただ──。

「──此こノ体ハ酷ひどク脆もろイ。小こ賢ざかシイ事ヲ……」

　俺の口を使って、俺ではない何かが話した。

　俺とは似ても似つかない声で。

「ヒ、ヒハハ……よ、ようやくお目にかかれた……や、やっと姿を……あ、現した……」

「館長！　説明しなさい……！　一体何が──あれは、一体……！」

　神父が館長に摑つかみかかり、ひきつった表情で俺を見た。

　ゴーダもバルセルも立ち上がり、同じような表情を浮かべている。

　見たところ、負傷はしているが致ち命めい傷しようは負っていないらしいが──。

　その表情は、人間に戻った俺を見た時よりも強い驚きよう愕がくと──そして恐怖に満ちていた。

「な、何を恐れる……？　今さら、何を。あれはずっとともにいた。ぜ、ゼロの傭よう兵へいの内に巣食い、すべてを見ていた。すべてをだ」

「馬鹿な！　傭よう兵へいが悪あく魔ま憑つきだったとでも!?」

　神父が声を荒あらげると同時に、俺は思い出した。

　ウェニアス王国の魔法を封じるために、ゼロが俺の体に悪魔を降ろした事。

　それ以来感じていた、奇妙な傷の治りの速さと、獣けもの堕おちといえど度を越した頑がん丈じようさ。

　ゼロに置き去りにされ、生きる気力を失ったとき、夢で語り掛けてきた謎の声。

　悪魔は快く、俺に体を返してくれた。だが「体を返す」というのが、ただ「体の主導権を明け渡す」という意味だったなら。

「ソウダ」

　俺の口を使って、悪魔が答えた。

「我ハ名ヲ持タヌ者。故ニ君臨セシ者。魔女トノ契約ニ依よリ、現世ニ顕けん現げんセシ悪魔」

　後退した悪魔達が、一斉に頭こうべを垂れて服従を示した。

　黒一色に塗りこめられていた景色に色が戻り、雪のちらつく曇どん天てんのもと、百に届きそうな悪魔憑つきどもの姿がはっきりと浮かぶ。

　この光景を、人は地獄と呼ぶのかもしれなかった。





４






〝万ばん里りを掌しよう握あくせし千せん眼がんの哨しよう〟の名は飾りではない。

　世界のあらゆる場所で起こる事象を常に観測している館長は、当然、一年前にウェニアス王国で起こった内乱も見ていた。

　ウェニアス王国で魔法の行使を禁じるために、ゼロが行った傭よう兵へいに対する悪魔降ろしも見ていたし、降ろされた悪魔が地獄に戻っていない事も知っていたはずだ。

　意識のみを明け渡し、傭よう兵へいの体に潜ひそみつつ、傭よう兵へいの目を通して世界を観察する事を楽しんでいるのを知っていた。

　つがいを探していた館長が、〈禁書館〉に現れたゼロをあっけなく諦めたのは、傭よう兵へいの中にいる悪魔の力を恐れたからだ。

　そして今、その力を利用する事を考えた。

　傭よう兵へいの中に潜ひそむ悪魔が──〝名も無き悪魔の王〟が、依より代しろである傭よう兵へいの体を守っている事は明白だった。

　ならば、危機的状況に傭よう兵へいを放り込めば、必然的にその姿を現すだろうと。

　傭よう兵へいが祭壇にたどり着くには、この悪魔の力を借りる以外に道はない。

　偉大なるソーレナが死に、十三番が死んだこの世界で、世界を滅ぼさんとする泥どろ闇やみの魔女に、そしてゼロに対抗できる唯ゆい一いつの存在は、〝名も無き悪魔の王〟であり、傭よう兵へいだ。

　傭よう兵へい以外の全員が殺される可能性は、確かにあった。

　それでも〝名も無き悪魔の王〟を引きずり出し、傭よう兵へいが祭壇に到着できさえすれば、世界にあらゆる可能性がもたらされる。

　館長はこの世界が好きだった。

　一寸先すらまともに見えない人間達が、手探りで日々を過ごすこの世界が、次の瞬間に何をしでかすか想像のできない存在が、愛いとしくて仕方がなかった。

　壊したくない──できれば、もとに戻してやりたい。悪魔に善意などというものはない。ただ、館長は自分の好きなものを守りたいだけだ。

　だが、誰が悪魔の言葉を正直に聞くだろう。

　だから館長は「取引」をする。

　得る代わりに与える形を守り続ける限り、人間は館長の言葉に耳を貸す。

「──最初から、傭よう兵へいにとりついている悪魔を目覚めさせるのが目的だったと？」

　凍いてついた声で〝隠いん匿とく〟が問うた。

　館長は頷うなずく。

「そ、それだ。それこそが……すべてを救う、唯ゆい一いつだ……絶対だ。その結果、わ、我々すべてが死のうとも……そ、それで世界は……救われる道を得る」

　理解されるとは思っていなかった。

　激げつ昂こうした人間どもに殺される可能性は予測済みだ。だが、館長の能力は人類の存続に大いに役立つ。

　拘こう束そくの上、生かされる可能性も十分にあった。

　──けれども。

「次からは先に言いなさい。騙だますのは、反対されてからでも遅くないはずです」

　館長は目を見開いた。

「いやまったく……チビるとこだった。旦那が悪あく魔ま憑つきって、知ってたなら言ってくれりゃいいじゃねぇすか」

　口に入った血ち泥どろを吐き出しながら、バルセルが不平を口にする。

　ゴーダは渋じゆう面めんのまま立ち上がり、そのまま黙っていた。

　そのどれもが、館長の予想した行動と違っていて、館長の方がうろたえる。もっと、烈れつ火かのような激怒と反発を予想していたのに、なぜこの人間達は──。

「それで？　その〝名も無き悪魔の王〟とやらは、少なくとも敵ではないと考えていいわけですね？　結構。悪魔だろうが神だろうが、役に立つなら喜んで受け入れますよ。聖務はすべてに優先される……〈女神の浄火デア・イグニス〉が獣けもの堕おちと組むのとさして状況は変わりません」

　さすがに規模が違いすぎるのではないかと、館長ですら思う暴論だった。

　だが、それにバルセルも同意する。

「少なくとも、その悪魔が出てくる前よりは状況はよさそうだ。つーか、なんでもっと早い段階で出てこなかったんで？」

「我ガ望ミハ傍ぼう観かん。干かん渉しようハ望マヌ──ヒトノ身ハ脆もろク、獣けものノ魂ヲ失エバ尚なお儚はかなイ。力ヲ振ルウ程ニ、此こノ身ハ朽くチル」

〝名も無き悪魔の王〟は、静かに左手を差し出した。先ほど腐ふ蝕しよくの霧を発生させた影響か、小指が半ばまで腐くさり落おちている。

「此こノ地ニ集ウ雑魚ざこドモヲ屠ほふルニハ、聊いささカノ不足モ在リハシナイガナ」

　うわぁ、とバルセルが声を上げた。

「旦那、意識取り戻したときに怒るんじゃねえかな……いきなり小指なくなってたら……」

「それで命が助かったのなら文句もないでしょう……それで？　この場に集まっている悪魔の群れは、あなたを祭壇に送り届けるのに尽力してくれるんですか？」

〝名も無き悪魔の王〟は頷うなずき、その瞬間、集っていた悪魔の群れが姿を消す。

　だが、館長の〝世界を見渡す目〟には見えていた。消えた悪魔達が凍り付いた海に集い、祭壇を守る悪魔達と対たい峙じする姿が。

　傭よう兵へいを乗せた竜が海を渡るべく飛べば、悪魔共の殺し合いが始まるだろう。それに乗じれば、祭壇に辿たどり着つける確率は大きく上がる。

　館長が思い描いた通りの状況だった。

　一つ想定外があるとすれば、この場にいる人間達が、まるで館長を仲間のように扱っている事だろう。

　使役や服従の対象ではなく、まるで対等であるように。

　ゴーダは深く溜ため息いきを吐つき、呆ぼう然ぜんとするばかりの館長を見下ろした。

「お前がそういう顔をしてくれてよかった」

「──何？」

「皮肉なものだな。俺と同じ意見なのが、事をしでかした張本人だけとは……」

　心底うんざりした様子で呟つぶやくゴーダが、なぜかひどく面白いものに思えて、館長は思わず吹き出し、そのまましばし、神父達から注がれる奇き異いの目も気にせず、ゲラゲラと笑い続けた。










【幕まく間あい　懦だ夫ふの見る夢】










　──なんと恐ろしい事をしたのです、オルルクス。




　主教の悲痛な表情が、オルルクスの心を引き裂いた。




　──罪のない人々に刃やいばを向け、危険な森に追い立てるとは……。寛容を学べと伝えた私の言葉は、あなたの心に届かなかったのですね。




　あなたを守るためだったのですと叫んでも、オルルクスの声は主教には届かない。

　民を守るためだったと訴えても、あの慈愛に満ちた眼まな差ざしは、今やオルルクスではなく汚けがらわしい〈女神の浄火デア・イグニス〉に注がれている。

　砕かれた両りよう膝ひざよりも、主教を奪われた痛みがオルルクスを蝕むしばんだ。

　今日、ウェニアスへの撤退が始まる。

　早朝に発つと聞いていたが、迎えがこないところを見ると、あるいはこの町に捨て置かれるのか──。

　それもいい、とオルルクスは思った。

　主教に疎うとんじられ、戦う力も失った自分に、もはや生きる価値などないのだ。

　ウェニアスまで撤退し、それで生き延びて、その先はどうする？

　それを考えるくらいなら、人の消えたこの町で、一人朽くちていく方がずっと神の愛を感じられる。

「隊長！　オルルクス隊長！」

　もはや隊長ではないオルルクスのもとに、過去に部下だった男が訪れた。

「ご報告が遅れて申し訳ありません。事実関係の確認に手間取って……ウェニアスへの撤退ですが、出発が明日に延期されました。なんでも、例の人間に戻ったという獣けもの堕おちが今朝がた馬を盗んだとかで……」

　部下の報告を聞くともなく聞いていたオルルクスは、ふと顔を上げる。

「……馬を盗んだ？」

「はい。〈女神の浄火デア・イグニス〉もさすがに奴やつをかばいきれなくなったのか、明朝追放すると、先ほど広場に張り紙が」

　では、奴やつはやはり追放すべき悪あしき存在であったという事か。

　ならばオルルクスは間違っておらず、オルルクスの膝ひざを砕き、主教を奪ったあの裁定官こそが間違っていたという事か。

「それで？」

　足を砕かれてから今まで、何に対しても無関心になっていたオルルクスが話の続きを促うながした事で、部下の表情が明るくなった。

「明朝、竜の背に乗せて、獣けもの堕おちを〝決して戻ってこられぬ場所〟まで連れて行く……という話でしたが、ほうぼう駆けまわって裏を取ってみますと、どうやら祭壇まで飛ぶらしく」

「祭壇に？」

「はい。〝自力で帰ってこられたら罪を許す〟と張り紙にはありましたので、実質神意裁判かと……」

「馬鹿な！　主教様がお許しにならない！」

「あの獣けもの堕おち本人がそれを望んだそうです。主教様の前ではっきりと……近衛このえ騎士隊のなかにも、それを聞いた者がいます」

　オルルクスは天井を──その先にある空を見上げて神に祈った。

　罪人本人が神意裁判を望むなど、そんな事があり得るだろうか。これにはきっと、何か裏があるに違いない。

　なぜ、罪を犯した獣けもの堕おちをたんに処刑せず、神意裁判などという面倒な手をとったのか。

　オルルクスは頭を働かせた。

　竜が祭壇まで飛ぶ事で、民衆への力の誇示に繫つながるからか？　あり得る。

　罪人をたんに断罪しては、もともと仲間であった自分にも悪印象を持たれると危き惧ぐしての行動か？　この線は強そうだ。

　そうだ。

　この神意裁判は、どう転んでも奴やつらに──あの裁定官どもに得しかない。

　獣けもの堕おちが戻ってこなければ、民は不ふ穏おん分子が消えて心安らぎ、裁定官たちに抱いていた不信感もいくらか薄れさせるだろう。

　オルルクスを断罪して反感を集めていても、過去に仲間であった者も等しく断罪する姿を見せれば、ある程度溜りゆう飲いんを下げる。

　しかも「本人の希望による神意裁判」が行われるなら、残ざん酷こくだと糾きゆう弾だんされる事も避けられる。そして実際本人がそれを希望し──もしあの獣けもの堕おちが無事に祭壇から帰ってきたとしたら、それこそ奴やつらの完全勝利だ。

　オルルクスは爪を嚙かんだ。

　裏がある。

　これにはきっと、裏があるに違いない。

　あれほど頑かたくなに魔女と獣けもの堕おちをかばった裁定官が、いくら本人が望んだとはいえ、実質死刑に近い神意裁判を許すとは考えにくい。

　では、あの獣けもの堕おちが戻ってこられるという確信があるのか？　あるいは、戻ってこられるように小細工をしている可能性もある。

　それだけは避けなければならなかった。

　主教や民を騙だまし、あの連中がその信頼を勝ち得るなど──。

　ああ、やはり。

　やはりこの町を守れるのは自分しかいない。

　主教に望まれずとも、認められずとも、教会と民のために身を捧ささげるのが教会騎士団であり、近衛このえ騎士隊の矜きよう持じだ。

「あの、オルルクス隊長……？」

　黙って考え込んでいるオルルクスに、部下がおずおずと声をかける。

「ちょっと頼まれてもらえますか？　危ない仕事になるかもしれませんが……」

　顔を上げたオルルクスの表情には笑みがあった。

　その、以前と同じオルルクスの笑顔が、部下をさらに勇気づける。

「も、もちろんです！　隊長のご命令とあれば、どれほどの危険でも！」

　不安げにまるまっていた部下の背中がしゃっきりと伸び、同時に、近衛このえ騎士隊としての威厳が戻ってくる。

　この瞬間、近衛このえ騎士隊は再び結成されたと言っても過言ではなかった。

　オルルクスは未だ折れてはいない。

　だが、それを知られてはまたどんな手で潰つぶされるか分からない。

　オルルクスは唇くちびるに人差し指をあて、しぃ、と声をひそめた。

「すべて極秘に運んでください。問題は起こさず、特にあの裁定官には近づかないように。館長の存在にも注意してください。結界に守られた町の中ならば、奴やつの目は届きませんが──私はこれからも部屋から出ませんし、訪問も極力避け、信頼できる者にだけ声をかけて仲間を集めてください」

「は！　了解しました」

「私の指示は一つ。〝獣けもの堕おちを祭壇から戻らせるな〟です。方法は任せますが、あれが戻ってくる、という前提のもとに動いてください。すべては空振りかもしれませんが、我々は備えなければならない。唾だ棄きすべき邪じや悪あくによる侵略から、力なき民を守るために」
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「では作戦を確認します。傭よう兵へい──と、呼ばせてもらいますよ。たとえ中身が違うとしても」

　神父に確認されて、俺こと〝名も無き悪魔の王〟は頷うなずいた。

　場所は相変わらず牢ろう獄ごくの中だが、悪魔どもがまき散らしていった血泥が、降り積もる雪で少し覆おおい隠かくされつつあるおかげで気分はマシだ。

　館長はバルセルに連れられて自分用の天幕に戻り、その後バルセルが事の経緯をジェマに説明しに行く事になっている。

　ジェマがどんな顔をするか想像もできないが、館長を受け入れた経緯を考えれば、俺の事も案外すんなり受け入れられるかもしれない。

　まあ、俺は今一つ受け入れられてないんだけどな。

　受け入れられなかったところで、文字通り手も足も出ねぇんだけどな。

「作戦というほどのものでもありませんが……傭よう兵へいとゴーダがヒースの背に乗り、ジェネロス島の祭壇に突っ込む。その際、泥どろ闇やみの魔女を殺したい悪魔の群れが、祭壇を守っている悪魔の気を逸そらしてくれる。傭よう兵へいを祭壇に放り込んだら、ヒースは着地せずに結界を離れ、町へ帰還。これで問題ありませんね？」

「本当に、作戦というのもおこがましいな……」

　神父の説明に、おそらく一番危険を負う事になるゴーダが溜ため息いきを吐ついた。

「嫌なら断ってもいいと言ったはずですよ、破は竜りゆう王おう。そもそも、すべては傭よう兵へいのわがままが発ほつ端たんです。あなたが付き合う必要はなく、なんなら歩いて海を渡らせればいい」

「世界を救う可能性を持つ〝人類の希望〟をか？　そこまで俺も腐くさっていない。もちろんやるが、文句の一つや二つは言わせてくれ。ヒースの命を危険にさらすんだからな」

　自分の命については特に気にしていないあたり、相変わらずって感じだな……。

　正直言って、俺も無茶な作戦だと思う。俺が喋しやべれたら神父の意見に賛同して、「一人で歩いて海を渡る」と言ってただろう。

　って言うか、悪魔が俺の体を使っていても、俺の意識は普通に残ってるこの状態に、たぶん誰も気づいてねぇんだろうな。

　恐ろしく妙な気分だった。

　俺の体なのに動かせないし、喋しやべれないのに、見えるし聞く事もできる。

　ただ何かに触れた感触はまったく分からないので、なんとなく、夢を見ている感じに近い。

　ひょっとして、実は全部夢なのか？　実はすでに、俺はあの蜘蛛くも野郎に殺されてたとかいうオチじゃねぇだろうな。

　顔でもつねって確認したいところだが、あいにく今の俺は手足を自由に動かせない。

「此こレガ現うつつダ」

　答えがあった。

　俺の口から。

　──って。

　は？　何？　俺の考えてる事って、この〝名も無き悪魔の王〟とかいうやつに伝わっちまう仕組みなのか？

「我ハ貴様。貴様ハ我。裏ト表ニ過ギヌ」

　うわぁ。

　俺には今、「考えてる事」と「実際に喋しやべってる事」の区別が存在しない。考えた事が全部そのまま悪魔に筒つつ抜ぬけってのは、なんというか落ち着かない。

　そしてこの「落ち着かねぇな」って気分も伝わっちまうわけだ。

　あがいても仕方ねぇからいっそ聞くが、悪魔の王様とやらよ。お前さんはどうやったらまた引っ込んで、俺に体を返してくれるわけですかね？

「祭壇ニ至レバ自然ト我ガ意識ハ消エル。其そノ先ハ貴様ガ担になエ」

「さっきから誰と話してるんです？」

　神父が怪け訝げんそうに俺を──っていうか悪魔を見た。

　はたから見りゃ、悪魔が独り言を呟つぶやいてるように見えるんだろう。

「内ナル声ト」

　つまりは俺だ。

　だが神父達は何か意味深な言葉に受け取ったらしく、曖あい昧まいな空気でそのまま聞き流す。

　とにかく、俺の意思とは関係なく作戦が決まっちまった。

　ゴーダが竜で俺を運び、上空から祭壇に叩たたき込こむ。着地はせずにそのまま町に戻ったら、一日だけ成り行きを見守る。

　もし俺が結界の中でゼロを見つけ、〝泥どろ闇やみの魔女〟を殺す事に成功すれば、あたりをうろついている悪魔が消え、ウェニアスへの撤退が圧倒的に楽になる。

　何も起こらなければ。神父達は俺が〝泥どろ闇やみの魔女〟に殺されたと判断し、どちらにせよウェニアスへの撤退を始めるってわけだ。

　──まあ、妥だ当とうと言えば妥だ当とうだろう。

　成功すれば大だい喝かつ采さいだが、失敗したところで失うものは何もない。

　結界に入っちまえば、〝名も無き悪魔の王〟はどうせまた意識を失う。そうしたら、島にいるのは俺と、ゼロと、〝泥どろ闇やみの魔女〟だけだ。

　状況としては、「俺が祭壇に辿たどりつける確率が上がった」以外、特に何も変わっていない。

　この〝名も無き悪魔の王〟がどういう理由で俺に協力するのか想像もできねぇが、俺はもう一度ゼロに会うためなら、文字通り悪魔に魂だって売る気き概がいだ。

「私は主教様に最終的な報告をしてきます。決行は明朝、日の出とともに破は竜りゆう王おうに飛んでもらいますが、危険を感じたら即座に計画を中止しますからね。竜の機動力を失うわけにはいきませんから」

「案ズルナ」

　悪魔が答えた。

　それが俺の言葉への答えなのか、神父の言葉への答えなのか、それとも両方まとめてなのかはいまいち分からないが──。

「我ガ庇ひ護ごノ元ニ在ッテ、落命ノ危機ハ有リ得ヌ」

　悪魔の自信に満ちた端的な答えは、どこかの尊大な魔女を思い出させた。




「だめぇええ！　お兄ちゃんつれてっちゃダメ！　だめったらだめ！　だめぇええぇ！」

　まあ……リーリだ。

　俺が馬泥棒の罪で追放になるって話は、一晩の間に町中の人間に知らされた。

　そして話の裏側を聞かされていなかったリーリは怒り狂い、絶対に誰も近づけさせないかまえで俺の牢ろう獄ごくの前に立ちふさがった。

「事前に説明してなかったお前の落ち度だぞ、神父」

　ゴーダが重々しく神父を責めた。

　神父もさすがに頭を抱え、

「説明したところでどうせ反発しましたよ、あれは」

　と答える。

　まあ、真相を話したところで最終的な結論を考えれば、九割がた俺は死ぬ。リーリの性格を考えれば、死んでも俺を連れて行かせたくはないだろう。

「お兄ちゃん、悪い人じゃないもん！　リーリの事助けてくれたもん！　美味おいしいごはん作ってくれるもん！」

「リーリ……これは傭よう兵へいが自分で決めた道です。言っておきますが、私も一応止めたんですからね。それなりに全力で」

　そうだな。

　少なくとも竜を飛ばして追いかけてきて、俺をこてんぱんに叩たたきのめすくらいには本気で止めてたな、神父は。

　だが、リーリにはそんな事知ったこっちゃないだろう。

「やだぁあ！　じゃあリーリもウェニアス行かない！　行かない行かない行かない！」

「リーリ！」

「怒ってもダメだからね！　リーリ悪くないもん！　神父様が悪いもん！　みんなが悪いもん！　全部全部、お兄ちゃん以外のみんなが悪いのに、お兄ちゃんがひどい事されるなんて、絶対絶対ダメだもん！」

　絶対ここから動かないもん、と声を荒あらげ、リーリは牢ろう獄ごくの戸にへばり付く。

「どうする？　力ずくか？」

「ほかに方法もないでしょう……時間を無駄にはできません」

「禍か根こんが残るぞ？」

「慣れてますから」

　神父は杖つえを一振りし、目視できない極細の糸を風に泳がせる。

　次の瞬間、戸に張り付いていたリーリが何かに引っ張られるように転倒した。あ、と言う間にずるずると引きずられ、神父の眼前に引っ立てられる。

　その間に、ゴーダが素早く牢ろう獄ごくの戸を開き、俺を連れ出して後ろ手に縛った。

　ぽかんとしていたリーリは、自分が牢ろう獄ごくから離れてしまった事にはっとして、身動きが取れないながらもジタバタもがいた。

「やだぁあぁ！　やだやだやだ！　お兄ちゃんもいっしょ！　いっしょに行くの！　お願いお願いお願い！　神父様だって思ってるくせに！　お兄ちゃんと一緒に戻りたいって思ってるくせに！　死んでほしくないって思ってるくせに！」

「だから私に支配しろと？」

　冷ややかに聞かれて、リーリは黙った。

　神父はしばしリーリの言葉を待ってから、何も言わないのを確認して改めて口を開く。

「自らの命の使い道は、自ら決めるものです。傭よう兵へいは自らの命を犠ぎ牲せいにしてでも、ゼロを追う事を選んだ。そういう経験が、あなたにもあったはずです」

　楽園の海──ルートラの町で両親を〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官に連れ去られたリーリは、危険を承知で俺を助け出し、裁定官のところに俺と一緒に乗り込んだ。

　そして両親を守る力を得るために俺の旅に付いてきて、最後はウェニアス王国からここまで無理やり神父達に付いてきた。

　リーリは雪に埋うもれたまま、自分の頭の中と戦うように頭をかかえ、うーうーと呻うめきながらもがいた。

「破は竜りゆう王おう。ここは大丈夫ですので、傭よう兵へいを連れて町へ。しかる後、祭壇へ飛んでください」

「悪者になった気分だ……」

「町に行けば歓声が聞けますよ」

「ますます悪い」

　ゴーダは顔を顰しかめて、俺を竜の背に乗せる。

　竜は大きく翼を開くと、軽く助走をつけて飛び立った。

　地面はぐんぐん遠ざかり、風がごうごうと耳元で鳴る。

　そのまま町の上空を旋せん回かいすると、神父の言葉通り、広場に集まっていた民衆が口々に歓声を上げた。

「追放だ！　馬泥棒を追放しろ！」

「魔女の仲間め！」

「汚けがらわしい獣けもの堕おち！　教会の敵め！」

「悪魔に食われろ！　罪人に神の裁きを！」

　などなど、言いたい放題だ。

　これに、ゴーダが深く溜ため息いきを吐つく。

「元獣けもの堕おちである事も、魔女の傭よう兵へいである事も、今回の追放とは無関係だと再三説明したというのに……結局このざまか」

　まあ、どんなに体面を繕つくろったって、この状況で俺を追放すればこうなるだろう。

　馬を盗んだから悪人、という図式じゃない。

　悪人だから馬を盗んだし、追放される、という図式だ。

　神父やゴーダやジェマが──俺とウェニアスから行軍してきた連中が、どれほどそれを避けたかったかは想像できる。

　これから共存して仲良くやってきましょうってのに、その初手が「魔女の仲間だった元獣けもの堕おちの追放」で始まるなんて、どう考えても最悪だ。

　たんなる追放じゃなく、神意裁判って事になっちゃいるが──そもそも俺が戻ってこられると思っていない連中からしたら、どっちにしたって同じ事だ。

　声が届くなら謝罪の一つもしてやりてぇが、悪魔の口を通して謝られても不気味なだけだろうから控えておく。

　まあ、神父は人を操る術に長たけてるクソ野郎だ。俺が心配しなくても、うまい事やってくれるだろう。

　ゴーダは数度広場の上を旋せん回かいし、一度低空で飛んでから再び高度を上げた。

　歓声がみるみる遠ざかり、町があっというまに米粒のようになる。

　速いなぁ、竜。これなら祭壇まであっという間に着くだろう。

　竜が祭壇に進路を定めて森を抜けると、開けた視界のかなたまで凍り付いた海が広がっている。その表面に竜の影が落ちると、待機していた悪魔の群れが動き出した。

　飛べる連中は竜を囲むようにして飛び、そうでない連中はぞろぞろと氷海を駆けていく。

「まさに悪夢だな……」

　ゴーダがぼやいた。

　まったくだな、とは心の中だけで同意しておく。

　悪魔の行進のど真ん中にいるなんて、根っからの教会信者であるゴーダからしたらそうとしか言えないだろう。

　さらに、正面には俺達を待ち受ける悪魔の群れがいるときたら──。

　数はこちらの軍勢と同程度だろう。祭壇のあるジェネロス島の周囲に、ありとあらゆる獣けもの堕おち──つまりは悪あく魔ま憑つきがひしめいていた。

　こちらと同じく、飛べる悪魔もいくらか見えるし、悪魔が作ったと思おぼしき、悪趣味な動物の群れもうろついている。

　刃物のヒレで氷海を滑る魚やら、転がって移動する全身トゲだらけの謎の球体やら、森で見かけた化け物連中よりもふざけているし、意味不明だ。

「おい、本当にあれを突破できるんだろうな……！　そもそも、ゼロはどうやってあの悪魔の群れを突破したんだ!?」

　ゴーダがごうごうと鳴る風に負けじと叫んだ。〝名も無き悪魔の王〟は答えず、ゆうゆうと竜の背に立ち、両腕を前に突き出す。

「──低ク」

　命令とも言える短い指示に、ゴーダは悪あく態たいを吐つきつつも高度を下げた。

　氷の海に触れるギリギリの位置まで下がると、〝名も無き悪魔の王〟は突き出した両腕を頭上に振り上げる。

　その瞬間、氷の海に波が立った。

　左右から打ち寄せたさざ波が、ある一点でぶつかって高い波になるように、氷の波がバキバキと音を立てて空に向かって立ち上がる。

　盛り上がった氷の波は悪魔の群れを押しのけ、吞のみ込こみ、ぽっかりと口を開けた氷の通路となって竜を一直線に祭壇に導いている。

　ゴーダは叫んだ。

「天変地異を起こすなら先に言え！」

「竜ヨ、火ヲ」

　何、とゴーダが聞き返すより早く、氷の通路が崩くずれ始はじめた。俺を祭壇に入れたくない悪魔どもが、氷の通路を壊しにかかっているらしい。

　ひび割れ、崩くずれ落おちてくる氷の塊目がけて、竜が喉のどを反らして火を噴いた。氷の塊が一瞬で蒸発し、あたりが水蒸気で真っ白になる。

　ゴーダは愕がく然ぜんとした。

「悪魔は竜と話せるのか!?」

「無論」

「それも先に言っておけ！　──あ、おい！」

　ジェネロス島が近づき、その中心にそびえる祭壇が目視できる距離に近づくと、悪魔は竜の背から飛び降り、その足にぶら下がるという曲芸じみた行動に出た。

　なあ、それ俺の体なんだが、大丈夫だよな？

　さっき氷の波とか起こしたとき、体の一部が凍ってるように見えたけど大丈夫だよな？

　まあ、やっちまったもんはしょうがねぇんだけどな……。

　心の中でぼやくと、悪魔が含み笑った。──笑うのか、こいつ。って、館長があんだけゲラゲラ笑うんだから、この〝名も無き悪魔の王〟も普通に笑うのか。

　そう思った、まさにその直後。

「ギャァアアァア！」

　耳をつんざく絶叫が、竜の喉のどから飛び出し、辺り一帯の空気を揺さぶった。

「なんだ!?　どうしたヒース！　落ち着け！」

　ゴーダがなだめるのも聞かず、竜は身もだえして進路を変え、氷の壁に激突する。

「竜ノ角ヲ摑つかメ！」

　なぜだ、とゴーダは聞かなかった。

　悪魔の指示を受けて即座に竜の首に飛びつき、その頭から伸びる二本の角を摑つかむ。

　竜は一瞬嫌がるそぶりを見せたが、角を摑つかんでいるのがゴーダだと確認すると、急に大人しくなって再びまっすぐ飛び始めた。

「い、一体なんだったんだ……！」

「竜ノ角ハ人知ヲ超エタ万感ヲ司つかさどル。摑つかメバ鈍にぶリ、鈍にぶレバ苦痛ハ和やらラグ」

「物理で落とせないと見て、感覚器官を狂わせにきたわけか……」

　うるさくて死にそうなときに、耳をふさぐと楽になるようなもんだろう。

「だが、俺達の勝ちだな……祭壇の上空に入るぞ！」

　氷の海スレスレを飛んでいた竜が、ジェネロス島の陸地に合わせて高度を上げた。

　結界に入るか入らないか──その直前に、竜の足にぶら下がっていた〝名も無き悪魔の王〟が手を放し、俺の体は島に放り出される。

　受け身を取る余裕もなかったが、衝撃は思ったより強くなかった。

　あ、と思う間もなく竜の姿は空に浮かぶシミのように小さくなる。それが瞬またたく間まに飛び去っていくのを、俺はどこか他人ひと事ごとのように見送った。

「……お、喋しやべれる」

　そして動ける。

　予想通り、〝名も無き悪魔の王〟が、結界の効果で表に出てこられなくなったからだろう。

　草原に転がっていた俺は起き上がり、目をしばたたいた。

「……草原？」

　周りは凍り付いた海だってのにか？

　俺は改めて、ぐるりと周囲を見回した。

　一面の緑だ。

　生い茂った木々には果物が実り、草花の間を虫が忙しく飛び回っている。

　島の中心には小さな聖堂がぽつんとあり、そのそばに荒あれ果はてた畑が広がっていた。

　結界の外では海が凍り付き、化け物がうろつき、悪魔が殺し合ってるってのに、そんな事お構いなしに長閑のどかな景色だった。

「……ここに、ゼロが？」

　妙に、ほっとしてる自分がいた。

　もっと悲惨な光景を想像していたからだ。

　まだ何一つ状況は把は握あくできていないが、ゼロのいる場所に広がっている景色が凄せい惨さんじゃないってだけで、ひとつ救われたような気がした。
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　飛び立った竜の影を灰色の空に見送って、リーリは雪の中にぺったりと座り込んだ。

　行ってしまった。

　──行かせてしまった。

「うう……ううー……！」

　言葉にならない苦々しい感情が、リーリの小さな体で荒あれ狂くるう。

「悪くないのに……お兄ちゃん悪くないのに……！」

　全部、人間のせいではないか。

　人間を守るために、ウェニアスからわざわざ旅をしてきたのに、ゼロと傭よう兵へいを町から追い出したのは人間だ。

　ゼロが町を去ったのは人間のせいだし、それを追うために傭よう兵へいが馬を盗んだからといって、それの何が罪だというのだ。

「あなたの言いたい事は分かりますよ」

　リーリとともに竜の影を見送っていた〝隠いん匿とく〟が、溜ため息いきとともに口を開いた。

「罪人として追放すべきではなかった。世界を救おうとする英雄として送り出すべきだった」

　リーリは頷うなずく。

　傭よう兵へいが行きたいと言うのなら、行かせるのが道理だ。〝隠いん匿とく〟の言う通り、死んでほしくないからと支配するのは間違っている。

　だが、それだって方法があったはずだ。

　もっと適切な形があったはずだ。

　傭よう兵へいが受けるべきは罪を責める石ではなくて、期待のこもった声援だったはずだ。

「……私の力不足です」

「ちがう！」

　リーリは声を上げた。

　何度も喉のどまで出かけた言葉だ。「神父様のせいだ」と。けれど何度も飲み込んだ。そうではないと知っているから。

〝隠いん匿とく〟は自じ嘲ちようを含んだ笑みを浮かべる。

「少なくとも、オルルクスの膝ひざを叩たたき折おるべきではありませんでしたね。──事故に見せかけて殺すべきでした」

　これにはリーリも同意する。

「リーリ、咬かんじゃえばよかった」

「それは自重してください。全員死にます」

　ネズミの獣けもの堕おちは病気を媒ばい介かいする。咬かみつかれた人間は伝染病に感染し、連鎖的にバタバタと人が死ぬだろう。

　リーリは両手でぱっと口を押さえた。

「言ってみただけ」

「でしょうとも」

　リーリはのろのろと立ち上がる。神父が自分と同じ気持ちでいると分かっただけで、少しだけ気が楽になった。

「おにいちゃん、帰ってくるよね……」

「その可能性は低そうですがね」

「でも、信じてるでしょ？」

　リーリは体についた雪を払い落としながら、〝隠いん匿とく〟を見上げた。

「お兄ちゃんとお姉ちゃんのこと、神父様信じてるでしょ？」

「私がいくら信じたところで……」

　苦笑して、〝隠いん匿とく〟は雪原に一歩踏み出す。そうすると、雪で覆おおい隠かくされた血泥が滲しみだして赤黒い足跡になった。

　リーリはその赤黒い足跡を追いかけて、ちまちまと歩いていく。

「でも、信じてないと待てないよ」

「待つ？」

〝隠いん匿とく〟は立ち止まり、リーリを見下ろした。

　だって、とリーリは言葉を探す。

「もし帰ってきたら？　お兄ちゃんとお姉ちゃんが帰ってきたら？　みんな……町のみんな、怖こわがっちゃう。でも神父様が待ってたら、お兄ちゃんもお姉ちゃんも、ただいまって言う人ができるから……」

　誰も戻ってくるとは思っていない二人が、世界の敵である魔女を倒して戻ってきたら──それは果たして英雄か、化け物か。

　それを決めるのは、果たして誰か。

　神父は黙り、突然リーリを抱え上げた。

「戻る事を前提に動くとなると、今から大忙しですよ、リーリ。殺すつもりで送り出した化け物が、英雄として戻ってくるのを、民衆に受け入れさせる地盤が必要になってくる」

「手伝う！　リーリ！　なんでもする！」

　神父は笑った。つられてリーリも笑顔になる。

　凱がい旋せんする化け物を受け入れる地盤を作るという事は、民衆に勝利を期待させるという事だ。それはひょっとして、絶望を受け入れるより残ざん酷こくな事かもしれない。

　だが、彼らは知らなければならない。

　自分らが吹き消そうとした希望の火が、どれほど大きかったのか。

　その火を守り、薪まきをくべて送り出せば、どれほど心強かったか。

　傭よう兵へいとゼロが戻らなかったその時は、それを悔くいて落らく胆たんしなければならない。二人が戻ったその時は、歓声を上げて受け入れなければならない。

　不本意な送り出し方をした。

　だが正しく迎え入れる準備はまだ間に合う。〝隠いん匿とく〟にはそれができるとリーリは信じていたし、軽い足取りで歩ほを進める神父の足跡が、赤黒く染まる事はなかった。
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　しばらく茂みで島の様子を窺うかがっていた俺は、欠伸あくびが出るほど何も変化しない風景に、ようやく少し緊張を解いた。

「とりあえず、安全そうか」

　誰も聞いちゃいないのに、あえて声に出して呟つぶやく。

　ジェネロス島に到着した瞬間、ゼロなり〝泥どろ闇やみの魔女〟なりに殺される可能性も考えていたが、誰かに襲われる心配は今のところなさそうだ。

　っていうか、本当に人がいるのかも疑わしい。いつものくせで空気の臭いをかいでみたが、人間の恐ろしく鈍にぶい嗅きゆう覚かくじゃ何もかぎ分けられなかった。

　耳も悪くなったし、肌身で気配を察知する感覚も鈍にぶった気がする。まったく、世の中の人間連中は、よくこんな鈍にぶい感覚で生きていけるな。

　俺は恐る恐る立ち上がり、改めて島を見回した。

　荷物を漁あさると、ちゃんと俺が事前に用意しておいた、もろもろの装備がそろっている。練って固めた爆薬やら、酒を入れた小こ瓶びんやら──いつもの俺の旅装備だ。

　悪魔の野郎が俺の体で好き勝手した影響か、多少体が重い気がするが、獣けもの堕おちだった頃の調子と比べれば誤差の範囲だろう。

　普通の人間の体ってだけで、十分にいろいろ重い。具体的に言えば、以前はちっとも重くなかった荷物がずっしりと肩に食い込む程度には重い。

　指が一本消えてたり、微妙に全身が凍傷気味だったりと、不具合を挙げ連ねればきりがないが、まあ、文句を言ってても始まらない。

　俺はカンテラに火を入れて、とりあえず島を一周ぐるりと歩いてみる事にした。

　すぐにでも祭壇に踏み込んでゼロを探したい気持ちはあるが、俺だってまったくの無策でここまできたわけじゃない。

「はぁーん……館長の言ってた通りだな……」

　ジェネロス島は小さな島だ。海辺に浮かぶささやかな足場と言っても過言ではないくらいで、あるのは朽くちた祭壇と畑だけ。

　ただ島の七方向に、人間の背丈程度の守護聖像が祀まつってあった。




　葡ぶ萄どう酒しゆの入った水みず瓶がめを持つ豊ほう穣じようの神。

　巨大な覆おおい布ぬのを持った死生神。

　法と秩序を司つかさどる本を持った知の神。

　戦を司つかさどる双子神──これは攻撃と守護を司つかさどる二体で二ふた柱はしらの神だ。

　槌つちを持った創造の神。

　ハサミを持った治ち癒ゆの神──死生神の持つ布を切り裂く力を持つって意味らしい。




　いかにも教会らしい装飾だった。

　そして、館長曰いわく──。

「この守護聖像が、ジェネロス島の結界ねぇ……」

　教会の古い書物を読よみ漁あさり、歴史的なんたらだか、儀式的うんたらだかを調べた館長が言うなら、まあ間違いないんだろう。

　結界は、外部からの攻撃には強いが、内部からの攻撃には弱いと言うが、こうして実際に中に入ってみると、あまりにも無防備だ。

「殴ったら壊れそうじゃねーか……」

　拳こぶしでこつこつと像を叩たたくと、風化した一部がぱらぱらと崩くずれてくる。

　さすがに七大聖堂ともなると、建てる段階から結界を意識しているから、建物ごと吹き飛ばさない限り結界が壊れる事はないらしいが──。




「傭よう兵へい」




　突然声をかけられて、俺は息が止まりそうになった。

　まさか、と思う。

　そして振り返る暇もなく、背中に飛びついてくる体温があった。

「お…あ……お、お前──！」

「よもやここまで追ってきてくれるとは……正直、君を少し見くびっていた。よくぞきてくれた、傭よう兵へい。我わが輩はいは嬉うれしい」

「ッ──お前！」

　なんて事のない、いつも通りのゼロの態度と言葉に、急に怒りが湧いた。

　ゼロを振り払って正面から対たい峙じすると、あれほど会いたかった女の顔が目の前にある。

　──はずなのに。

「……魔女？」

「うん？」

　俺の問いかけに、ゼロは首を傾かしげる。

　違和感があった。

　っていうか、よくよく考えてみれば違和感しかねぇんだが。

「お前……無事……だったんだな？」

「ふむ……怪け我がをしているように見えるか？」

「じゃあ、お前のお師匠さんは？」

「我わが輩はいが倒した」

　ゼロはにっこりと笑って言った。

　倒したか……。

　なるほど、そうか。

「じゃあ、なんで外には悪魔がうようよいるんだよ。お前の師匠を殺せば、全部消えるって話だったじゃねぇか」

「我わが輩はいが契約を引き継いだのだ。話せば長い事情がある。まあ、立ち話もなんだ、祭壇に入ろう。倉庫を漁あさってみたら、葡ぶ萄どう酒しゆの樽たるをたくさん見つけてな。君も喉のどが渇かわいただろう？」

「なんで俺を人間にして、森に置き去りにした？」

　踵きびすを返して歩き出した背中を、俺は核心を突く質問で引き留めた。

　ゼロはどこか困ったような表情で振り返り、胸の前で腕を組む。

「話せば長くなる、と」

「手短に頼む」

「君を試したかったのだ。本当に我わが輩はいの傭よう兵へいとなりえる存在か。決して我わが輩はいを裏切らないか。我わが輩はいの力なくして、ここにたどり着くだけの力があるか。そして、君は見事我わが輩はいの期待に応えてくれた」

　俺を試した。

　俺の忠誠を？

　そして俺が期待に応えたから、また傭よう兵へいに返り咲きってか？

　そりゃあ光栄だこったな。光栄すぎて涙が出そうだ。

「……で？」

　俺は問い返した。

「誰だてめぇ？　俺はお前なんざ知らねぇぞ」

　一瞬、間があった。

　ゼロの姿をした別人は急に表情を消して、ひどくけだるげな様子でゆったりと口を開く。

「……ほう。思ったよりも愚かではないのだな。なるほどゼロが執着する理由も分かる。よい傭よう兵へいだ。よい下僕だ。獣けものの戦士でなくとも、この忠誠心は価値がある」

「お褒ほめに与あずかり光栄なこったな。てめぇが〝泥どろ闇やみの魔女〟だな？　なんでうちの魔女の体に入ってんだてめぇ。どうやって入った」

「なるほど、なるほど……そこまで察するか。いいではないか。とてもいい」

　この一年ちょっと、伊達だてに魔女と旅してきたわけじゃねえ。人は死んでも〝死に切らない〟事は知ってるし、魂だか霊だかが人にとりつく事も知っている。

　だが何よりも、目の前にいる女はゼロじゃない。そう確信できるだけの積み重ねが、俺とゼロの間には確かにある。

「簡単な話だ。ゼロは我わが輩はいの計画に賛同し、自ら肉体を我わが輩はいに差し出した。ゼロの体は極めて強い。強大な魔力を宿し、老いを知らぬ。我わが輩はいは老いたが、蓄えた知識と練り上げた計画はこの世界を導く。同一の目的を果たすため、我わが輩はいとゼロは一つになった。我わが輩はい達が絶対的な悪として君臨する事で、世界はようやく一つになる。ゼロは──」

　魔女は人差し指を突き立てて、とん、と俺の胸を叩たたいた。

「貴様に退屈な人生を与える事を望んだ。力を持たぬ人間として、絶対的な悪に怯おびえる些さ末まつな人間としての人生を与える事を望んだ。貴様が決して戦いに駆り出されぬようにとな。その目的のためには、我わが輩はいに下るのが確実だった。我わが輩はいと戦い、貴様の命を危険にさらすよりも」

　本当に師匠を──〝泥どろ闇やみの魔女〟を倒すべきなのか、とゼロが呟つぶやいた日の事を、俺は思い出した。

　絶対的な悪として君臨している〝泥どろ闇やみの魔女〟を殺せば、共通の敵を前に結束した魔女と教会は再び二つに割れるだろうと。

　ゼロがそんな事を言い出した直後にオルルクスの襲しゆう撃げきがあり、ゼロはいよいよ怒り狂った。こんな世界なら救いたくないとさえ言った。

　ゼロはずっと悩んでいたんだ。

　心底世界の平和を望んだからこそ、世界の敵になる事を最善策だと考えた。

　ゼロにそう思わせたのは俺だ。

　俺自身が迫害される状況に甘んじて、それが当然だって顔をして、我が慢まんするのが一番だと言い続けたからこそ、ゼロは世界の破壊を──〝泥どろ闇やみの魔女〟を肯定した。

「しかし、皮肉なものだな。であればこそ、貴様はゼロを追ってきた。美しいな。我わが輩はいは美しいものが大好きだ」

　驚きはしなかった。うろたえもしなかった。

　そんなこったろうと思ったよ。馬鹿なやつだ。つくづく馬鹿だ。

「愚かだと思ったが、これが人の言う〝情〟か。獣けものの魂を失った無力な貴様を、ありとあらゆる手段を行使してでもこの地に至らしめるほどの力がその〝情〟とやらにあるのなら、なるほどまったく悪くない。我わが輩はいに下る事を許そう」

「……はぁ？」

　俺は思い切り聞き返した。

「俺がお前に、なんだって？」

　すると魔女はさし伸ばした両腕を、俺の首に絡からめてくる。

　甘い匂いがした。

　人間の鼻でも分かる、いつもと同じゼロの匂いだ。絹よりも滑なめらかな長い銀髪が、風に吹かれて優しく俺の頰ほおをくすぐっている。

「我わが輩はいに忠誠を誓い、我が下僕となる事を許すと言った。ゼロの望みは貴様の幸福。貴様の望みはゼロとともにある事だ。ならば我わが輩はいは貴様を名で縛り、再び獣けものの魂を与え、我が眷けん属ぞくとしてやろう。幸いな事に、獣けものの魂はゼロが首から下げている。我わが輩はいと、ゼロと、貴様と──そして貴様の中に息づく〝名も無き悪魔の王〟の力をもって、この世界に真の平和をもたらそう。常に平等で、あらゆる存在が公平な世界を──」

「やなこった！」

　即答した。全力で。最後まで言わせずに。

　今にも俺の唇くちびるに唇くちびるを押し付けそうだった魔女が、顔を顰しかめて体を引いた。

「──なに？」

「何を言い出すかと思えば……みんなで世界を救いましょうだ？　平等で公平な世界だ？　知った事かよ、勝手にやってくれ。だが俺達を巻き込むな！　これっぽっちも興味がねぇんだよ、そんなもん！　おい魔女、聞こえてんだろう！」

　首に回されている細腕を摑つかんで、俺はゼロを呼んだ。

「俺の幸せがどうとか、世界の平和とか、そんなつまんねぇ理由で勝手に世界の敵になってんじゃねえぞ！　俺は言ったぞ！　お前のためなら戦うってな！　なのにお前がひよってどうすんだ！　とっととそんな魔女、体から追い出しちまえ！　お前らしくもねぇ！」

　悪魔が俺の体を使っているときと同じ状況だとしたら、俺に周りの声が聞こえたのと同じように、ゼロにも俺の声が聞こえているはずだ。

　俺がゼロに声をかけ続けると、魔女はことさら不快そうに顔を顰しかめる。

　と同時に、俺の体は宙を舞った。──と言うか、宙に浮いた。

「う、げ──！」

　次に何が起こるかは、俺がどんなにお気楽な脳みそを持っていたとしても想像がつく。魔女の不興を買った哀れな人間が宙に浮かされ、次にされる事なんてただ一つ──案の定、俺は背中から祭壇の壁に叩たたきつけられた。そのまま地面に落ちる事なく壁に縫い止められて、痛みにうめき声をあげる。

　持っていたカンテラがはずみで落ちて、雑草の生い茂った畑に落ちた。乾いた草に引火して、あっという間に燃え広がる。

　熱風が俺の体を舐なめた。火あぶりなんて御ご大たい層そうなもんじゃねえが、爆はぜる火の粉だけで十分熱い。

「くそ……どいつもこいつも……！」

　馬鹿馬鹿しいほど俺より強い。

　魔女だの悪魔だの裁定官だの──少しでいいから、俺みたいな普通の人間でもまともに戦えそうな相手に出てきていただきたいもんだ。

「あまり我わが輩はいの機嫌を損ねぬ事だ。せっかく我わが輩はいの手元にやってきたかわいい家畜を、苦しめて泣かせたくはない。五体満足で貴様を使役しようという、我わが輩はいの好意を無む下げにしてくれるな」

「恩着せがましく言ってんじゃねえ……！　両手足を捥もがれたところで、てめぇの下僕になるなんざごめんだっつーの……！」

「なぜだ。この体はゼロの体だ。貴様が求めて追ったゼロこそ我わが輩はいだ。貴様が求めてやまないゼロとともに生きる事を許すというのに、なぜ貴様はそれを拒こばむ？」

「知らねぇようだから教えてやるがな。俺は魔女が大──っ嫌いなんだよ！　だが魔女のなかで一人だけ、たった一人だけ特別な奴やつがいる。世界にとって特別危険で、俺にとって特別無害なたった一人がな。でもって、それはお前じゃねえ」

　だから──。

「ゼロを返せ。てめぇごときに雇われるほど、俺は安い傭よう兵へいじゃねえぞ」
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　魔女の哄こう笑しようが島に響いた。

「手も足も出ない状態で、よくぞそこまで大おお見み得えを切れたものだ。望み通り四し肢しを捥もぎ、道化としてそばに置くのも一興やもしれぬなぁ。命は取らんよ、それがゼロとの約束だ。追いもしないさ。そもそも逃がしはしないがな。貴様の中にいる〝名も無き悪魔の王〟も、きっと祝福してくれるだろう」




　──なに？




「……なんだと？」

　突然、俺はずっと前に〝泥どろ闇やみの魔女〟が俺に向けて言った言葉を思い出した。

〝お前も、祝福してくれるだろう？〟

　あの日、十三番が死んだ日。

　凍り付いた森で、こいつは確かにそう言った。

　そして俺が返事をしたら、「お前に言ったのではない」とわけの分からない返事をされた。

　あの時すでに悪魔が俺の体の中にいたとして、それに〝泥どろ闇やみの魔女〟は気づいていたとして、そのうえで言った言葉なのだとしたら──。

「貴様がこの祭壇にこられたのは、他ならぬ悪魔の力を借りたが故だ。して、なぜ悪魔が貴様に力を貸したと思う？　その悪魔は我わが輩はいのもとにきたかったのだ。我わが輩はいの作る世界を見るために。その悪魔は──〝名も無き悪魔の王〟はな、ゼロの傭よう兵へい。我わが輩はいの伴はん侶りよだ」

　パキン、と魔女が指を鳴らすと、壁に縫い止められていた俺の体は地面に落ちた。

　だが俺は頭が混乱して、〝泥どろ闇やみの魔女〟の言葉の意味を理解するのに忙しくて立ち上がる事ができなかった。

〝泥どろ闇やみの魔女〟が〝名も無き悪魔の王〟の伴はん侶りよだとして──仲間だとして。

　つまりゼロの母親が世界の敵たる〝泥どろ闇やみの魔女〟なら、父親は悪魔って話か？　そいつは非の打ちどころのない悪の血筋だ。

　いや、そんな事はどうでもいい。

　俺は最初から祭壇にくるつもりだった。ゼロを追って。〝名も無き悪魔の王〟がそれを手伝わなかったとしてもだ。

　──だが、ひょっとして。

　くるべきじゃなかったのかもしれない、と。今初めて思った。

　もし、〝泥どろ闇やみの魔女〟の言う通りなのだとしたら、俺はゼロがわざわざ俺を逃がすために差し出したすべてを無駄にして、ただ〝泥どろ闇やみの魔女〟を喜ばせるために祭壇にきた事になる。

〝泥どろ闇やみの魔女〟は俺を上から覗のぞき込こむ。

「今こそ、我わが輩はいの言葉で改めて礼を言おう。よくぞきてくれた。その悪魔をつれて、のこのこと我わが輩はいのところまで。ゼロが望んだ貴様の平へい穏おんを、よくぞ捨ててきてくれた。貴様が望まなければ、〝名も無き悪魔の王〟も手出しはできなかっただろう。あれはゼロが貴様の体を使って召喚した悪魔──貴様が望まねば、貴様の命を危険にはさらせない。そして我わが輩はいが貴様の命を握っている限り、貴様がどれほど声の限りに名を呼ぼうと、ゼロは姿を現さない。なぜならば、ゼロが姿を見せた瞬間、我わが輩はいが貴様を殺すからだ。ゼロは自らの意思で我わが輩はいに下ったが、貴様はそれをより強く縛る鎖となる」

　考えろ。

　どうすればいい？　考えろ、考えろ。

　俺の目的はゼロだ。

　ただ、ゼロに会いにきた。

　そのゼロが、俺のために〝泥どろ闇やみの魔女〟に下り、俺のせいで表に出てこられないと言う。

　──だが、なぜだ。

〝泥どろ闇やみの魔女〟はこう言った。俺が望まなければ、〝名も無き悪魔の王〟も祭壇にはこられなかったと。

　そして〝泥どろ闇やみの魔女〟は、〝名も無き悪魔の王〟が祭壇にくる事を望んでいた。

　つまり、俺とゼロの二人が欲しかったわけだ。

　だが、ゼロは俺を人間に戻し、森に置き去りにして一人で祭壇を目指した。俺の身の安全と引き換えに、〝泥どろ闇やみの魔女〟に体を明け渡した。

　取引はいつだって、対等な立場で発生する。

　絶対的な強者と弱者なら、ただ弱者が搾さく取しゆされるだけだ。

〝泥どろ闇やみの魔女〟と取引が成立するほど、ゼロの協力には価値があった。逆に考えれば、ゼロに抵抗される事を〝泥どろ闇やみの魔女〟は恐れた事になる。

　ゼロと〝泥どろ闇やみの魔女〟の力が拮きつ抗こうしてるなら、ゼロの足を引っ張ってるものを切り捨てれば戦えるはずだ。

　そのためには。

　そのためには──。

「……あ」

　ふと、気づいた。

　恐ろしく簡単な解決策だ。簡単過ぎて思わず笑いそうになる──どころか、俺は笑いだしていた。

「気が触ふれたか……？」

「ああ、いや。──そうだな。そうかもしれねぇ。だが、お前を倒そうとするよりゃ、よっぽど現実的で簡単だ」

「ほう。下る気になったか」

「ちげぇよバーカ」

　俺はナイフを引き抜いた。




「俺が死ねばいい」




　そうすれば、ゼロにはなんの制約もなくなる。

　明らかに、俺がゼロの足あし枷かせになっていた。その足あし枷かせが壊れれば、ゼロは容よう赦しやなく〝泥どろ闇やみの魔女〟をぶっ殺して、世界に溢あふれた悪魔どもを追い返せる。

　そうしたらゼロ一人でもノックスに凱がい旋せんして、英雄面してふんぞり返っていられるはずだ。

　ゼロの怒り狂う顔が見えるようだった。「そんな事望んではいなかった」と、きっと人間に戻されたときの俺と同じように叫ぶだろう。

　だが、そんな事知った事じゃねえ。

　悪いな、ゼロ。

　俺がお前より強けりゃよかった。俺にお前を倒せる力があれば、お前に全部押し付けて死ぬなんて事しないで済んだはずなのに。

　だがあいにく、この状況で俺に殺せるのは、無力な人間でしかない俺じぶんだけだ。

　一瞬の躊ちゆう躇ちよもなかった。

　俺は引き抜いたナイフを自分の胸にあてがい、思い切り押し込む。

　その瞬間──。

「よせ！　だめだ傭よう兵へい！」

　ゼロが叫んだ。

　そう、ゼロが。

　心臓に突き刺そうとしたナイフの先端は、突進してきたゼロの衝撃で、わき腹を切り裂いて壁に当たった。
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　しんと、あたりが静まり返る。

　俺の体にしがみついているゼロが、真っ青な顔色で俺を見た。

　俺は笑う。──そうだ、こいつだ。この女だ。

　他の誰でもない、俺はこいつを追ってきた。

「痴しれ者ものが……！　君は愚かだ！　どこまでも馬鹿だ！　信じがたいど阿あ呆ほだ！　白馬の王子などという柄がらではないだろう。二度とするな、こんな不死身の英雄のような事……！」

「そっちこそ、囚とらわれの姫って柄がらじゃねぇだろ？　二度とやるなよ、こんなつまんねぇ人間みたいな事」

　いつか見た、みっともない泣き笑いを浮かべながら、ゼロは俺の肩を殴った。わき腹からあふれる血を見て、傷をふさごうと手をかざす。

　だが、状況がそれを許さなかった。

　祭壇の壁が内側から吹き飛んで、その破片が俺達に襲い掛かる。もうもうと立ち込める土つち埃ぼこりの向こうに、あの日凍り付いた森で見た〝泥どろ闇やみの魔女〟が立っていた。

　地面に届きそうな長い銀髪と、ゼロにそっくりな面おも立だちに、妖よう艶えんな体つき。

「そっちの体も残ってたのかよ……！」

「器は使い分ける。──さて、ゼロよ。我が愚かな娘よ。約束を破ったな？　いささか折せつ檻かんが必要なようだ」

〝泥どろ闇やみの魔女〟の鋭い眼光が俺を射すくめた。その視線をさえぎるように、ゼロが俺の前に立ちはだかる。

「殺させはしないぞ、泥どろ闇やみよ。奇くしくも──そして幸いにして、予定通りの構図になった。傭よう兵へいが人間の姿になってはいるが、そもそもこれは魔女と魔女との闘いだ」

　さらっと戦力外通告しやがった。

　実際そうなんだけどよ。

「師であり、母である我わが輩はいに勝つ気か？　ゼロよ。五百年の時を生きるこの古き魔女に」

「いかにも。我わが輩はいは稀き代だいの天才魔女であり、この我わが輩はいの右に出る者は一人として存在しない。あの日、森で会った貴様は実体のない幻だったが──その体は実体であり、その身には魂が宿っている。消し炭にしてくれよう！」

　宣言して、大きく腕を振り上げた。

　一拍。

　ゼロがもう一度腕を振り上げ、青ざめる。

「馬鹿な、魔法が──!?」

「使えないか？　当然だな。ここは教会の張った強力な結界の内部。おいそれと魔法など使えるはずがない」

〝泥どろ闇やみの魔女〟が腕を振り上げた。

「だが、我わが輩はいは使える」

　ぱきん、と指を鳴らすと、氷の刃やいばが次々と空中に現れる。

　圧倒的な絶望がそこにあった。

　俺は頭のどこかで、ゼロさえ取り戻せばどうにかなると思ってた。〝泥どろ闇やみの魔女〟だろうとなんだろうと、ゼロなら簡単に倒せると。

　だが、そもそもゼロが〝泥どろ闇やみの魔女〟に下った理由を考えれば、当然そんなわけがない。

　ゼロは俺を守るために、自主的に〝泥どろ闇やみの魔女〟に下ったわけだ。敵対したら無傷じゃ済まないと、ゼロもまた思ってたからだ。

　そして、ゼロの悪い予感は的中した。

　ゼロはこのジェネロス島で──強力な結界の中で、〝泥どろ闇やみの魔女〟とまともに戦う事すらできない。

「これが年月の差だ、ゼロよ。教会との戦争が、古き魔女に与えたものだ。多くの悪魔を召喚し、多くの知識を得、教会の作り出した結界に生じる針の穴を穿うがつ技だ」

〝泥どろ闇やみの魔女〟が腕を振り上げ──下ろす。

　俺は咄とつ嗟さにゼロの腕を摑つかみ、胸の中に抱き込んだ。

「傭よう兵へい!?　何を──！」

　ゼロをかばった背中に氷の刃やいばが突き刺さり、噴き出した血が胸に抱いたゼロにかかる。

「傭よう──ッ」

　踏みとどまろうとした膝ひざが、あっけなく崩くずれた。

　あ、とゼロの口から呆ほうけたような声が漏れて、俺が地面に倒れた直後、それが空気を揺るがす怒ど号ごうに変わる。

「泥どろ闇やみ──貴様ぁあぁああぁ！」

　ゼロが腕を振り上げると、無数の炎の蛇がゼロの体を中心に螺ら旋せんを描いた。

「ほう……？　力技で結界をねじ伏せるか……やはり恐ろしいものだな、悪魔の血筋とは」

　感心して呟つぶやく〝泥どろ闇やみの魔女〟に、ゼロは容よう赦しやなく炎の蛇をけしかけた。

　それは〝泥どろ闇やみの魔女〟が作り出す氷の刃やいばを一瞬で蒸発させ、辺りに噎むせ返かえるような水蒸気が充満する。

　相手の姿も見えない、白い闇の中で、ゼロは一瞬たりとも攻撃の手を休めなかった。数えきれない〈鳥追スタイム〉が地面に突き刺さり、〈崩岳砕クドラ〉が聖堂の一部を吹き飛ばす。

　だが、ゼロの表情は苦く悶もんに満ちていた。

　理由は分かる──結界の外にひしめく悪魔どもが、ゲラゲラと声を上げて笑っていた。奴やつらが消えていないって事は、〝泥どろ闇やみの魔女〟が死んでないって事だ。

　土つち埃ぼこりと蒸気が晴れると、やはり、そこには平然と〝泥どろ闇やみの魔女〟が立っていた。

「終わりか？」

　眠たげに首を傾かしげる姿に、ゼロが拳こぶしを握り締める。

〝泥どろ闇やみの魔女〟は微笑ほほえんだ。

「どれほど怒りにかられても、最後の一線を越えられない──その、背中にかばった男の命が心配か？　迂う闊かつに結界を破壊して、その男が悪魔に食われるのが恐ろしいか？　その程度の覚悟では、この〝泥どろ闇やみの魔女〟を殺せはしない」

　何事か叫びかけ、ゼロは肩越しに俺を見た。

　その目に浮かぶ諦めの色に、俺は死の予感よりもずっと強い恐怖を感じて凍り付く。

　よせ、と俺が声を上げる前に、ゼロがその場に膝ひざをついた。

「……我わが輩はいの負けだ……もう、逆らわないと誓う……！　だからどうか、傭よう兵へいだけは……」

「劣勢と見るや命乞いか？　覚悟もないのに逆らったのか。我わが輩はい、いささか貴様の躾しつけを間違えたようだな。そもそも躾しつけた覚えもないが」

「なんと言われてもいい！　どれほど惨みじめでもかまわない！　我わが輩はいの体が必要だろう？　貴様の計画に役立つはずだ！　傭よう兵へいを生かしてくれるだけでいい！」

　ああ──だめだ。

　だめだな、こりゃあ。

　ゼロにこんな事を言わせるために、俺はここにきたんじゃねえ。こんな風に終わるなら、そもそも追ってこない方がマシだった。

「ふうん」

〝泥どろ闇やみの魔女〟が眠たげに目を細める。

「慈悲は時に脅きよう迫はくよりも強い束縛を生むという……いいだろう、ゼロ。我わが輩はいは心の広い魔女だ。思えば、貴様が約束を違たがえた理由は、獣けものの戦士が自ら命を絶とうとした事が原因だ。ならば、躾しつけるべきは貴様ではなく、獣けものの戦士の方やもしれぬ。ならばゼロ。今すぐそれを名で縛り、真の下僕にするがいい。そうすれば、その家畜の飼育を許してやる。そうすれば、その家畜の傷を癒いやすのを許してやる」

「──傭よう兵へい、名前を」

　地面に倒れたまま動けずにいる俺を、ゼロが抱き起して促うながした。

　俺は首を左右に振る。

「頼む傭よう兵へい！　君の名を教えてくれ！　我わが輩はいは──！」

「お断りだ……！　冗談だろう、誰が名前なんか教えるか……！　俺はお前の傭よう兵へいだ。下僕になんざ死んだってならねぇぞ！」

　声を荒あらげた瞬間、またぞろ盛大に血を吐いた。

「我わが輩はいはどうしたらいい……！　どうしたら君を救える？　どうしたら……！」

「おい、魔女……」

　耳元でささやくと、ゼロは俺と視線を合わせた。そのまま俺が守護聖像に視線を送ると、すぐに意図に気づいて瞠どう目もくする。

　さすがは稀き代だいの天才魔女だ。察しがよくて助かるぜ。

「──いいか？」

　結界が壊れれば、〝泥どろ闇やみの魔女〟を殺すため、この小さな島に無数の悪魔がなだれ込んでくる。つまり俺とゼロも、〝泥どろ闇やみの魔女〟と心中ってわけだ。

　まあ──。

　最初から、そのつもりだった。

　最後の手段であって、俺が考えた最初の手段だ。もしゼロが〝泥どろ闇やみの魔女〟に殺されてたら、まっさきにこの手段を取るつもりだった。そのために館長からいろいろ聞き出したし、教会の本まで読んだ。ノックス大聖堂を見て回って結界の構造も念入りに調べた。

　そして俺は、荷物に大量の爆薬を詰めてきたわけだ。

　幸いな事に、俺が落としたカンテラの炎が燃え広がり、火種はそこいら中にあった。もちろん、俺の手が届く距離にも。

　嫌だ、とゼロは言わなかった。

　俺は鞄かばんを摑つかむと、炎の中に投げ込み、体を伏せた。直後に轟とどろいた爆音は空気を揺るがし、守護聖像を吹き飛ばし、島の一部をえぐり取る。

　爆風に吞のまれ、意識を失う寸前、俺はなぜか〝泥どろ闇やみの魔女〟を見ていた。

　結界が消え、殺到する悪魔を正面に見据えてなお、まるで動じないその姿を。




「──そうか」




〝泥どろ闇やみの魔女〟の唇くちびるが動いた。




「貴様はそちらを選ぶのか」




　死を選ぶのかって？

　まあ、そうだな。

　一人で生きるのも、一人で死ぬのも願いさげだが、一緒に死ぬなら悪くねぇ。










【幕まく間あい　魔女と悪魔】










　青空が広がっていた。

　繁はん茂もする緑の香り豊かな夏の頃。強い日差しを避けた木陰に、二人の魔女が腰を下ろしている。

「魔女は孤独すぎると思うのです。もっと絆きずなを大切にしなくては」

　肩を並べて魔術を学んだ古き友の突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、魔女は眠たげに首を振る。

「絆きずななど、何の役に立つというのだ、友よ」

「お互いを高め合うのに役立ちます。私とあなたはともに学び、ともに高め合ってきた。けれど、周りの魔女を見てごらんなさい。一言聞けば得られる答えを探して、何年も同じ場所を孤独にうろつきまわっています。これほどの無駄がありますか？」

　二人は捨て子であり、ほかの多くがそうであるように、魔女に拾われて育てられた。

　しかし魔女が子を拾うのは、決して愛情からではない。あくまで共同体の維持のためであり、働き手の獲得のためである。

　しかし魔女の共同体で育てば、誰しも自然と魔術を覚える。

　そうして二人は魔女となった。あくまで自然な流れとして──それは赤子が周りの大人を真似まねて、二本の足で立つのに近いかもしれない。

「例えば、我が穴ぐらの魔女が長年取り組んでいた研究ですが、三日歩いた先にある別の魔女の隠れ家では、十年も前に答えが見つかっていたそうです。十年前から二つの隠れ家に交流があれば、こんな無駄は起こりえず、我が穴ぐらの魔女はもっと有益な研究に時間を費やせたかもしれません」

「……なるほど、一理ある」

「魔女だけの話ではありません。先日訪れた村では、村人が荷車を馬にひかせていました。あれは馬車と呼ぶのだそうです。──なんて事！　馬を飼いならして動力に使うだなんて、魔術も学んでいない普通の人間がですよ？　あれはまるで使い魔のようでした」

　友はほかの魔女に比べて、実に活動的な存在だった。

　ふらりと隠れ家から消えたかと思えば、今日のようにきらきらと目を輝かせて、外で見聞きした事を滝のように語り続ける。

「彼らとともに歩む事は、魔女の未来に繫つながります。普通の人間と魔女がともに高め合えたら、世界はもっと素晴らしくなる。ああ──ですが、魔女は今日に至るまで、あまりに人間に対して残ざん酷こくすぎた。彼らは魔女を容易には受け入れてくれないでしょう」

「いかにも。反発は想像に難かたくない」

「そこで考えたのです！　教会を作ろうと！」

　友と会話をしていると、魔女は時々自分がどうしようもない愚か者になったような錯さつ覚かくにとらわれる。

　しばし「教会」という聞きなれない言葉の意味を理解しようと努めたが、何かの教えを広める集団だという推測しかできない。

「……教会とは？」

　仕方なく聞くと、友はますます目を輝かせた。

　その輝きはあまりにも眩まぶしく、魔女は太陽を見上げた時のように目を細める。

「人間を苦しめる事を是ぜとしない、白魔女の集団です。そして白魔女達が長年の研究で得た役立つ知識を、人々に教え広めるのです。魔女と名乗ると人々は怖こわがってしまうから、新しい名称を考えました」

　友の話は、いつも魔女を驚かせる。

　魔女は驚かされるのが好きだった。固定観念に囚とらわれたガチガチの頭に、ガツンと衝撃を与えてくれるような友の話が好きだった。

「して──計画は？」

　友は魔女の首に飛びついた。

「手伝ってくれるのですね！　あなたはいつも話が早くて、理解が早くて大好きです！」

　いつも友が纏まとっている、甘い花の香りが魔女の胸を満たした。

　同じ薬草を扱あつかっているのだから、自分も同じ香りがするはずなのに、どうしてか友が纏まとっている香りは特別に感じられた。

　それはきっと、友が特別な魔女だからなのだろう。その友に見合うよう、自分も特別でありたいと魔女は願っていた。




　才能あふれる二人の魔女は、順調に教会を大きくしていった。

　表舞台に出るのは友で、裏方は魔女が請け負った。友の華はなやかな性格と優しげな物腰は、既存の魔女が持つ負の印象をまるで感じさせないからだ。

　対して、魔女のもつ冷れい徹てつな美しさは、人を遠ざけ、畏い怖ふさせる。

　教会の繁栄のため、魔女は友と距離をおく事を決めた。すると友は信頼できる人間に、最も強きよう靭じんな獣けものの魂を降ろし、魔女との連絡係として使役した。

　それは白と灰色の高貴な毛並みを持った、誰も見た事のないほど美しい屈くつ強きような獣けものの戦士だった。誰よりも信頼できる戦士であり、長い歴史のなかで失われた唯ゆい一いつ無む二にの獣けものの魂だった。

　二人は離れて過ごす事になったが、ほんの一瞬たりとも、お互いへの尊敬を忘れた事はなかった。

　友が身ごもったと聞いた時には感動に震え、いつかその子を一目見たいと心底願った。

　だが、ある日。

　ぱったりと友からの連絡が途絶え、魔女はうろたえた。だが、自ら友に会いに行くような愚行は犯さなかった。

　魔女と教会の関係が思うように上手くいかず、難しい決断を迫られている局面だった事もあり、きっと忙しいのだろうと黙って連絡を待ち続けた。

　それから間もなくだ。

　大規模な魔女狩りが開始され、戦う力を持たない白魔女達が火あぶりにされたのは。

「馬鹿な！」

　魔女は驚きよう愕がくした。

　これは友の仕業ではない。友が仲間を裏切るはずがない。魔女は連絡の途絶えた友の消息を求めて穴ぐらを飛び出した。

　そして、人間達の重大な裏切りを知る事となる。

　七人の主教が、魔女の友たる代行を幽ゆう閉へいし、魔女狩りを始めたと。

　魔女は怒った。怒り狂った。

　幽ゆう閉へいされた友を取り戻すべく、教会相手に戦争を起こした。

　無数の獣けものの戦士を作り出し、使役し、人間どもを殺せと命じた。

　だが、結果は歴史の知る通り。友を救えぬまま魔女は敗北し、世界の悪として生きる事を強いられた。

　友との唯ゆい一いつの絆きずなであった白い獣けものの戦士の行方もついに知れず、魔女は嘆き、孤独にもがきながら強さを求めた。

　自分でなくともかまわない。世界を変えるほどの強い魔女を心から求めた。友と自分が夢見た世界を実現できる、強大な力を持つ魔女を。

　その魔女に語り掛ける悪魔がいた。

〝名も無き悪魔の王〟。

　どの魔女にも召喚されたことのない存在──。

　そもそも、魔術とは悪魔が人に与えたものだ。人間に夢で語り掛け、騙だまし、自らを召喚させ、好き勝手に振る舞う──そして召喚した悪魔の力を押さえ込み、使役できるよう整備したのが、今日をもって多くの魔女に〝魔術〟と呼ばれているものだ。

「力ヲ与エル事ハデキヌ」

　悪魔は言った。

「ダガ人知ヲ超エル知恵ヲ持ツ子ヲ与エル」

　魔女は悪魔が持ちかけた、おぞましい契約を承諾した。

　悪魔との間に二人の子をもうけ、一人を悪魔に差し出すという契約を。

　それがゼロと十三番だ。

　ゼロは悪魔のもとで育ち、ある日、突然魔女の暮らす穴ぐらに放ほう逐ちくされた。そのずば抜けた知性に真っ先に気づいたのは、同じ悪魔の血を引く十三番だ。

　十三番はゼロの才能を伸ばす事に尽じん力りよくし、二人はお互いを高めながら成長していった。

　そしてある日、ゼロは【ゼロの書】を書き上げる。

　ゼロが作り出した魔法がもたらす未来を思い、どれほど心が震えたか──。

　魔女は慎重に計画を練った。

　すべて「自主的に」に行わせなければならなかった。ゼロと十三番の知恵を最大限に活かすには、師匠たる自らの存在がまず邪魔になる。

　頑がん迷めいな師匠を演じ、痺しびれを切らした十三番が穴ぐらを見限ったとき、すべての計画は動き出した。

　世界に悪魔が溢あふれ、教会と魔女は共通の敵を倒すべく、今、力を合わせようとしている。

　そう──共通の敵だ。

　何よりもそれが必要だった。




「ソシテ、貴様ガ其そレヲ担になッタ」




　悪魔の声が聞こえ、〝泥どろ闇やみの魔女〟は遥はるか過去を見つめるために閉じていた両りよう瞼まぶたを開いた。

　爆風で飛び散る守護聖像の瓦が礫れきに、破壊された結界の外からなだれ込んでくる無数の悪魔。

　それらの心安らぐ景色を背にゼロの傭よう兵へいが──あるいは〝名も無き悪魔の王〟が立っている。

　その姿は、過去に代行が使役した白い獣けものの戦士とよく似ていた。

　この男がゼロの隣に立っているのを見た時、〝泥どろ闇やみの魔女〟はようやく知る事ができたのだ。友が獣けものの戦士に我が子を託たくし、どうか守ってほしいと頼んだ事を。

　そして獣けものの戦士は見事その願いを聞き届け、友の血筋は今もこうして生き続けている事を。

　それは震えるほどの歓喜だった。

　同時に、それが自分の傍そばにいない事への狂おしい焦しよう燥そう感かんが〝泥どろ闇やみの魔女〟を襲った。

　自分のものにしようと思った。叶かなわないならば、殺してしまおうと思った。──あるいは、それが過ちだったのかもしれない。

　時が止まっているようだった。

　死の直前──その一瞬を切り取って、今、〝泥どろ闇やみの魔女〟と悪魔は対たい峙じしている。




　果たして、それは誰の死か──。




〝泥どろ闇やみの魔女〟はゆったりと微笑ほほえんだ。

「そう……我わが輩はいが担になった。魔女も教会も何もかも、すべてが我わが輩はいを恐れるように、すべてが我わが輩はいを憎むように。負の心で一つに纏まとまるように──そして実際、纏まとまった」

　十三番が死に、ゼロを無事手中に収めた今、あとは魔女と世界が完全に融ゆう合ごうするまで、恐怖の象徴として君臨し続けるだけでいい。

　だが、最後の最後に誤算があった。

「それを、よもや共きよう謀ぼう者しやである貴様に邪魔をされるとは……」

〝名も無き悪魔の王〟の手が、〝泥どろ闇やみの魔女〟の心臓を摑つかんでいた。

　結界が消え去った瞬間、もっとも魔女の近くにいる悪魔は〝名も無き悪魔の王〟だ。

　どの悪魔よりも早く〝泥どろ闇やみの魔女〟を殺してしまえば、殺到する悪魔の群れからゼロと傭よう兵へいを守る事ができる。

　そしてまさしく、〝名も無き悪魔の王〟はそれを実行した。

　伴はん侶りよたる〝泥どろ闇やみの魔女〟ではなく、ゼロと傭よう兵へいを選んだのだ。

「なぜそちらを選んだ？　我わが輩はいでは不足だったか」

　心臓を摑つかまれたまま、〝泥闇の魔女〟は聞いた。

「停滞ハ飽イタ」

〝名も無き悪魔の王〟は答える。

「此こノ方ガ世ハ乱レ、矮わい小しようナル者ドモガ増長シ、多クノ争イガ起コル。此こレハ──」

　ゼロと、その傭よう兵へいは。

「乱レル世ノ均きん衡こうヲ保持スベク奔ほん走そうスルダロウ。其そレコソガ我ガ望ミ。至高ノ娯楽ヨ」

　悪魔め、と、魔女は微笑ほほえみを浮かべたまま言った。

　どこからが、この悪魔の謀はかりごとだったのだろう。契約を持ち掛けた時から？　それとも、それより前から？

　人々を愛し、愛された代行が──〝泥どろ闇やみの魔女〟の親友が──その人々によって手ひどく裏切られる筋書すらも、あるいはこの悪魔が作ったものではないのか。

　今となっては分からない。

　ああ、と泥どろ闇やみの魔女は吐と息いきを漏もらした。

「見たかっただろう、星せい瞰かんの魔術師アルゲントゥムよ……この先の世界を。知りたかっただろう、詠よみ月つきの魔女ソーレナよ……血を継ぐ者の作る未来を。支えたかっただろう、十三番よ……唯ゆい一いつ血を分けた同どう胞ほうを」

　自分が友の願った世界を見たかったように。

　世界を救うため、魔女の真の平和のため、多くの命を犠牲にした。

　多くの弱者を踏みにじった。

　だが後悔はない。

　ゼロが【ゼロの書】を書いたその日から、世界はこの結末に向かって動いていたのだ。黒幕を気取っていた自分さえ、変革の濁だく流りゆうに押し流されていた小石に過ぎなかった。

　魔女はゆっくりと目を閉じ、そして開いた。

　時間は高速で動き出す。

　死は速やかに訪れた。

　人々は笑うだろうか──。

　世界を破滅に導いた魔女が、世界の安あん寧ねいを心から願う事を。魔女の平和を。教会の繁栄を。その身を犠牲にしてでも願ってやまない事を。

　皮肉なものだ、と思った。悪あしき魔女が破壊した世界を礎いしずえに、人々は新たな世界を作ってゆく。魔女を否定した者達が、魔女の望む世界を作ってゆく。

　そう──悪あしき魔女。

　それこそが自分の役割だった。こうして倒される事は必然だった。ならばこの胸を満たすのは、敗北の悲嘆ではなく、役割を全うした充足感だ。

　ただ一つ。

　あとたった一つ、望む事があるとしたら──。




「──永らえたその命、無駄にするなよ。ゼロと、その傭よう兵へいよ」




　この二人の行く末に、悪魔が歓喜する困難を上回る幸福がある事を、おこがましくも願った。
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　なぜだ、と傭よう兵へいは繰り返しゼロに聞いた。

　なぜ自分を選ぶのか。

　なぜ一緒にいたがるのか。

　ゼロが傭よう兵へいに好意を向ける理由を知りたがった。

　ゼロは何かを説明する事が好きだ。傭よう兵へいがその理由を求めるのならと、聞かれるたびにあれこれ説明してきたが、そのたびに、自分でもしっくりきていなかった。

　理には適かなっている。噓うそでもない。

　傭よう兵へいの作る料理が好きだ。ふかふかの毛皮、高い体温、ともに眠った時の心地よさが好きだ。すぐに怒るのは感心しないが、怒られる事も嫌いではない。

　魔女であり、絶対的な強者であるゼロに、対等な存在として向き合ってくれるところが好きだ。自分の弱さを理解しながら、ひれ伏さない強さが好きだ。

　臆病なのに歯を食いしばり、矢や面おもてに立つ勇気が好きだ。粗暴なのに繊細で、悲観はしても絶望しない、複雑な色いろ硝子ガラスのような心が好きだ。

　毎日、毎日、傭よう兵へいと一日を過ごすたびに、一つずつ「好き」が増えていく。

　そして気が付くと、その「好き」の数は、穴ぐらでの平へい穏おんな暮らしをゼロに捨てさせるほど膨大になっていた。

　森で初めて傭よう兵へいに会ったとき、確かに「気に入った」と感じた。だがそれは「好き」などと呼べるような感情ではなく、もっと即物的な打算だった。

　それこそ、傭よう兵へいが求める「なぜ」の理由の数々だ。

　獣けものの戦士は護衛として最適だった。見た事のない獣けものの姿が、純粋に珍しかった。追われているのに、ゼロも連れて逃げようとした人の好よさが扱いやすかった。作っていた料理が美味うまかった。人間に戻りたがっていて、交渉の余地がありそうだった。

　だから選んだ。

　だが、今は違う。

　傭よう兵へいがなんの変哲もない人間に戻っても、仮に料理が下手になっても、ゼロを憎んで嫌っても、二度と会う事ができなくても、ゼロは傭よう兵へいの事を好きでい続ける。

　これはきっと愛だった。

　見返りを求めない感情。得るのではなく、与える事で満たされる感情。

　そんな事を、今この時、血にまみれた傭よう兵へいの体を抱きながら自覚する。

「傭よう兵へい……傭よう兵へい、傭よう兵へい！　待っていろ、今傷を塞ふさぐから……！」

　結界が消え、泥どろ闇やみの魔女が死んだ。

　曇っていた空は晴れ渡り、祭壇を囲んでいた悪魔も消え、世界には平和が訪れた。

　だが、どれだけ空が青くても、世界から悪魔が消えても、世界に平和が訪れても、傭よう兵へいが受けた傷がなかった事になるわけではない。

　爆風できつく閉じた両目を開いたその瞬間、ゼロの目に映ったのは次の瞬間にも息絶えそうな傭よう兵へいの姿だ。

　だと言うのに、自分だけが傷一つなく生きている。

　それは世界の安あん寧ねいを上回る絶望だった。

　なぜ、自分達が生きているのか。

　なぜ、泥どろ闇やみの魔女が死んだのか。

　それらの疑問より真っ先に、頭に浮かぶ「なぜ」がある。

「なぜだ……〝名も無き悪魔の王〟……！　なぜ傭よう兵へいをここに連れてきた！　傭よう兵へいが死ねば、貴様とて困るはず。だから貴様が傭よう兵へいの体に残る事を許したのに、なぜ！」

　一年前、ゼロは傭よう兵へいの体に悪魔を降ろし、ウェニアス王国に魔法を禁じる結界を張った。

　悪魔は現世に留まり世界を観測する事を望み、ゼロはそれを許した。悪魔がそのまま傭よう兵へいの体に居座れば、それが傭よう兵へいを守る力になると判断したからだ。

　事実、悪魔の存在は傭よう兵へいを守った。

　傷の治りを早くし、直面した死を退しりぞけてきた。

　ゼロが常にそばにいるなら、傭よう兵へいが悪魔に意識を奪われる事もないだろうと。

　ゼロがそばにいなくとも、無力な人間の体なら悪魔も無理はできまいと。

　そう思っていたのに、〝名も無き悪魔の王〟は傭よう兵へいの意識を奪い、人間の体で祭壇までやってきた。

　それが、どれほど無謀な事か──どれほど傭よう兵へいの命を危険にさらすか。

「此こレガ望のぞンダ事」

　傭よう兵へいの口で、悪魔が喋しやべった。

　だがその顔色は蒼あお白じろく、心音は弱々しく、呼吸は浅い。傷はすべて塞ふさいだが、明らかに血を流し過ぎていた。

　なぜ、とゼロはまた繰り返す。

「我わが輩はいは、あれほど手ひどく傭よう兵へいを裏切った！　我わが輩はいを追う気など起こさせないように！　なのになぜ……！　なぜ我わが輩はいを追ってきた……！　なぜ……！」

　傭よう兵へいは答えない。

　代わりに、

「獣けものノ魂ヲ降ロセ。死ハ免まぬかレヨウ」

「だめだ！」

　悪魔の囁ささやきを、ゼロは一いつ蹴しゆうする。

　獣けものの戦士は強きよう靭じんな生命力を持っている。悪魔が言う通り、今、傭よう兵へいの体に獣けものの魂を降ろせば助かる可能性は高い。

　だが、傭よう兵へいの体からは一度、無理やり獣けものの魂を引ひき剝はがしているのだ。

　一年前、傭よう兵へいの体に悪魔を降ろした影響で、獣けものの魂と傭よう兵へいの魂の癒ゆ着ちやくが強まっていた。そもそも一つの体に「悪魔」と「獣けものの魂」と「傭よう兵へいの魂」が混在しているのだから、想定外の状態になるのは当然と言える。

　それを力ちから業わざで引ひき剝はがしておきながら、再度獣けもの降おろしの儀式を行うなど、傭よう兵へいの肉体と魂にどんな影響が出るか分からない。

「傭よう兵へいは人間になる事を望んでいた。酒場を開くのが夢なのだと……！」

　それは、傭よう兵へいが命より大切にしていた夢ではないのか。

　大嫌いな魔女の護衛を引き受けてでも、叶かなえたい夢ではなかったのか。

　死ぬよりはマシだろうと、その夢を奪う行為が許されるのか。

　傭よう兵へいが酒場を開いて、ゼロが占い屋を開いて、日が暮れるとゼロは傭よう兵へいの店に夕食を食べに行く──そんな夢を、つい先日二人で語った。「いいな」と同意してくれた傭よう兵へいの顔を思い出すたび、ゼロの胸に暖かなものが溢あふれてくる。

「我わが輩はいは傭よう兵へいを守る。そう誓った。何度も、何度も……！　命だけではない。傭よう兵へいが大切に思う全てを、我わが輩はいは守る。この命に代えてでも……！」

　ゼロを救うために、傭よう兵へいは命を投げ出す選択をした。

　それを愚かだと罵ののしったゼロだが、立場が逆になってみれば、命を投げ出す事などわけもないと思えてくる。

「悪魔よ──我が父、〝名も無き悪魔の王〟よ。我わが輩はいから何を奪ってもかまわない。この心臓を差し出す。だからどうか、傭よう兵へいを救ってくれ……！」

　含み笑いが響いた。

　ひやりとした手が、ゼロの頰ほおに触れる。

　悪魔の目は、ゼロと同じ青紫色をしていた。

「恐レルナ、我ガ愛シキ娘。見ヨ、此こノ氷海ニ夥おびただシク散ラバル贄にえヲ」

　ゼロは目を見開いた。

　そう──結界は無数の悪あく魔ま憑つきに包囲されていた。悪魔が消え去った今、氷海には数えきれないほどの獣けもの堕おちがいる。

　そして獣けもの堕おちの首は、血は、その全ては、魔術や魔法を用いるのに上等な贄にえとなる。

　これだけの贄にえがあれば、望めば死者さえも蘇よみがえらせる事ができるだろう。

　百の命を捧ささげ、一の命を救えるはずだ。そうすれば、ゼロと傭よう兵へいは生還し、堂々と凱がい旋せんを飾れる。二人でまた、どこまでも旅ができる。

　ゼロは空を見上げた。

　抜けるように青い空を。

「すまない、傭よう兵へい……すまない……」

　我わが輩はいは、とゼロは葛かつ藤とうに喘あえいだ。

　有う象ぞう無む象ぞうの命など、ゼロにとってはどうでもいい。だが傭よう兵へいがそれを知ってしまったら、あの優しい男は自分の命を愛せない。

　そしてきっと、二度とゼロを許さない。

　ゼロは歯を食いしばった。

「捧ささげるのは我わが輩はいの命だ！　ほかの命に手を出す事は許さない！　この命、この心臓、この魂、我わが輩はいの血肉の全てに代えて、我わが輩はいは傭よう兵へいの命を望む！」

「イイダロウ」

　ゼロの頰ほおに触れていた手が、細い首にかかった。




「使ウゾ、ソノ命」
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　ふと気が付くと、俺は焼けた草原に寝転がっていた。

　視界には砕けた瓦が礫れきと、えぐれた土と、俺が流した血の海がある。

「……いって……」

　そして痛みがあった。

　なんだ、つまりは生きている。

　俺は腕の中のぬくもりに気づいた。

　温かくて柔らかい──生きているゼロの存在に。

　って事は、こういう事か？　結界が消えて、泥どろ闇やみの魔女が死んで、俺達は生きている。

「……なんだ、大勝利じゃねえか」

　俺は笑った。

　笑うと全身が響くように痛むが、生きてる証拠だと思うと悪い気分じゃない。苦労して仰あお向むけに寝転がり、俺は息を止めた。




　抜けるような、青空。




　あんなに雲が厚く垂れこめて、朝だってのに薄暗くて陰気だった世界が、まるでガキが描いた空みたいに青かった。

　自分の体に触れてみると、致ち命めい傷しようだった傷が塞ふさがっていた。

　まあ別に、自分が悪あく魔ま憑つきだって事を知った今となっては驚くような事でもない。

　つーか、俺に憑ついてた悪魔はどうなったんだ？　こいつが〝泥どろ闇やみの魔女〟の味方だったんだとしたら、あの女と一緒に消えたのか？

　──まあ、今となってはどうでもいいが。

「おい魔女……起きろよ。空が青いぞ」

　返事はない。俺は体を起こし、ゼロの顔を覗のぞき込こんだ。

　軽くゆすっても目覚めない。

「魔女……？」

　体は温かいし、呼吸もあるが、まるで死んでいるようだった。不安に思って抱き起しても、身じろぎ一つしない。

　いや──いいや、大丈夫だ。きっとすぐに目を覚ます。この空を見れば、ノックス大聖堂の連中も、何が起こったか気づくだろう。

　そうしたら、きっと神父が迎えをよこしてくれる。

　撤退の準備を進めていた神父が血相を変えてゴーダを呼びつけ、すべてに優先して祭壇に向かえと声を荒あらげている姿が目に浮かぶようだった。

　だったら俺はこの場から動かず、ただ迎えがくるのを待てばいい。それは今まで感じた事のない安心感だった。

　仲間を信じるってのは、きっとこういう事だろう。

　すると、あたりから困こん惑わくした声がぽつぽつと上がり始めた。

　ゼロを抱きかかえたまま焼けた草原に座り込み、ぼんやりとあたりを見回すと、悪魔からの支配が解けた獣けもの堕おちの群れが、きょとんとした顔で氷海のあちこちに転がっている。

「──おい、なんだ？　どうなってんだ？」

「なんだここ……氷の上？　死体だらけだ……！」

　伸びてるのもいるし、混乱して喚わめき始はじめているやつもいる。

　そりゃそうだ。悪魔が殺しあった残ざん骸がいが──その体として使われていた獣けもの堕おちの死体の山が、血の海が、氷海を真っ赤に染めている。

　地獄のような光景の中で、空だけが馬鹿みたいに平和に青かった。

　──その、空に。

　ふと、点々と黒い染しみが舞った。なんだ、と思うとどうやら鳥だ。──いや、鳥にしては、やたらとデカい。

　ぼんやりと空を眺めていると、俺の視界の外で断だん末まつ魔まが上がった。

　さすがにはっとして、俺は剣を手に立ち上がる。ゼロを抱えたまま声の方に走ると、原因はすぐに分かった。

「あの鳥……化け物か……!?」

　人間の大きさほどもある、異様に鋭い蹴け爪づめを持った鳥だった。長い尾が蛇のように風にうねって、赤い尾羽がひらひらと落ちてくる。

〝泥どろ闇やみの魔女〟が召喚した悪魔は消えた。

　だが悪魔が残していった爪跡はそのまま残る。例えば、連中が暇つぶしだか、悪ふざけだかで作った化け物の群れとかだ。

　その一匹が負傷して動けずにいた獣けもの堕おちの一人に襲い掛かり、腹を裂さき、内臓を引きずり出して咀そ嚼しやくしている。

「ぎゃぁああぁ！　嫌だ、くるな！　くるなぁあぁ！」

　別の場所でも悲鳴が上がった。

　祭壇に飛び込む直前に見た、〝刃物のヒレで氷海を滑る魚〟やら、〝全身針の謎生物〟やらが、むせかえるような血の臭いに釣られて続々と集まってくる。

　この氷海に散らばってる獣けもの堕おち連中が、悪魔に乗っ取られてた時の記憶があるのかないのかは分からないが、全員が混乱の境地にある事は間違いない。

　さてどうする。

　ゼロを抱えて聖堂に駆け込んで、事が終わるのを震えて待つか？

　いや──だめだ。

　迎えがくる。

　俺とゼロを運ぶため、騎手のゴーダのみを乗せて竜がくる。

　成長しきっていない若い竜が、この化け物の群れを蹴散らせるとは思えないし、恐きよう慌こう状態の獣けもの堕おち連中だって、竜が突然現れたら敵だと思って攻撃するだろう。

　竜が無事でも、ゴーダは間違いなく殺される。

　なら、逃げるか？

　ゼロを抱えて、化け物がほかの獣けもの堕おちを襲っている隙すきに駆け抜けるか？

　こんなフラフラの状態で、非力な人間でしかない俺が、意識を失っているゼロを抱えてどれだけ走れるか疑問だが──。

　必死に考えながら、呆ぼう然ぜんとジェネロス島の際きわに突っ立っていた俺に、ふっと黒い影が落ちた。あ、と思ったときには、俺とゼロを一ひと吞のみにできるくらい巨大な蛇が、口からだらだらと毒液を滴したたらせながら鎌かま首くびをもたげている。

　まずい、死ぬ。

　内心覚悟した瞬間、自分の意思とは関係なく体が動いた。

　腕を前にさし伸ばして、パキン、と軽く弾だん指しする。たちまち蛇の頭が弾はじけ、同時に俺の指が一本弾はじけ飛とんだ。

「い──ッてぇだろうが馬鹿野郎！」

　俺は叫んだ。

　今のはどう考えても、俺の体の中にいる悪魔の仕業だ。あまりにも静かだから消えたのかと思ってたが、どうやらまだ俺の中に残り続けているらしい。

　つーか、指は料理人の命だぞ！　たくさんあるからってホイホイ犠牲にするんじゃねえ！

　だが、助かったのは事実だ。

　悪魔が俺の味方なのか敵なのか、はっきり言って判断つかねぇが、今この状況で役に立つって事だけは間違いない。

　そして役立つものは敵だろうと何だろうと、利用するのが傭よう兵へいだ。

「おい悪魔。聞こえてんだろ、力貸せ……！」

　状況を理解できていない獣けもの堕おちが、次々と悲鳴を上げ、為なすすべもなく殺されていく。全滅するのは時間の問題だった。

　いや──全滅するなら、まだいい。

　とにかく体力だけは化け物並みの獣けもの堕おちがこれだけそろってるんだ。何人かは運よく逃げ切れるだろう。

　最悪なのはそこからだ。化け物から逃げ切った獣けもの堕おちの連中は、この先にあるノックス大聖堂で間違いなく略奪の限りを尽くす。

　統率する必要があった。

　だがそれをするには、今の俺は弱すぎる。




　──何ヲ望のぞム。




　悪魔が低く聞いた。

　俺は自分の手をちらと見る。

　悪魔が力を使った代だい償しようで、指が弾はじけ飛とんだ血まみれの手を。

　この調子で、悪魔が力を使うたびに体のどこかに傷がついてちゃ、せっかく生き延びたのにどこで死ぬ事になるかわかりゃしねえ。

　傷を癒いやす魔法があるなら、自分で自分を治す事もできるだろうが、悪魔がそれをしないって事は何か理由があるんだろう。

「人間の体じゃまともに悪魔の力は使えない……悪魔の力を使わなきゃここで死ぬ……とくりゃ、俺にできる事なんて一つしかねぇだろう……!?」

　俺はゼロが首から下げている、小さな瓶びんを手に取った。

「俺を獣けもの堕おちに戻せ。〝名も無き悪魔の王〟ってのが、他の悪魔の力を真似まねできるなら、それくらい簡単だろう」

　一瞬、間まがあった。

　なんだ？

　まさかできねぇとか言わねぇよな。




　──悔イヌカ。




　できるのかよ。じゃあ今の間まは一体何だよ。

　俺はいらだって吐き捨てた。

「自分で言っといて悔いるもクソもあるかよ！　いいから早くやれ！」




　──二度トハ戻レヌ。




　それでも、後悔しないか。

　問われて一瞬、俺は黙った。二度とは戻れぬ──って、人間にか？　って事はつまり、一生獣けもの堕おちとして生きるって事か？

　俺は再び自分の手を見た。

　滑なめらかな皮ひ膚ふの、人間の手。

　同時に、リーリが作った料理を食ったときの鮮あざやかな味覚や、ほかの連中と目線が合う奇妙な感覚を思い出す。

　ずっと、獣けもの堕おちの体を憎んで生きてきた。

　人間に戻れると知った時、真っ黒に塗ぬりつぶされていた俺の未来に急に色が付いたように思えたほどだ。

　悔いぬかと聞かれたら、きっと俺は悔いるだろう。

　普通の人間としての人生を、ふとした瞬間に思い描いたりもするだろう。

　──だが。

「ここで〝じゃあやめます〟って言ったところで、化け物どもに殺されるだけだろうが！　人間としての人生優先するなら、最初から祭壇になんぞきちゃいねぇんだよ！　かまわねぇから、やれ！」

　俺は手にした瓶びんを握り砕いた。

　その瞬間、心臓を握り潰されるような激痛が全身を貫いた。

　一瞬、息が止まる。

　どうにか息を吸い込んだが、腹の底から突き上げてくる悲鳴に持っていかれた。

　人間に戻った時の比じゃない痛みが、骨が砕ける痛みが、肥大化した骨が肉と皮ひ膚ふを突き破る痛みが、俺の視界を真っ赤に染める。

「ぐ──ぎ……！　あ、がぁあぁああぁ！　ぐぁあああああぁ！」

　立っていられず、地面に頽くずおれて土をかいた。すると人間の爪が剝はがれ落おち、指先を突き破って鋭い爪が生えてくる。

　人間の皮ひ膚ふが剝はがれて、分厚い毛皮が全身を覆おおった。頭が割れるように痛かった。実際に割れているのかもしれない。顔をかきむしると、人間の両耳がぐずりと崩くずれ落おちた。歯がボロボロと抜けて唇くちびるが裂さけ、俺はまた悲鳴を上げる。

　それは獣の咆ほう哮こうだった。

　今初めて──すさまじく唐突に、俺はある男を思い出していた。

　ウェニアス王国で、主席魔法使いであるアルバスの下僕をやっている狼おおかみの獣けもの堕おちだ。あいつは自分の意思で人間の体を捨てた。

　つまり、この痛みに耐えたって事だ。

　この気も狂わんばかりの激痛に。

　尊敬するぜ。心底すげぇ。これほど痛むと知ってたら、俺は軽々しく獣けもの堕おちに戻せなんて言わなかったかもしれねぇ。

　しかも、気を失うわけにはいかないとくる。

　俺は立たなきゃならねぇ。

　立って戦わなきゃならねぇ。

　俺は吠ほえた。それは長年慣れ親しんだ獣けものの咆ほう哮こう──まさしく、俺の声だった。
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　人間の体を経験して、理解した事が一つある。

　一つどころか、無数にある。

　人間の体の使い勝手の良さだとか、指先の器用さだとか、味覚の鋭敏さだとか──正直、いい体だったと思う。

　あの体のまま生きられたら、そりゃ平和な人生が待っていた事だろう。

　だが今こうしていると──こうして、馬鹿みたいに巨大な怪かい鳥ちようを捕まえて、その首を引きちぎったり、鎧よろいみたいに固い鱗うろこの魚を殴り殺したり、混乱してる獣けもの堕おち連中を[image: 叱]しつ咤たして戦線を立て直したりしていると、これこそが自分の体という気がして仕方がなかった。

　自分でもうんざりするほどしっくりくるし、安心感が段違いだ。

　とにかく氷海を抜けて森に入れば、少しは状況も落ち着くはずだ。

　俺はゼロを背に担かつぎ、緊張と恐怖と混乱でピリピリしてる獣けもの堕おちの群れを率いて氷海を進んだ。障害物のない氷海では、視界の彼方かなたに森と海の線が見える。

[image: ]

　ふと、その境界が動いているのが見えた。

「──教会騎士団？」

　制服から見て、ノックス大聖堂の近衛このえ騎士隊の連中だ。

　あんなところで何をしてるのかと思ったら、どうやら化け物に襲われているらしい。

　比較的冷静な獣けもの堕おち何人かに付いてくるよう指示を出して、正面と左右から化け物を囲い込み、殲せん滅めつする。

　獣けもの堕おちは基本的に徒と党とうを組まない。

　だがやむにやまれぬ事情があればある程度は協力するし、協力すりゃあ、当然凄すさまじい戦闘力を発揮する。

　襲われていた教会騎士団は、突如現れた獣けもの堕おちの集団に救われ、取り囲まれる形になって、ますます顔色を青くした。

「ど、どうなってる……！　なんでこんなに獣けもの堕おちが！　それに、お、お前は人間に戻ったはずじゃ……！」

　騎士団員の一人が俺を指さした。

「いろいろ事情があってな。お前らこそ、ここで何してるんだよ。その様子からして、神父が俺の出迎えをよこしたってわけでもなさそうだが……ごらんの通り化け物だらけだ。結界の外をうろついてたら、命がいくらあっても足りねぇぞ」

「我々は──！」

　教会騎士団は口をつぐんだ。

　俺と、俺の背後からわらわらと集まってくる獣けもの堕おちを見りゃ、そりゃ誰でもこうなるだろう。なにせ現状、獣けもの堕おちと言えば悪あく魔ま憑つきの代名詞だ。

　でもって、いくら俺が「〝泥どろ闇やみの魔女〟を倒して悪魔が消えた」と言ったって、そう簡単に安心はできないだろう。

　それにしては、なんとなく様子がおかしい気もするが──。

「あ」

　察して、俺は声を上げた。

　なるほど──神父以外が派は遣けんしたお迎えか。こいつらが近衛このえ騎士隊って事を考えれば、誰の差し金かは予想がつく。

　オルルクスだ。

　そもそも、俺の追放は神意裁判によるものだった。

　で、オルルクスは「俺が確実に祭壇から戻れるように細工がしてある」と考えた。

　だから間違っても俺が戻ってこられないように、伏ふく兵へいを敷しいていたわけだ。まさか俺が〝泥どろ闇やみの魔女〟を倒し、悪魔から解放された獣けもの堕おちの群れを連れて戻ってくるとは、オルルクスも考えなかったんだろう。

　そりゃそうだ。俺本人もこうなるとは微み塵じんも思っていなかった。

「どうした？　殺すか？」

　獣けもの堕おちの一人が、焦じれた様子で俺に聞いた。

　相手は教会騎士団十数人。殺す気になれば一瞬だ。だが、それはそれで惜しい気がする。

「よう……災難だったな、道に迷った挙句化け物に襲われて」

「ッ──！」

　騎士団員が愕がく然ぜんと目を見開いた。

「ウェニアスへの撤退に向けて、少しでも食糧を増やそうと思ったんだろ？　化け物の肉でも手に入れられりゃ御おんの字じだ。だがお前らは道を間違えて、町と逆方向に進んじまった。そういう事だろう？」

　選べよ、と言外に言う。

　オルルクスを裏切って、俺達を「救ってくれた英雄」として扱うか。

　秘密裏に与えられた任務を全うすべく、獣けもの堕おちの群れにたった十数人で挑いどむか。

　騎士団員の面々は、俺達が殺した化け物と、その化け物に殺された仲間の死体をぐるりと見回す。

「なあ、こいつ本当に……祭壇の魔女を倒してきたんじゃ……」

　騎士団の一人がひそひそと囁ささやいた。

　し、黙れ──と[image: 叱]しつ責せきする声がそれを抑おさえる。

「……わ、我々教会騎士団は、町の脅きよう威いとなる存在をこの先に通しはしない！　貴様ら獣けもの堕おちの集団がここを通ると言うのなら、我々が相手になる！」

　立ち向かいやがった。見上げた忠誠心だ。

　だが馬鹿だと言わざるを得ないだろう。混乱と戦闘の連続で神経がとがり切っている獣けもの堕おち連中が、この挑ちよう発はつに簡単に乗った。

　俺の隣に立っている獣けもの堕おちが真っ先に飛び出し、剣を抜いた教会騎士に飛び掛かる。俺はすんでのところでその首根っこを捕まえて、地面に叩たたきつけた。

　困ったな。

　さて、どうする。

　教会騎士団を皆殺しにして〝出会わなかったふり〟をしてもいいんだが……。

　俺の思考を、突然周囲の雪を舞い上げた強風が遮さえぎった。

　なんだ、と思うと同時に、あらゆる生物を威い圧あつする咆ほう哮こうが全員に空を見上げさせる。

「そこまでです！」

　老ろう婆ばのしわがれた声が、その空から降ってきた。

　巨大な影が地面に落ちて、俺達は全員、無意識に大きく場所を空ける──空を舞う竜が着地する場所を。

　しかし、あの声は確か──。

「しゅ──主教様!?」

　教会騎士団員達が一斉に声を上げ、その場に膝ひざをついた。

　竜は何度か空を旋せん回かいし、丁度俺のすぐ近くに着地する。

　乗っていたのは騎手のゴーダと、やたら貫かん禄ろくのある老ろう婆ば──つまり主教だ。足の悪い主教を運ぶため、竜の背中に椅子を括くくり付つけて運んできたらしい。

「なぜここに主教様が──！　あまりにも危険すぎます！」

「ええ。そしてあなた方も、その危険な場所にいる。ならば私もこなければ」

　主教は竜の背の上から、俺と、俺が率いている獣けもの堕おちの集団と、そして跪ひざまずいている教会騎士団を順番に見た。

「おお……なんという事でしょう……本当に、悪あしき魔女は倒されたのですね」

「分かるのか？」

　俺が聞き返すと、主教はゆっくりと頷うなずいた。

「〝隠いん匿とく〟の報告を聞いたときは、まさかと思いましたが……あなたが？　それとも──」

　主教は俺が肩に担かついでいるゼロを見た。

「俺達は結界を壊しただけだ。あとは悪魔に殺されて自滅って感じだろ」

　気絶してたから詳しいところは分からねぇが、たぶん間違っちゃいないだろう。

「町の者は、みなあなた方を待っています。空が青く晴れ渡った瞬間、町を包んだ歓声を聞かせたかった……〝隠いん匿とく〟はよく民に真実を話してくれました。彼らが期待を持ち過ぎぬよう、絶望の淵ふちに沈まぬよう、あなた方の帰還が心の救いになるよう、根気よく、丁寧に」

「神父が……？　は、町の連中はまんまとあいつにはめられたってわけだ」

　憎まれ口を叩たたいた俺に、主教は目を細める。

　それから、黙って跪ひざまずいている教会騎士団に振り向いた。

「あなた達も……よく、町のために危険をおかしてくれました。その忠誠心と献身の心があるからこそ、町の民はあなた方を心から信頼しています」

「は……！　主教様と教会、民のためならば、我らの命などいつでも──！」

「いいえ。私にとっては、あなた方も大切な民です。そして彼らも」

　主教は獣けもの堕おちの群れを見回した。

　このばあさんが何者か知らない連中はきょとんとしていたが、〝主教〟という言葉を会話の端はし々ばしから聞き拾って、お偉方である事は察したようだ。

　少なくとも、竜の背に乗って登場する老ろう婆ばがただ者じゃない事くらいは察しているだろう。

「さあ、みなで町に戻りましょう。そしてウェニアスへ。私があなた方を先導します」

　ゴーダが竜の手た綱づなを引くと、竜は飛ばず、のしのしと森の中を歩き始めた。教会騎士団は誰ともなくそれに従い、俺達も後について歩き出す。

　それはこれ以上ない凱がい旋せんだった。
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　割れんばかりの歓声が、竜の背に乗った主教と、それに続く俺達を出迎えた。

　竜は大勢の人間が待ち受ける聖堂前の広場まで進んで足を止め、主教がゴーダの手を借りてゆっくりと地面に下りる。

　迎え人は、ノックス遠征部隊長のジェマと、副隊長のレイラント、従卒のバルセルに、〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官と、教会関係者の揃そろい踏ぶみだ。

　リーリは神父の足にしがみついて、集団の圧力にビビッて動けなくなっている。

　促うながされるまま、俺は広場の中央に歩み出た。

「よく戻りましたね」

　神父の言葉に俺は肩を竦すくめた。

「よくもまあ、あんなに険悪な感じで送り出した罪人を、手のひら返して歓迎できるな、この町の連中は……」

　俺がぼやくと、神父が杖つえを振り上げ──そのまま下ろした。さすがに、英雄として帰還した俺を、民衆の前で殴るわけにはいかなかったらしい。

「主教様のお力です。彼女があなた方を、英雄として迎える地盤を築いてくださった」

　で、その主教は「神父の働きだ」と言っていたわけだが……まあ、ここでその話をするのも無ぶ粋すいだろう。

　俺は主教に視線を向けた。

　主教は俺に頷うなずき返かえす。──七大聖堂の主教が、獣けもの堕おちに頷うなずき返かえす。

「と言うか、あなたなんで獣けもの堕おちに戻ってるんです？」

「いろいろあってな」

「……ゼロは？　眠ってるんですか？」

　神父は俺の肩を見上げた。目は見えなくても、呼吸の深さでゼロが寝ているか起きているかが分かるんだろう。

「悪魔が言うには、力の使い過ぎだそうだ。そのうち目覚めるってよ──っと！」

　足に衝撃があった。

　見下ろすと、神父の足にしがみ付いていたリーリが、今度は俺の足にしがみ付いている。

　言葉はなかった。俺は軽く腰を曲げて、そんなリーリの頭をぽんぽんと叩たたく。

「リーリ、怒ってる」

「あん？」

「すっごくすっごく怒ってる！　もう危ない事しちゃだめ！」

「そりゃあ……できれば俺もしたくねぇなあ」

　俺が笑って答えると、神父が俺を促うながした。

「とにかく、その返かえり血ち塗まみれの格かつ好こうをどうにかしなさい。風ふ呂ろと食事と部屋を用意してありますから、ゼロは侍女に預けて──」

「いや、いい」

「はい？」

「……分かるだろ？　今、一番危ないのはこいつだ」

　神父が表情を硬くした。

　今、英雄として凱がい旋せんした俺とゼロを、快く思っていない人間が町にいる。オルルクスがその筆頭だが、どこにそいつがまぎれているか分からない。

　眠っているゼロを侍女に預けて、その侍女が敵だったら？

　ゼロは手も足も出せないまま殺される。

　誰かが守らなきゃならなかった。それが誰かと言ったら、護衛である俺しかいない。

「ほかのやつに任せて、もしこいつが殺されたら、俺はこいつを護衛していた奴やつも殺さなきゃならなくなる」

「湯あみもゼロと一緒にする気ですか？」

　片かた眉まゆを吊つり上あげた神父の言葉に、俺は動じずに答えた。

「初めてってわけでもねぇしな」

　勝手にしてくれ、とばかりに神父が空を仰あおぐ。

　そして言葉通り、俺は片時もゼロのそばを離れなかった。ゼロを抱えて風ふ呂ろに入り、飯を食って、ゼロを抱いたまま用意された部屋で眠る。




　それは夢も見ない深い眠りだった。
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　オルルクスは凱がい旋せんの空気に浮かれる民衆を、窓から見下ろして爪を嚙かんだ。

　もう、殺すしかない。

　奴やつらが英雄として名を残す事は、もはや避けられないだろう。だがせめて、奴やつらが主導者として好き勝手に振る舞う前に、殺して名前だけの存在にしなければ。

　その時、丁度オルルクスの部屋の戸が開いた。

　見慣れた部下達の顔を見て、オルルクスは笑みを浮かべる。

「丁度いいところに。私の話を──」

　部下達は無言でお互いに視線を交わし、オルルクスを椅子から担かつぎ上あげる。

　なにを、と聞く前に、オルルクスは車椅子に座らせられていた。

「便利でしょう、これ。館長に借りました」

　部下の一人がそう言って、車椅子を押して部屋を出る。

「ど、どこに連れて行く気です？　私はまだ部屋から出ないと……」

「静かに。騒がれると、あなたを殴らなければならなくなる」

　オルルクスは青ざめた。

　悪い事が起こる予感がする。だが、どうする事もできなかった。砕かれた膝ひざの完治は遠く、歩くどころかまともに立つ事もできない。

　オルルクスの車椅子を押す部下が一人と、それを囲む部下が三人。全員が無言で、オルルクスを見ようともせず、静かに車椅子を押している。

　教会騎士団の宿舎を出て、自分が町はずれに連れていかれる事を察した瞬間、オルルクスは声を上げた。

「嫌だ！　私をどうする気です！　こんな事は神がお許しに──！」

　ならない、と叫ぶ前に、部下の一人がオルルクスの顔を殴りつけた。

　く、と呻うめいたその口に、布の塊が押し込まれる。

「だから、最初からこうすればよかったんだ」

「しかし、誇りを奪いたくはない。せめて高潔なまま……」

「何が高潔だ」

　部下の一人が唾つばを吐く。

「あの獣けもの堕おちは〝泥どろ闇やみの魔女〟を倒した英雄だ。俺達はこいつの指示で、その英雄を殺すところだった！」

「すみません、隊長……ですが、俺達はもうあなたに従えない。そしてあなたは、裏切った人間を絶対に許さない。──こうするしかないんです、もう」

「しっ！　人がくる──！」

　三人の部下が、オルルクスを隠すように並んで立った。

　足音が近づいてくる。オルルクスは呻うめいた。

「そこで何してるんで？　こそこそするにしても、ちと怪しすぎやしませんか」

　聞いた事のある声だった。

　これはノックス遠征部隊長の従卒──バルセルの声だ。

「……うん？　その轍わだち……車椅子じゃねぇですか？」

　バルセルは足元に視線を落として、顔を顰しかめた。

　車椅子の轍わだちは、普通の荷車に比べて小さく、特徴的だ。いかにも無能そうな男だと思ったが、少しは役に立つらしい。

「お、オルルクス隊長の体調がすぐれない。今から医者に見せに行くところだ」

「はぁ？」

　バルセルは気のない声を上げる。

　その背後から、

「どうした、バルセル！」

　騎士隊長のジェマが声をかけた。

　あの正義馬鹿がこの状況を目にすれば、裏切り者の部下達もただでは済まない。

　やはり、神は見守ってくれている。

　オルルクスはほくそ笑んだ。

「近衛このえ騎士隊が、また何か──」

「あ、大丈夫です隊長。なんか、荷物を運ぶのに苦労してるみたいで」

　オルルクスは息を止めた。

　そして思い出す。




　──殺しちまうべきだった。




　膝ひざを砕かれたオルルクスに向かって、この男がそう吐き捨てた事を。

「ん……ぐ……！　んぐぅ！」

　オルルクスは呻うめき、体をよじった。車椅子から転がり落ちると、男達の足の向こうに、歩き去るジェマの背が見える。

　その視界を、バルセルの足が踏みにじるように塞ふさいだ。

「あんたの思ってる通りだ。あの方は救ってくれるでしょうよ。あんたがどんなクズでも救ってくれる。物事を好き嫌いで決めたりしない、そういう人だ。けど残念だなぁ……世の中のほとんどの人間は、なんだって好き嫌いで決めちまう。で、あたしはあんたが死ぬほど嫌いでね。まあこの際、魔女殿と傭よう兵へい殿を追い払った事はどうでもいいんですが……あんた、うちの隊長を侮ぶ辱じよくしたでしょう。その相手に救ってもらおうなんて、ちと虫が良すぎるとは思いやせんか」

　バルセルはオルルクスの体を抱き起こし、車椅子に座らせた。

「さて……」

　バルセルは軽く肩を回して、けだるげに空を見た。

「じゃ、お手伝いしますよ。捨てに行くんでしょう？　その荷物」
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　違和感に気づいて、俺は目を覚ました。

　腕の中にゼロがいない。飛び起きると、縛り付けられたように全身が重かった。

　それでもどうにか部屋を見回すと、椅子に深く腰掛けて本を読んでいるゼロの姿が真っ先に目に入る。

　どこかで見た光景だった。

　ぼんやりとその姿を眺めて、俺ははっとする。

「お前、目が──！」

「目が覚めたか、傭よう兵へい」

　ゼロが俺の言葉を盗んで言った。

　それはこっちのセリフだ、と

　俺が答えようとした瞬間、

「お兄ちゃん！」

　白い毛の塊が俺の腹の上に飛び乗ってきた。

　姿を見なくても誰だか分かる。リーリだ。
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「おにいちゃん、おにいちゃん、おにいちゃん！」

「お、おいちょっと……落ち着けお前……！」

　名前を連呼されて反応に困っていると、その体を誰かがひょいとつまみ上げた。

「リーリ。相手は一応怪け我が人にんです。飛び跳ねるなら腹の上以外にしなさい」

「あう……」

　神父だ。

　眼帯越しに俺を見て、

「さすが化け物、しぶといですね」

　と吐き捨てる。

「なんの話だ？」

「もう十日になります。あなたが眠り始めてから」

「とお──!?」

「ちなみに我わが輩はいは三日で目覚めたそうだ」

　我わが輩はいの方が強いな、とばかりにゼロが横から口を挟む。

　どうりで、死ぬほど体が重かった。やたらと腹が減ってるし、とにかく何もかもが空っぽになっている感じがする。

　目を覚ましたぞ、隊長を呼んでこい──と扉の外で怒鳴っているのはバルセルか。どうやら神父やゼロの悪ふざけってわけじゃなさそうだ。

　未だにはっきりとしない頭を振って改めて周りを見回すと、毛布をかぶったゴーダが部屋の隅すみで眠っているのが見える。

「……お前ら全員この部屋で寝てたのか？」

「うん！」

　力強くリーリが答えた。

「リーリずっといたよ！　お姉ちゃんもずっといたし！　竜の王様とね、あと隊長のお姉ちゃんも、神父様も！」

「基本的に、常じよう駐ちゆうしていたのはゼロだけです。先に目覚めてから七日七晩──ゼロは一いつ睡すいもしていませんでしたよ。化け物にお似合いの魔女ぶりです」

　呆あきれたように言った神父の肩を、ベッドに近づいてきたゼロが軽く叩たたいた。

「いかにも、そうだ。そして一いつ睡すいもせずに傭よう兵へいを見守っていた我わが輩はいだからこそ、神父が何くれとなく傭よう兵へいの様子を見にきていた事を知っているし、傭よう兵へいが目覚めない事に気をもんでいたのも知っている」

「魔女の見る世界は、私が見ている世界とは随ずい分ぶん違うようですね」

「リーリも知ってる！　神父様、めちゃめちゃ心配してた！」

「あなたは黙ってなさい、リーリ」

　杖つえの先で叩たたかれて、リーリが「痛い！」と文句を言う。

　俺は思わず噴き出した。

　まったく──目を覚ますなり賑にぎやかなこった、俺が笑うと神父は忌いま々いましげに顔を顰しかめ、部屋の隅すみで寝ていたゴーダがはっと目を覚ます。

「な、なんだ？　傭よう兵へいが目を覚ましたのか!?　なぜ俺が寝ているときに起きるんだ！」

「いや、俺にそんな事言われてもな」

「傭よう兵へいが目を覚ましたって!?」

　勢いよく戸を開けて、ジェマがバルセルと一緒に部屋に飛び込んでくる。

　ベッドに体を起こしている俺を見て、ジェマが突然顔を覆おおって泣き出した。

「よかった……もう、このまま目を覚まさないのかと……！」

「お、おい、ちょ……！　泣くほどのこっちゃねぇだろう！　たかが傭よう兵へい一匹が死にかけたくらいで……！」

「お前は私と賭かけただろう！　お前はその賭かけに勝ったんだ！　私はお前に今後一生食事を奢おごらなければならないのに、一度も果たせずに死なれては騎士の名折れだ！」

「隊長、その程度で騎士の名は折れませんぜ……」

「やかましい！　物の例えだ！」

　ジェマはぐすぐすと鼻をすすりながら、バルセルに強力な一撃を叩たたき込こむ。こうして見ると、こいつらもなんだかんだでしっくりくる距離感になった感じがするな。

　ゼロはそんなジェマを見て、

「ふむ、我わが輩はいもあんな感じでやればよかったのか……」

　とまたいらん知識を吸収している。

「お前はやらなくていいんだよ」

　と声に出して突っ込むと、ゼロがすとんとベッドに腰を下ろした。

「では、我わが輩はいらしくいくとしよう。──おはよう、傭よう兵へい。君が無事でよかった」

　やはり、どこかで聞いたような台詞せりふだった。

「わっぱから手紙もきているぞ」

　ゼロが差し出したのは【魔女の手紙】だ。

　二枚で一組になってる手紙で、一方の紙に書いた文字が、もう一方にも浮かび上がる。

　つまりウェニアスにいるアルバスが手紙を書くと、まったく同じ文面が俺達の持ってる手紙に浮かび上がるって代物だ。

「君の様子は、〝世界を見渡す目〟をもつマディアによって、わっぱにも伝えられている。先ほど手紙に浮かび上がった文面を読んだところ、今も君を見ているらしい」

「なんだそりゃ……わりと不気味だぞ」

　思わず本音が口に出る。

　ゼロに差し出された手紙を手に取ると、全面に同じ言葉が書かれていた。




　バカバカバカバカバカバカバカバカバカバカ。




「これ、最後の行までこれか？」

「最後まで読めば分かる」

　俺は最初と中間を飛ばして、最後の行を読んだ。




　ウェニアスから援軍を出したから、街道で合流できるはず。

　早く戻ってきて。話したい事がたくさんある。




「最後の行だけでよかったじゃねえか」

　と俺がぼやくと、最後の行にまた、「バカ」という文字が浮かび上がってきた。しかも特大の太字でだ。

「俺が馬鹿ならてめぇはガキだな。おい、聞こえてるかクソガキ」

　俺はアルバスからの返事をまたず、手紙を丸めてゼロに返した。いまごろウェニアス王国のどこかで、アルバスが地じ団だん駄だを踏んで怒っている事だろう。

「ああ……戻りてぇな、ウェニアスに」

　うん、とゼロも頷うなずいた。

「戻ろう、わっぱが首を長くして待っている。あまり待たせすぎると、その援軍とやらにわっぱが加わってしまいそうな勢いだ」

「そりゃあ、護衛の犬面がまた大騒ぎするだろうなぁ」

　その光景が目に浮かぶようで、俺は苦笑いする。

「君が眠っている間に、いろいろな事が決まり、いろいろな事が変わった。君は世界を救った英雄であるし、我わが輩はいもまたそうだ。しかし、世界を危険にさらしたのもまた魔女であり、獣けものの戦士は悪魔の象徴として多くの民の心に刻み付けられた」

　まったく、と肩を落としたのは神父だ。

「恐怖の象徴である、魔女と獣けもの堕おち。同時に英雄でもある魔女と獣けもの堕おち……これから民をどう導いていくのか、今から頭が痛いですよ」

「いかにも、そうだ。我わが輩はい達の進む道は、まだ長く険しい──だが、それはともに歩む道だ。孤独に歩み、他の道を害するより、愉快な道みち行ゆきになるとは思わないか？」

「どうだか」

　魔女と、獣けもの堕おちと、教会とが、全員同じ道をこれから歩いていくんだとしたら──なるほど、こいつは大変そうだ。

「やっぱ、別々に歩いた方がよかないか？」

　と、俺が正直な気持ちを口にすると、リーリが「だめ！」と声を荒あらげる。

　そうか、だめか。

　だめなら面倒くさくても、一緒に歩くしかなさそうだ。
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　それから、世界はめまぐるしく変化した。

　ウェニアスへの撤退が無事終わり、俺とゼロは〝名も無き英雄〟として人々に知られる存在となった。

　そう──つまり世界のほとんどの連中は〝とある魔女と獣けもの堕おちが世界を救った〟って情報しか知らないわけだ。

　俺とゼロは表舞台に姿を見せなかったし、見せるべきじゃないと、長々とした協議の結果結論が出た。

　この世界の変化を受け入れられない連中は、その怒りの矛ほこ先さきを間違いなく俺達に向ける。そして殺意を向けられたら、俺達はそれに応戦しなきゃならなくなる。

　それじゃ殺意の連鎖は止められない。

〝誰かが救った〟。だが、それが誰かは分からない。

　それくらいがちょうどいい。

「まあ、一種の神ですよね」

　と評したのは神父だ。

　場所は、ウェニアス王国王城──その、便べん宜ぎ的てきに与えられた俺達の居室だ。

「誰も会った事がないけれど、偉大な事をした人物……その人物の思想に合わせて生きるという考えは、宗教の始まりに極めて近い」

「おまえ、かなり乾いた物言いをするようになったよな……神とか宗教についてよ……」

　最初に会った頃は「すべて神の御み心こころのままに」って感じだったのに、今の神父はその神すらも、人間の心理に作用するうんぬんって感じのものに見えてるらしい。

「当たり前じゃないですか。これから〝魔女を悪としない新しい教会〟なんてものを、教会主導で広めなきゃならないんですよ？　私の理想とする神を、他人に押し付けている暇があると思います？」

　他人に柔じゆう軟なん性せいを求めるのなら、まず自分がその倍の柔じゆう軟なん性せいを身につけなければならないと、神父は訳知り顔でとうとうと語る。

　ゼロは笑った。

「なあに、祀まつる神が増えたと思えばいいのだ。前にも言っただろう？　教会の神も、そもそもは悪魔。守護聖像とて、それに連なる悪魔の力の象徴として作り上げられたものだ。教会の信仰そのものを変えずとも、懐ふところを大きくし、他の悪魔もぜんぶ神にしてしまえばいい」

「簡単に言うけどさぁ」

　と、声を上げたのはアルバスだ。

　少し伸びた金髪をもてあそびながら、一国の主席魔法使いとは思えないだらしなさで寝台に横たわり、足をジタバタさせている。

「ウェニアス王国はまだいいけど、南の方じゃまだ魔女狩りやってる国がいっぱいある状況なわけじゃん？　で、ウェニアスは陸路の中心で、そんな国からも人がくるわけ」

　これはどうしようもない話だった。

　悪魔の被害が大きく、魔女による保護が絶対的に必要な北部の人間に比べて、南部の人間はまったくと言っていいほど被害を受けていない。

　北で大変な事が起こったのだと言われても、自分の村から出ずに一生を終える人間がほとんどなんだ。自分の知らないどこか遠い世界で、何かが起こったらしいって程度の噂うわさを聞いて、いきなり魔女擁よう護ごには転身できないだろう。

　そして当然、教会の内部でもその傾向は存在する。

「もー、入国前にいちいち〝この国では魔女の存在が合法です〟って説明するのすっごい大変だし、教会の狂信的な信者が三日とおかずに問題起こすし。そもそも教会自体が北部と南部で真っ二つ！　ほんと、これからどうなっちゃうやら……」

「根気よくやるしかないでしょうね。ウェニアス王国を中心に、魔法使いがじりじりと周囲に溶け込んでいくのが一番の近道です。そして、その筆頭である主席魔法使い殿には、是非とも魔法使いの規き範はんとしてふるまっていただかなければならない。言っておきますが、あなたは一度教会関係者に凄すさまじい悪印象を与えています。この先教会に魔法使いを受け入れさせるには、並々ならぬ努力が必要である事をお忘れなきよう」

「もー！　もう一回坑道崩ほう落らくさせたい！　魔女嫌いはみーんな入国禁止！」

　アルバスは叫んで、両手足を寝台に投げ出した。

　こんなんでも、一歩部下の前に出れば理知的な主席魔法使いの顔になるんだから、ガキの成長ってやつはまったく侮あなどれない。

「この先百年程度、歴史はいささか荒あれそうだな」

　変化を楽しむようなゼロの言葉に、神父はただただ疲れたように肩を落とした。

　──一つ、その神父にも変化がある。

　杖つえを指に固定していた、金属製の指輪がはずれた事だ。

　魔女を受け入れるっていう大幅な教義変更にともなって、教会の内部でも大改革が起きた。そしてその始まりとして、〈女神の浄火デア・イグニス〉という組織が解体されたのだ。

　そして元死刑囚だった〈女神の浄火デア・イグニス〉連中に、それまでの働きに見合った恩おん赦しやが与えられたわけだ。

　死刑だったのが禁きん固こ刑けいに軽減されて、〈女神の浄火デア・イグニス〉として働いた日数を全うした刑期として計算したり、ほとんど無罪放免だったり、まあいろいろあったらしい。

　ただし、放ほう逐ちくしたら危険だと判断された連中は監視下に置かれる運びになった。危険な連中ってのは、ようは前に会った墓堀り人みたいなやつの事だが……。

　少なくとも、〈女神の浄火デア・イグニス〉引退後も、引き続き神父としての職を与えられたのは、目の前にいる〝隠いん匿とく〟だけらしい。

　つーか、そもそも冤えん罪ざいらしいしな、こいつの場合は。

「悪魔と言えば、館長の扱いは決まったのか？　腐くさっても悪魔だろ、あいつ」

　最後の最後までその扱いでもめたのが、真しよう正しんの悪あく魔ま憑つきであるところの館長だ。

　そもそも悪魔だから、奴やつは教会施設に入れない。

　アルバスが強力な結界を張っちまったウェニアス王国に入る事もできないので、今はバルセルに付き添われて、坑道近くの宿屋に滞在してるはずだ。

「決まりましたよ。〈禁書館〉の館長に」

「なんだそりゃ。そのままじゃねえか」

「ええ、そのままです。ただし、〈禁書館〉の扱いが変わる。あそこは教会の──」

「教会と魔女の」

　アルバスがすかさず横から訂正する。

　神父は軽く咳せき払ばらいした。

「教会と魔女両方の書物を集めた〈総合図書館〉になります。そしてその膨大な書物を、本の虫である館長に管理させる事になりました」

「そりゃ、館長が大喜びしそうだな」

「大喜びどころじゃありませんよ。早く〈禁書館〉に戻りたくてうずうずしてますし、すでに蔵書を増やすべく動いているらしい」

「司書は？」

　ゼロの問いに、神父は首を傾かしげた。

「司書？」

「〈禁書館〉からウェニアスにきた、〝世界を見渡す目〟を持った魔法使いがいただろう」

　ああ、と神父は声を上げた。

「マディアさんですか。彼女はウェニアスに残ります」

「へぇ？　なんでまた」

「なんか、魔術について勉強したいみたいだよ」

　アルバスが答えた。

　実のところ、俺達の中でマディアと一番長く過ごしてるのはアルバスだ。俺達がノックス大聖堂に向かって進軍してる間、マディアはずっとアルバスといたわけだからな。

「マディアさんってほら、自分の意思で館長と契約したわけじゃないじゃん？　だから色々思うところもあるらしくてさ。魔術の知識を学んだうえで、ちゃんと魔法を使いたいって。僕達としても、〝世界を見渡す目〟を持つ存在は、人材として惜しいし……館長が何か異変を察知したとき、館長と即座につなぎを取れるのが彼女だからね」

「って事は……館長一人で〈禁書館〉に戻すのか？　大丈夫かよ……」

「さすがに我々もそこまで馬鹿じゃありませんよ。ジェマ隊長の従卒が、今度は館長の補佐としてつく事に決まりました」

「下したっ端ぱが!?　なんであいつが」

「何くれとなく世話を焼いていましたからね。情が移ったのでは？」

「情ってお前……自分の可愛かわいい育ての娘をツガイにしようとした悪魔だぞ？」

「ならば義父になりかけたわけですね」

　神父がしれっと恐ろしい事をいう。

　そういう話になるか？　なっちまうのか？

　俺が今一つ納得できずに首を捻ひねるのもお構いなしに、神父は続けた。

「それに合わせて、教魔兵団からも何名か〈禁書館〉の警備が用意されますし、少なくとも一人になるという事はありませんよ」

　教魔兵団ってのは──まあ、教会騎士団と魔法兵団が合体した組織だ。

　魔女と教会は、基本的には別組織。

　その両方を守る総合的な武力として、アムニルやゴーダの率いていた魔法兵団と、ユードライト騎士団長を筆頭とした教会騎士団が合わさって新しい軍隊ができたわけだが、その名称は揉もめに揉もめた。

　百近い候補が出た結果、最終的に投票までやって「教魔兵団」になった事を考えると、安直に勝るものはないって事なんだろう。

「何より、多くの魔女が〈禁書館〉への居住を希望していますからね。むしろ今までを凌しのぐ人口になるかもしれません」

「魔女が？　なんでまた」

　俺の疑問に、ゼロが答えた。

「無論、本が目的だ」

「そりゃ〈総合図書館〉ならそうだろうがよ」

「いつか、君にも話した事があっただろう。今まで、各地の魔女が書き記した書物は、各々の隠れ家に訪問しない限り閲えつ覧らんは不可能だった」

　まだ、俺がゼロと会ったばかりの頃に聞いた話だ。

　基本的な隠れ家に引きこもっている魔女は、ほかの魔女と情報を共有しない。だから繁はん栄えいできなかったと。

「あれだろ？　隠れ家に一人で暮らしてる魔女が死ぬと、その魔女が持ってる知識がごっそり消えるって奴やつだろ？　たとえ本を書いてても、隠れ家が見つからなきゃ意味がないって」

「そうだ。そうして消えていった知識も多い。だがもし、館長がそれらの本を見つけ出し、〈禁書館〉の蔵書に加えるとしたら？　〈禁書館〉は魔女にとって、未知なる知識を得られる極めて重要な場所となる」

「ははぁ……なるほど」

　なんとなく、あらゆるものが収まる場所に収まったって感じだ。

　リーリは両親ともども、イデアベルナの領主のところに厄やつ介かいになる事が決まってるし、この先飢える心配はないだろう。

　少なくとも、ウェニアス王国以北については、魔女と教会の人権が半々くらいで保たれるだろうし、差別も減っていくはずだ。

　南部についてはまだまだ教会の威い光こうが強いだろうし、魔女や獣けもの堕おちへの反発もそうそうなくならねぇだろうが……まあ、百年後にはどうにかなってる事を願うばかりだな。

「それで」

　ここがらが本題、とばかりに神父が切り出した。

「あなたたちはどうするんですか？　望むなら、国の一つくらい与えてもらえそうな勢いですが──」

「国ぃ？」

　ゼロが死ぬほど嫌そうな顔をした。

「なぜ我わが輩はいが国など統治しなければならないのだ。そんな面倒お断りだ」

「右に同じだな。別に何もいらねぇよ」

「……では、特にすべき事も、したい事もない──と？」

「そうなるな」

　俺とゼロは声をそろえる。

　途と端たんに、アルバスが寝台から飛び起きた。

「ほんとに？」

「……はん？」

　妙に真剣に聞いてくるので、俺は警戒を込めて聞き返した。

「ほんとのほんと？　特に予定ない？　何かしたい事とかない感じ？」

「だから別に何もねぇって……」

「やったー！　じゃあハイ！　これ！」

　アルバスは懐ふところに手を突っ込むなり、丸めた書状を引っ張り出すなり、俺とゼロに突きつけた。

「なんだこれ」

「お仕事」

　にっこりと笑う。

「仕事だぁ？」

「今回のゴタゴタで、どこもかしこも人手不足なのは知ってるでしょ？　でも、二人にやりたい事があるなら、それを尊重しようと思って黙ってたんだけどさ……暇を持て余してるなら働いてもらおうと思って。あ、それそのまま通達書であって任命書だから、それ持って担当官のところに行けば詳細な仕事の指示してもらえるよ」

「てめぇは虫を待ち受ける蜘蛛くもの巣すか！　こんな時ばかり仕事が早えぇな！」

「僕はいつも仕事早いよ！」

　どうだかな、と悪態を吐つきながら、俺はざっと書類に目を通した。──が、ダメだ。単語が難しくて読めねぇ。

　なんとなく、村がどうの、復興がなんだと書いてある気がするが……。

「いやぁ、よかったよかった。ほかに適任探すとなると、めっちゃ面倒くさい案件でさ」

「受けるとは言ってねぇぞ」

「いいえ、あなたは受けますよ」

　神父が横から口を挟んだ。

　どうやらこいつは、俺の仕事内容とやらを知っているらしい。

「拝聴しよう」

　俺がことさら気取って背筋を伸ばすと、神父が応じて口を開く。

「このたび、近隣からウェニアスに流入した民の数は十万を超えました。しかし彼らを住まわせる土地も、食わせる食糧も、働かせる仕事も突然湧いてきはしない。そこで我々は雇こ用ようを生み出すべく、各地に新たな共同体──すなわち村を作る事に決めました。まずは各地にある廃村の家屋等を復旧し、人が住める状態にするのが第一の目標です」

「分かりやすく言うと？」

「避難してきた民が多すぎるので、新しい村を作ってそこに放り込みます」

　なるほど分かりやすい。さすが神父だ。

「で、どこに新しい村を作るって？」

「ウェニアス王国の外ならどこでもいいんですが、まあ南部でしょうね。──手始めに、廃村になっていた、あなたの生まれ故郷とか」

　俺とゼロは顔を見合わせた。

　あの村に──戻る？

　戻って、廃屋を復旧して、ウェニアス王国から溢あふれた人間を住まわせる？

　それはそれは──。

「死ぬほど面倒臭そうだな」

　俺は顔を顰しかめた。

「ええ、一ひと筋すじ縄なわではいかないでしょうね」

　神父も重々しく頷うなずく。

「……どうする？　魔女」

　そうだな、とゼロは慎重に熟じゆく慮りよした。

　渋しぶい表情でたっぷりともったいつけてから、

「例えばだが……その村に、美味うまい料理を出す酒場が開店するのなら──まあ、行ってやらないでもない」

　とにやりと笑う。

　俺はアルバスを見た。

「で？　──その仕事の報ほう酬しゆうに、一体何がもらえるわけだ？」
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　健康で、やる気があり、移住の意思が強く、魔女と獣けもの堕おちとの共存に抵抗をもたない村人が百人ほど選ばれた。

　そのほとんどは周囲の国から逃げてきた避難民だが、中にはウェニアス王国の住民も混ざっている。特に多いのは「元獣けもの堕おち」って連中だ。

　ウェニアス王国で人間に戻してもらった獣けもの堕おち連中は、それなりに不満をかかえてウェニアスで生きてきた。

　そこで、魔女と獣けもの堕おちが主導で作る村がある──と話を聞けば、その住民として名乗りを上げるのも頷うなずける。

　いつかウェニアス王国の坑道で会った、元熊の獣けもの堕おちとその嫁さんを立候補者の中に見つけたとき、アルバスが俺とゼロにこの仕事を依頼した理由を改めて理解した。




　海路と陸路のささやかな旅を経て、百人の村人と俺達は、目的の村に到着した。

　つまりは、懐なつかしき俺の故郷に。

　想像以上に擦すり切きれちまってる昔の記憶を、一つ一つ思い出しながら、俺はゼロと一緒に村を回った。

　倒壊した家屋や、ゴミの浮いた井戸や、動物が荒あらした倉庫──そういう物を見るたびに、俺の心は鈍にぶくうずく。

　だが村人達の反応は、俺とはまるで逆だった。

「思ったより荒あれてないじゃないか」

「家もまだまだ使えそう。新しく家が建つまで、雨あめ露つゆが凌しのげそう」

「へぇ、いい土じゃないか！　ここなら畑もできるぞ」

　いい村だ、いい土地だ、とみんながみんな口にする。

　俺にとっては「打ち捨てられた廃はい村そん」でも、初めてここにきた連中にとっては「新天地」だ。

　昔と比べて悪いところばかりを探す俺と違って、いいとこばかりを見つけてはしゃぐ連中の様子に、俺はなんとも言えない気分になる。

　嫌な気分はしない。だが、純粋に嬉うれしくもない。

　もっといい村だったんだ、本当は。

　俺が逃げ出しさえしなければ、きっと今もいい村だった。

「つまるところ、我わが輩はいたちが規き範はんになる──という事だろう？」

　そんな村人達の様子を眺めながら、ゼロがふと、俺達が村の再興の責任者に選ばれた理由について口にする。

「ここはちょうど、南部地方と中部地方の中間と言っていい位置にある。魔女と獣けもの堕おちと教会を一つに村に押し込んだような闇やみ鍋なべが、果たしてどのような料理を生み出すか……我わが輩はい達は、南北の両方から大きな注目を集める事になるだろう。誰もが我わが輩はい達を〝名も無き英雄〟だとは知らぬまま」

「……そこまで大げさに構える必要はねぇと思うがな」

　柄がらにもなく感傷に浸ひたっていた自分に気づいて、俺は肩を竦すくめた。

「村なんてのは、仕事があって、酒場があって、パン屋がありゃそれなりに生活できる」

「それと、魔女のあやしげな占い屋もな」

　にやりと笑って、ゼロは生い茂った草で覆おおい隠かくされた、小さな道を指さした。

「あの道はどこに通じているのだ？」

「あー……ありゃ湖だ。昔は水売りが住んでたらしいが、井戸から水が出るようになってからは廃業して、それ以来誰も住んでなかったらしい。魚がいるから釣りにいく事もあったが、結構深いからな……大人には〝湖には行くな〟って怒られた」

「ふうん？　村から少し離れた場所に、人の近づかぬ湖か……気に入った。我わが輩はい、そこに店を開く事にしよう」

「気がはえぇな」

「善は急げと言うだろう。──それで？　君の店はどこなのだ？」

　ぐいと、ゼロが俺の背中を押した。

「お、おい」

「過去を憂うれいて浸ひたっている暇はないぞ、傭よう兵へい。君は百人の村人を率いて、この場所に根付くのだ。君が一番この土地を知っている。どこに水源があり、どこに食糧があり、どの道を通って近隣の村や町と交流を持つのか。君がいるからこそ、我わが輩はい達はここに根付ける」

「村長って柄がらじゃねぇんだがな……」

「では、別の者に押し付ければいい。君はあくまで酒場の店主。村長が困った時だけ、相談に乗ってやればいい」

　ゼロに促うながされるまま、俺は自分の生まれ育った家に向かう。

　真っ先に来たかったが、どうしても足が向かなかったその場所に、ゼロは俺をほとんど無理やり押していった。

　昔はどうとも思わなかったが、大人になってからきてみると、なかなか立派な酒場に見える。がたついた正面扉を慎重に開くと、埃ほこりが積もった店内に二つの足跡があった。

「こいつは……神父とチビの足跡か……」

　俺の頼みで、神父とリーリはここにきた。

　そして、死んだ俺の両親を裏庭に埋めたという。

　一度店に入っちまうと、足は自然と裏庭に向いた。ゼロは興味深そうに店をきょろきょろ見回しながら、俺の後から黙ってついてくる。

　厨ちゆう房ぼうを通って裏庭に出ると、二つ並んで墓標があった。

　神父とリーリが編んでかけたのか、墓標にお決まりの花の輪が供そなえてある。色いろ褪あせた花の輪を見て初めて、俺は自分が手ぶらな事に気が付いた。

「……なあ、魔女」

「うん？」

「その……魔女には聞こえるんだろ？　死んだ奴やつの声ってのが」

　ああ、とゼロは声を上げた。

「死者に伝えたい思いがあるのなら、聞こえる事もある。だが、ここには……」

　ゼロは目を閉じて耳を澄ました。

「……うん、何もいないな。何もない。本来、死者の意識はそう長く残らないのだ。よほど強い憎しみか、悔かい恨こんでもない限り」

「そうか……」

　残念なのか、ほっとしたのか、自分でもよく分からなかった。

　ただ──。

「……ただいまって、言えたらよかったんだが……って、思ってな……」

　ゼロは俺の横に立った。

「君はここに戻った。そしてきっとここで死ぬ。ならばその時伝わるさ。焦あせる事はない」

　そうだな、と答える声は、我ながら上の空だ。

　本当に死んだんだな、という実感だけが、妙に胸に迫る。

「──傭よう兵へい」

「あ？」

「おかえり」

　ゼロが俺の肩を叩たたいて、踵きびすを返した。

　俺はぽかんとしてその後ろ姿を見送って、苦笑する。

「……ただいま」

　親父に、お袋。

　俺の故郷だった村。

　そして、俺の故郷になる村。

　俺は剣や鎧よろいの装備を全部外して倉庫に押し込み、早速酒場の補修に取り掛かった。





４






　言葉通り、ゼロは村の外れに小さな占い屋を開いた。

　占い屋とは言うが、ほとんど村の便利屋に近い。新しい魔法を生み出すために、普通の人間達が何を不便に感じているのか──そういう研究をしたいとゼロは言った。

「我わが輩はい、いろいろと考えてみた」

　古ぼけた木のカウンターに頰ほお杖づえをついて、ゼロは丸椅子に腰かけたまま足をぶらぶらと揺らして言った。

「例えば〝料理の章〟などどうだ？　野菜の皮がするっと剝むけるとか、ちょうどいい火加減を維持して鍋なべが噴きこぼれないとか。なんとなく、これなら君も使えるような気がするぞ」

「そりゃ世界中の料理人が大喜びしそうだな」

　大おお鍋なべの料理をぐるぐるとかき混ぜながら、俺は肩越しにゼロと会話する。

「それと、遊ゆう戯ぎの章とかもいいと思うのだ。子供が遊ぶための魔法。正体不明のふわふわを生み出す魔法など、子供は喜びそうではないか」

　そんな事を言いながら、羊よう皮ひ紙しに猛然とペンを走らせるゼロの姿を見ていると、きっと【ゼロの書】もこんなふうに書いたんだろうな、とどこか奇妙な気分になってくる。

　善意で書いた一冊の本。

　もとをただせば、それが世界を変えるきっかけになったわけだ。

　──ところで。

　俺は念願の酒場を開いた。

　ぼろぼろだった酒場を補修して、新しい食器や鍋なべを集め、食材を手配し、やっと営業できるところまで持ってきた。

　客の入りはそこそこだ。

　っていうか、百人程度の小さな村に、経営してる酒場が一件──客は俺の店にくるしかねぇし、幸い俺は料理の腕に覚えがある。

　村の連中は酒場の開店を心底祝福してくれたし、「これで好きな時にあったかい飯が食える」と喜んだ。

　想像していたより、ずっと物事は簡単に進んだ。

　獣けもの堕おちと魔女がいる村だってのに、まるで普通の人間同士が集まって、当たり前に村を作るように進んでいった。

　旅人は多かった。

　魔女と獣けもの堕おちを憎む連中の襲しゆう撃げきもなくはなかったが──まあ、そういう奴やつらは泣いて後悔するはめになる。

　俺が対応しているうちはまだ優しいが、ゼロが出てきたらおしまいだ。

　男も女も一瞬でハゲにされ、それでも向かってきたら服を焼かれ、武器を奪われる。文字通り丸裸にされた連中は、村人たちの笑い声を背中に、威厳も何もなく逃げ出すしかない。

　襲しゆう撃げきは日に日に減り、最近ではめっきり村を狙ねらう馬鹿もいなくなった。

　俺が長年望んできた、平和で、騒々しく、退屈で忙しい毎日がこの村にはあった。

　ゼロは毎晩自分の店を閉めると、踊るような足取りで俺の店に一番乗りする。

　そして開店前の俺の店にゆうゆうとやってきて、古ぼけたカウンターに陣取ると、ペンと羊皮紙を広げてとりとめのない雑談を交わす。

　そして腹が減るとペンを置き、思い出したように言うのだ。

「傭よう兵へい。我わが輩はい、いつものひとつ」

　と、常連ぶって。

　すると俺は、その日の気分で料理を作る。

　後からきた客はゼロが食ってるものを見て、

「お、今日のオススメは煮込みかぁ。寒くなってきたから、俺もそれ」

　と次々と同じものを注文してく。

　繰り返されるそんな毎日を、俺は何より愛していた。

　だが、時には事件も起こる。

「──そういえば、傭よう兵へいよ。最近広場にようやく完成した教会があるだろう」

「ああ、一回作ったのに〝これじゃ不ぶ格かつ好こうすぎて神父を派は遣けんできないから作り直せ〟って教会の要望で作り直したアレな」

「そう。アレだ。アレにとうとう神父が派は遣けんされてくるそうだ」

　ゼロが【魔女の手紙】をひらめかせた。

「ウェニアスからの通達か？」

「うむ。なんでも〝盲目の神父〟がくるそうだぞ？」

「なに!?　いつだ！」

「今です」

　バン、と酒場の戸が開いて、冷気とともに不気味な黒装束が酒場に足を踏み入れた。

　聞き覚えのある声に、見覚えのある翠すい髪はつ──そして、その足元に張り付いている、小さなネズミの獣けもの堕おち。

「おにいちゃん！」

　リーリはほとんど叫ぶような声を上げて、俺に突進してきた。

「チビ!?　お前、なんでここに……！」

「あのね、なんかよく分かんないけど、神父様が一緒にきてもいいって！」

　事情を知らない村の人間が、なんだなんだとざわつき始めるが、俺も一緒になってざわつきたい気持ちでいっぱいだった。

　なんだなんだ、どういう事だ？　何がどうしてこうなった？

「いやぁ、どうも皆さん、お騒がせしまして……本日付けで、この村の教会を任されました新しい神父です。今まで神父がおらず、皆さんさぞ道徳的に不安な日々をお過ごしだった事でしょう。ですがこれからは、この私が責任をもって対応いたしますので、どうぞご安心ください」

　神父はにっこりと微笑ほほえんだ。

　その、内面のとげとげしさを完かん璧ぺきに隠した、慈愛に満ちたよそ行きの笑顔──奴やつの本性を知ってる俺は、それだけで総毛立つ。

「どういう事だよ、魔女！」

「はて、我わが輩はいも驚いた。おお、見ろ傭よう兵へい。この手紙、日付が十日も前ではないか。我わが輩はいとした事が、うっかりしていた」

　ゼロは【魔女の手紙】をひらひらさせながら、イタズラっぽく笑った。──こいつ、さてはわざと隠してやがったな。

「なんですか、その態度は。旧友に会ったのですから、もう少し嬉うれしそうな顔をしてくれてもいいのでは？」

「てめぇ顔なんか見えてねぇだろう！」

「たとえ目が見えずとも、心の眼で見れば、相手がどんな表情をしているかくらいは分かるものです。あ、そうそう。こちら、ウェニアスの諸兄から託たくされた手土産です」

　ぱきん、と神父が指を軽やかに鳴らすと、外に停まっている馬車からドサドサと荷物が運び込まれてきた。

　それは新品の鍋なべだったり、値段の想像が難しい絵画だったり、場末の酒場には不釣り合いに豪ごう華かな燭しよく台だいだったり──とにかくやりたい放題な品物の数々だ。

「おいこれ、国家予算使い込んでんだろ明らかに……！」

「私がそんな不正を許すわけがないでしょう。大半は、これの雇い主が持たせた品々ですよ」

　そう言って、神父は俺にしがみ付いているリーリに顎あごをしゃくった。

　こいつの雇い主って言うと……ああ、領主ね。イデアベルナの領主──っつーか、今やクレイオン共和国の元首になった筆頭金持ちね。

　場末の酒場を高級酒場に作り替える勢いの品物を、平気で送り付けてくるわな。財力的な意味でも、常識的な意味でも規格外のジジイだ、あれは。

「楽しくなりそうだな、傭よう兵へい」

「そりゃお前はそうだろうがな、魔女……」

　相変わらず、俺はゼロを魔女と呼び、ゼロは俺を傭よう兵へいと呼んでいる。

　不思議と、お互いの名前にもう興味はなかった。

　俺にとって魔女と言ったらゼロで、ゼロにとって傭よう兵へいと言ったら俺で──今更名前を教えあったところで、どうせ俺達はこの呼び方をやめはしないだろう。

　そして、俺は結局、人間に戻れるかどうか試さなかった。だから本当に人間に戻れないのか、その気になれば戻れるのかは分からない。

　だが今のところ、戻りたいとも思わないからこのままだ。

　名前も、姿も、どうだってよかった。

　俺が傭よう兵へいで、ゼロが魔女で、お互いがお互いでありさえすれば、なんでもいい。

　もし、この関係がいつまでも続くとしたら──。




　このくらいがまあ、丁度いい距離感なのかもしれなかった。
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　　　あとがき




　お久しぶりです、虎こ走ばしりかけるです。

　ついに十巻！　十巻に到達できました！

　これも読者の皆さんのおかげです。本当に本当にありがとうございます。

　あ、中身読みました？　私これからネタバレしますからね？　十巻まで読んでくださった皆様方ならすでにお察しの事かと思いますが、この作品のあとがきは平気でネタバレをしていきますからね。

　いいですね？　じゃあいきますよ。




　第一部完！




　終わったー！　終わったぞー！　やったー！

　デビューしたのが二〇一四年の二月。そして十巻の発売が二〇一七年八月。時間にしておよそ三年と半。

　一巻が出て、続きが出せるぞ──という話になったとき、「もし理想的な形で終われるのなら、きっと十巻くらいになるだろう」と思っていましたが、予想通りの巻数で綺き麗れいに終わる事ができました。

　途中、八巻で終わるかな？　とか十三巻くらいまでいくかな？　と思った事もありましたが、結局十巻になりました。私は五の倍数が大好きなので、十巻で終われたのはとても嬉うれしい。

　思えばいろんな事がありました。コミカライズしてもらえたり。ギャグコミカライズしてもらえたり。アニメ化してもらえたり。スマホゲー化してもらえたり。

　信じられないくらい幸運で、信じられないくらい恵まれていたと思います。改めまして、この作品に関わってくださったすべての方と、すべての読者の皆さんに、心からお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。

　ところで、このお話は旅物でした。

　ウェニアスで出会ったゼロと傭よう兵へいが、いろんな人物と出会ったり別れたりしながら旅をして、世界を救う事になる物語です。

　私が小さい頃に慣れ親しんだ、大好きな王道ファンタジーの流れを、拙つたないながらも思い切り書けたと思っています。

　しかし旅が終わっても、登場人物が死なない限り、彼らの生活はどこかで、どこまでも続いていくはず。

　この十巻で、傭よう兵へいは故郷の村に戻り、装備を倉庫に押し込んで、念願の酒場を開きました。

　ゼロは湖のほとりにある小さな家で、怪しげな占い屋を開きました。

　村には新しい教会が作られて、そこに神父とリーリがやってきました。

　つまりこの村には、数多くの武勇伝を持つ男が経営する酒場と、世界を変える技術を生み出した魔女が営む占い屋と、暗い過去を持つ神父と、それを慕う獣けもの堕おちの少女がいるわけです。

　私の大好きな要素を詰め込んだ旅の果てに、私の大好きなものが詰め込まれた村ができた。

　こんなに心こころ躍おどる事があるでしょうか。この村ではきっと、これからたくさんの事件が起こるに違いありません。

　そして編集部はこう言ってくれるのです。

「続き書いていいですよ」

　と。

　って事はさ。




　第二部開幕!!




　って、ここで書いていいですかね？

　宣言していいですかね？

　傭よう兵へいとゼロが愉快な仲間達と村でドタバタする話書くよって、ここで言っていいですかね？

　この巻で一度幕を引いたお話に、どれだけの読者さんが再びついてきてくれるのか、まったく予想もつきません。

　小さな村で、傭よう兵へい達がどう生きるのか。

　救われたあとの世界がどうなるのか。

　少しでも気になりましたら、またあとがきでお会いしましょう。
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虎こ走ばしりかける

寅年の射手座。東京生まれ東京育ちだが、近々他県に引っ越そうかなと考えている。胃腸の調子を崩して地獄を見たが、結果的に体重が落ちたので少し嬉しい。

とはいえ命を大事にして生きていきたい。
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イラスト／しずまよしのり

埼玉県在住。主人公が獣人という一風変わった作品なので最初、傭兵を描くのにてこずりましたがさすがに慣れてきました。ゼロと傭兵のこれからの物語を楽しみにしつつイラストでより魅力のある作品に出来たらと思います！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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ゼロから始はじめる魔ま法ほうの書しょX
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